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九月の最終週の木曜日。明日は、三年生になって迎える最後の学院祭だった。



「部長。これ本当に借りていいんですか？」

　明日のお茶席の準備も整い、他の部員たちはもう全員帰った。二人きりになった部室で、長谷川が嬉しそうに訊いてくる。


同学年なのに、なぜか彼は慎一に対しては敬語だった。二人きりの時限定で。タメ口でいいのにって何度も言っているのだが、一向に直らない。



「うん。僕と長谷川とは同じくらいの背格好だからね。サイズ合うと思うし、着物嫌いじゃなかったら着てくれる？　長谷川も亭主だし、せっかくだからこういうのもいいかなって。最後の学院祭だしね」

　それが終われば、もう今年度は芭蕉庵での大きなお茶会は無い。

　もちろん亭主だからって和服でなくちゃいけない決まりはなくて、寧ろ制服でやるのが普通だ。

　着物は祖母の着道楽と、父の幼馴染というか悪友が呉服屋の旦那だということもあって、ほとんど着ない慎一の分まで毎年のように作っている。成長期だからすぐに着られなくなるのに。


箪笥の肥しになるばかりで勿体ないとずっと思っていたから、いい機会だし着てみようかな。と、慎一は京都の実家にある分を全部送ってもらった。ちょうどお茶席用の袴も何枚か仕立ててあったし。そこから馨と二人であれこれ言いながら選んで、長谷川の分も一揃い用意しておいた。



「はい、ぜひ！」

「ふふ、良かった。じゃあ、着付けは僕がするし、明日は一応三十分くらい早めにきてくれる？」

「はい、わかりました」

　口調は堅苦しいけど、嬉しそうな声音。喜んでくれて良かった。

「あの、——茨木会長の身辺なんですけど、」

　明日朝すぐに着付けが出来るようにと慎一が準備をしていると、長谷川は姿勢を正し、声を潜めてそう言った。

「……また、やっかみ？」

　慎一は手を止めずに、小声で訊く。

　御堂のファンなのか、人気者の馨が気に入らないのか、最近の学生の質が落ちているのかなんだか知らないが、目障りな生徒は一定数いる。つまらない噂話を吹聴したり、他人を中傷したり。紳士たれという学院の校是からかけ離れた生徒が。

　だいたい最近の御堂の態度も悪い。人前でも構わずにべたべたしすぎだ。あれじゃ、あいつのファンから反感を買って当たり前だろう。と慎一は思う。

「いえ。前から目を付けていた二年生はもう会長の近辺からは排除してますし、生徒会の方も動いてるからそっちは大丈夫なんですが……」

　長谷川が言葉を濁す。僕は手を止めて、彼の方へ目をやった。

　地味で目立たない真面目な生徒。それが長谷川の第一印象。確かにそれは間違っていないのだけれど、中身はなかなかの曲者というか、——かなり重度のオタクだった。

　この一見地味な風紀委員長は、『草』として生きたいらしい。

　長谷川は、忍者関連の歴史小説やアニメ、漫画の類は網羅していて、スパイ小説や諜報機関の暴露的な読み物も大好物。彼のなりたい『草』というのは、雑草とかの草じゃなくて忍者の一種なのだそう。その上、警察官僚の息子で自らもそっちの進路に進んだ前風紀委員長、吉見先輩に心酔している。

　この学院に来たのも、政財界の要人の息子なんかがうようよいる環境が堪らなかったらしい。彼は一般人だけど家が裕福だったのが幸いして、死ぬほど勉強してこのステファノ学院に入学してきた筋金入りだ。

　慎一に対して敬語なのは、心酔している吉見先輩から『俺の卒業後は、お前が姫を守れ』と申し付かっているから。らしい。どこまで過保護なんだか、吉見先輩。と呆れる反面、長谷川の律儀さにも感心する。

（まぁ癖は強いけど、いい奴だよね。使えるし）

　それに、長谷川は慎一が九条の孫だということも当然知っている。こっちの方が、敬語と傅かれてる感の要因として大きいかも。と思う。長年に渡って政財界を裏から牛耳ってきたフィクサーだ。長谷川にとってはまさにカリスマだろう。——慎一から見れば、今は孫に甘々のただの好々爺だけれど。

　とにかく、吉見先輩と長谷川のお蔭で、生徒会役員でも風紀委員長でもない一般生徒の自分が、学院内のいろいろな裏情報を得ることが出来るのはラッキーだったと思う。そこは二人に感謝している。

　昔、まだ子どもだった慎一に、九条翁は生きていく上で絶対に必要なものを一つだけ挙げるとしたら、なんだと思う？　と聞いてきた。首を傾けた慎一に、彼はしたり顔で、それはな、「情報」だ。と、そう言った。

　そんなものより、食べ物とか水とか空気の方が大事なんと違う？　と言った慎一に、知らなければ、どこでどうやって食べ物を手に入れればいいのかも、今吸っているその空気が安全かどうかも分からんだろう？　と笑った。子どもの時は、なるほど。と素直に思ったけれど。

　今考えると、——腹黒いよね、おじい様って。と思う。

　彼の言う「生きていく」は一般大衆のそれとは違って、権力者として生きていくためには、という意味だったのだろう。小学校低学年の孫にする話じゃない。


その考え方でいくと「情報」を手に入れたら、その次に必要なのは「力」。ということになりそうで、怖い。




長谷川なんかは、ただ単に好奇心とか知りたいという欲求だけで動いてるから、ある意味純粋だよね。と思う。風紀委員長としての職務に必要なことだし、彼の持ってる情報は有用だ。




そんなことを考えながら、彼の次の言葉を待っていたのだけれど、



「で、なんなの？ 何が問題？」

　痺れを切らして僕が切り出すと、

「問題というか……、まだ何も起きてはないんですが」

　はっきりしないなぁ、と先を促すように、慎一は長谷川を見つめた。照れ屋なのか、大人しい長谷川は、目を合わせるといつも、すぐに赤くなって逸らす。

「二年の新庄が、ちょっと色々画策してるみたいで」

「画策？」

「彼は、その、茨木会長に懸想しているみたいで。来期の生徒会長は多分彼に決まりだと思いますし、性格的に、ああ見えて強引というか、割と手段を択ばないところがあるので」


懸想ときたか。さすが忍者オタク。と、慎一は彼の時代錯誤な言葉選びに心の中でツッコミを入れた。それに続く彼の新庄評は意外だったけれど。



　新庄は馨のファンで、なんだかんだと馨に付き纏ってはいたが、明るくて人懐っこくて上からも下からも好かれるタイプだし、特に害はないだろうと慎一は気にも留めていなかった。


でも——、言われてみれば、可愛い後輩を「演じてる」感はあるかもしれないな。と思う。



「ふーん。マジで馨を手に入れたがってるってこと？　あんな可愛い顏してけっこう『男』なんだね。新庄は」

　長谷川は黙ったまま、小さく頷く。

「それで御堂がマーキングしてるのかぁ。生徒会長ではなくなっても、先輩にそんな無茶は仕掛けてこないとは思うけど。——ちょっと心配ではあるね。でも、長谷川ももう風紀委員長は引退だし……」

　先輩後輩を抜きにしても、馨は茨木グループの会長の息子で、その馨をガチガチに囲い込んでるのは、あの『御堂』だ。普通は本気で手を出そうなんて思わないはずだけれど——。


今や飛ぶ鳥を落とす勢いのSHINJOコーポレーションだ。その可愛い可愛い一人息子だしね、彼は。その上、生徒会長になんかなったら、思い上がって勘違いしちゃう可能性もあるかな。と、慎一は少し考えるように首を傾げる。



「引退しても関係ないですよ。生徒会以上に、風紀委員長の縦のラインは強固なんです。次期委員長はもう決まってますけどね。まだ卒業したわけじゃないですから。——僕が実権を手放すとでも？」

　地味で大人しい長谷川が、なんだか悪い顏になってニヤリと笑う。


だよねー。そのためにこの学院に入ってきたんだもんね。と、慎一はにっこり笑ってお願いした。



「んじゃ、一応新生徒会長の動向は探っておいてくれる？　あと半年だしね、何事もなく心穏やかに卒業したいから。——まぁ、馨の気持ちがそっちに靡くなら、別にそれでもいいんだけど。……新庄じゃ、無理でしょ」

　本条でも、だめだった。出来ればここにいる間に、御堂から他に目を向けて欲しかったけど——。

「ですね。まぁ、御堂が目を光らせてるでしょうから、こっちの出る幕はないかもしれないですけど。風紀の方でも気を付けておきますので、ご安心を」

　綺麗な正座のまま、頭を下げられた。

（だから、どういう立ち位置なわけ？ 君と僕は。主従ごっこなの？　——まあ、いいけど）


あと半年だし。卒業まではごっこ遊びに付き合ってあげよう。と、慎一は諦めのため息をついた。







　学院祭当日。

　いつも通りの盛況ぶりで、高嶋の会社のイベントも大好評のようだった。彼も学院に来ているはずだけど、芭蕉庵に来る暇はないかもしれないな。と思う。

　こっちはこっちで、ひっきりなしにお客さんが来ている。

　前売りのお茶券を持った関係者のお客さまがメインだけれど、一般向けに用意していた当日券も、早々に売り切れてしまった。

　用意したお菓子の数に限りがあるから、際限なく受け入れるってわけにはいかない。慌ただしいお茶会も嫌だし。入れなかったお客さんには申し訳ないけど。

　とはいえ、せっかくの学院祭。茶道部の部員だって楽しみたい。茶道部は割と人数がいるので、部員たちは交代制でお茶席を回して、空いた時間に学祭を楽しめるように割り振っていた。

　亭主を務める慎一と長谷川に関しては、残念ながらそんな暇はなかったけれど。


ひっきりなしに訪れるお客さんに、茶室も野点席も大忙しで何席もこなしながら、お昼ご飯もその合い間に適当に摘まんだだけ。夕方になってやっと落ち着いてきた。



　用意したお菓子の数も、もう残り少なくなってきたし、そろそろ終わりかな。と思う。


急に人が引いてきて、いま芭蕉庵にお客さんの姿はない。僕は後輩たちに表の野点のお茶席を片付け始めるように指示した。三年生はもうお役御免で、今ここに居残っているのは、亭主の慎一と長谷川以外、全員一、二年生だ。



　何だか落ち着かない様子でソワソワし始める部員たち。

「そこだけ片付け終わったら、行っていいよ。もうすぐ始まるしね、軽音のライブ」

　その様子がなんだか微笑ましくて、笑ってそう言った慎一に部員たちの顏がぱぁっと綻ぶ。

「いいんですか？　まだ閉室時間じゃないですけど」

　一応遠慮がちに訊いてくる。

　体育館での出し物は軽音のライブが最後で、それが終われば学院祭は終了。その終わり時間に合わせて、校庭のイベントも終了する。


同じく学内展示も、芭蕉庵も、そのタイミングで閉室だ。だから一応は、ここもそれまでは開けていなくてはいけない建前だ。



「いま校内にいる人は、ほとんどそっちに流れてるでしょ？　一応は開けとくけど、もう誰も来ないと思うし。僕が残るから、みんなは行ってきていいよ」

「でも……」


真面目だなぁ、茶道部の部員は皆。と思う。




遠慮しつつも、今年のライブには御堂が出るから、皆そっちが気になってしょうがない。一、二年生の茶道部員は、なぜか副会長ファンが多いんだよね。と、慎一は、ふふっと笑った。




それは裏で吉見と長谷川が、馨や慎一目当ての浮ついた入部希望者をきっちり排除した結果なのだが——。




当の本人たちは全く気づいていなかった。



「気にしないで行っといで。——今年は特別なサプライズもあるらしいよ？」

　内緒だけど、馨も一曲だけ引っ張り出されるらしい。見とかないと損だよね。と、期待を煽ってやる。

「！　じゃあお言葉に甘えて……。すみません、部長！」

　急に大急ぎで片付け出す部員たち。


後からちゃんと、きっちり片付け＆掃除してもらうからねー。と、にっこり笑って送り出す。翌日まで名残りを残さないのが、学院祭の鉄則だ。



「長谷川も、さっさと着替えて行ってきたらいいよ。亭主二人もいらないし」

　付き合って残りそうだった長谷川も、ひらひらと手を振って追い出す。生徒会のメンツが出るライブだ、絶対長谷川も見たいはず。

　長谷川は黙って頭を下げて、着替えるために部室に走った。着物でも素早い。

　もうお客さんもいないし、部員たちも全員ダッシュで行ってしまった。

　体育館とここ芭蕉庵は、この広い学院の中でも端と端の対称的な位置にあるから、かなりの距離がある。ダッシュのまま行きつけるかな？　という距離だけれど、頑張ればギリギリ開演には間に合うだろう。

　誰も居なくなった芭蕉庵——。

　念のため誰か来ても良いように、もてなしの準備だけは整えておいて、露路に出る。

　履き慣れていないから鼻緒が痛いなと思いながら、慎一は水辺に張り出すように掛けられた小さな浮橋の上に、しゃがみ込んだ。

（せっかく、着物着たのにな……）

　一年生の時の体育祭で浴衣を着た慎一の写真を、どこからか手に入れたらしい高嶋は、実物が見たかったよ〜！　と、ずーっとしつこく言っていた。

　女物の浴衣なんて、もう一生着る機会はないと思うけど。

　今回は男物の着物で袴姿だけど、高嶋に見せたら喜ぶかな、なんていう下心もあったことは否定できない。

　彼には何も言ってないし、約束もしていない。今日は忙しいだろうし、こっちにくる暇なんてなかったのだろうけれど。

　あの後、一度も会っていない。

　電話はしている。毎日。仕事で海外に行っている間も欠かさず掛けてきてくれる。時差だってあるのに。


愛してるって、慎一だけだって。歯の浮くような甘いセリフを、毎晩ささやかれているのに。



　会いたくて、寂しくてたまらない。


慎一は浮橋から手を伸ばし、水を弾いて紛らわせる。ここに流れ込んでくるのは山の湧水だから、冷たくて気持ちいい。



　もうライブは始まっているだろうけど、ここまでは音も届かない。ただ微かな水音だけが、響いている。


そこに、きぃ、と軋むような小さな音がした。



　顔を上げた慎一の目に、木戸を開けて入ってくる高嶋の姿が映る。

　Ｔシャツの上に薄手の麻のジャケットを羽織った彼の姿。色味は秋らしい落ち付いた銀杏色で。折り返した袖口から伸びる骨ばった腕と、長い脚。相変わらずカッコいいなーと、見惚れていたのに。

「慎一くん！　超可愛い！」

　高嶋は浮橋に佇む慎一の姿を見つけた途端、思い切り相好を崩した。

　何着ても可愛いしか言わないよね、この人。他の語彙はどこに行った。と呆れる慎一を、足早に近付いてきた彼が抱きしめる。

　嬉しそうな顔で、頭もぐりぐりされて、ついでにキスされそうになって、押しのける。

「ちょっ、——ここ校内だから！」

「大丈夫だよ、誰もいないんだろ？ こっち方面には人っ子一人いなかったよ」

　彼は慎一の頬に手を伸ばす。慎一の小さな顔なら片手で掴めそうな、その大きな両手でそっと包み込んでくる。そっと優しく触れられて、その感触がすごく気持ち良くて——。

　思わず目を閉じてしまった慎一に、高嶋はふわりと口づけた。

　掠めるように、唇の感触を楽しむように啄ばまれ、そろりとなぞって離れた赤い舌先。——軽いキスに見せかけて、結構エロいキスだった気がする。

　赤くなった顏を隠そうと俯いた慎一に、高嶋は小さな紙切れを差し出して言う。

「まだ、間に合うかな？」

　それは、前売り分のお茶券だった。

「合いますよ。どうぞ」

　慎一は、彼を芭蕉庵に招き入れた。





　三畳の小さなお茶室。高島を正客の位置に案内して、慎一はお点前を始める。

「昼間、馨くんに券貰ったんだ。今日は慎一くん着物着てるっていうしさ。絶対来ようと思ってたんだけど、なかなか抜けられなくて。でも、ライブ始まったらみんなそっちに流れたからね。——ここに、慎一くん一人だけだとは思わなかったけど。ふふ、この時間に来て良かった」

「幸成さんは見に行かなくて良かったの？　今年は生徒会メンバーから何人も出るし、たぶん馨も飛び入りで歌わされるよ」

「へー。そうなんだ。でも、——俺としては、断然こっちだよ。密室に、着物姿の慎一くんと二人きり」

　高嶋は、嬉しそうにそう微笑んだ。無駄にエロい言い方しないでほしい。

「撤収し終わったら、すぐ帰るの？」

　せっかく会えたのに、もうすぐ学院祭は終わってしまう。


学院祭が終わったら校内は一斉に撤収作業に入り、それが終わってから後夜祭が始まる。高嶋たち外部の人間は、後夜祭が始まる前にはいなくなるはずだけれど。慎一は名残惜しくて、ついそう聞いてしまった。



「大きな資材や骨組みの鉄柱なんかは、どっちにしろ搬出用のトラックと業者が来ないと撤収は出来ないからね。そういうのは明日に回して、今日片付けられる分が終わったら、他のスタッフは帰るよ。——俺は残るけど」

　慎一は思わず手を止めて、高嶋の方を見る。

「ほんと？」

「あれ？　まだ聞いてないかな」

　何を？　と、首を傾げた慎一に、

「今年は後夜祭でも発注受けてるんだよね。御堂から個人的に」

　高嶋は、含みのある笑みを浮かべた。

「後夜祭で？」

　後夜祭は、祭とは名がついているけど、特に何か催しがあるわけじゃない。

　今夜だけは消灯時間を気にしなくてよくて、朝まで学校中の明かりはついたまま。校内でならどこで誰と過ごしてもいい。という、一年に一度だけの自由な夜だ。

　ここは山の上にぽつんとある学校だし、夜中にいくら騒いでも近所迷惑にもならないから。大勢で騒いでもよし、一人静かに過ごしてもよし、それも自由。

　後夜祭は、そうした真夜中の自由を楽しむお祭りだ。生徒会役員も、同じようにそれを楽しむだけのはずだけれど。と思う。

「多分、慎一くんにも召集かかると思うよ。準備に人手がいるからね。後夜祭に部外者は参加できないだろ？　だからスタッフは先に帰らせて、俺だけ特別に居残りさせてもらうんだ」

「準備って、何するの？」

「ふふ、今はまだ内緒かな。夜になったらわかるよ」

　そう言って、彼は慎一の点てた薄茶に手を伸ばす。

　正座も姿勢もきれいだけれど、手順は色々とすっとばしてお薄をのむ高嶋。

　茶碗を回し正面は外して口をつけたし、持ち方もちゃんとしているから、お作法わかった上で端折ってるな。と、慎一は彼の所作を黙って眺める。

　高嶋は、軽く音を立て残さず吸い切り、お茶碗を置く。

「ごちそうさまでした」

　拝見もお辞儀もとばして、背筋を伸ばしたまま慎一を見てにっこり笑った。


無作法なくせにめちゃくちゃカッコいいって、どういうことだ。




うっかり見惚れてしまった慎一は、惚れた欲目って怖いなぁ。とため息をついて、お茶碗を引き取った。







　高嶋の言った通り、夕食後、木崎からメッセージが送られてきた。

　慎一は、言い付け通り茶道部と弓道部の有志をこっそり連れて行き、真っ暗な校庭で準備を手伝う。準備が終わったら、一旦自室に戻って入浴と着替えを済ませ、予定の時間までは各自、自由に過ごすことになっていた。

　生徒会の面々は、食堂のいつもの指定席でまったりしている。

　慎一は長谷川たち同じ学年の茶道部員と、別の一角でデザートタイム。

　こんな時間に甘いものを食べるのは罪悪感があるけど、今夜はビュッフェスタイルで、デザート類も豊富。この時間になっても、品揃えが乏しくはならない、デザートの方はさらに充実してきている感じだ。男子高生は意外と甘いもの好きな奴も多くて、量も食べるから。

　こういうときは本当に贅沢な学校だなあと思う。食事代から何から、全部一括で寮費に含まれているから、校内でお金を使うことはほとんどない。コンビニとか購買で買い物をするときくらいのものだ。

　その代りこの学院の学費や寮費は、とんでもない金額らしい。払ってるのは九条の祖父なので、慎一もはっきりした金額は知らないけれど

　白桃のジュレと、チョコレートケーキをつつきながら、生徒会席の方を見ると、御堂以外の連中は、立ち上がり移動し始めた。もうそろそろかな？　と思うけど、馨の姿は見えない。一瞬、あれ？　と思ったけれど。

　——ああ、寝てるのか。と慎一は気が付いた。

　他のメンバーが行ってしまっても、御堂はいつものソファに座ったまま。隣に座っていたはずの馨の姿は見えなくて、御堂が慈しむような優しい顏で、自分の膝の上を見下ろしてる。

　ここからはテーブルの影になっていて見えないけど、馨は御堂の膝枕で熟睡中なのだろう。ほんと分かりやすい二重人格だよな、御堂は。と思う。

　あんな顔、馨以外には絶対に向けない。

　予定の時刻まで、まだ少し時間はあるけど。まだ起きそうな気配は無い。起こすのは可哀想だし、起きるまで待つのかな？　と思う。


けれど、きっともう校庭で待機しているであろう高嶋が気になって、慎一は席を立った。



「もう行くのか？　水無瀬」

　長谷川が普通に訊いてくる。今は周りに他の生徒もいるから、口調を変えて。


彼は目立ってはいけない『草』なので、人前ではちゃんと普通の友達の顔もできるのだ。ずっとそれでいればいいのに。日々何のプレイだよ。と、思いながら、慎一が答える。



「うん。ちゃんと用意出来てるか気になるし。まだ早いから、皆は慌てなくていいよ」

　そう言ったのに、

「んじゃ、俺たちもそろそろ行くか」

　と、周りの連中も立ち上がった。慎一は仕方なく彼らと連れだって校庭に向かう。

　校庭で待機しているはずの彼の姿を探していると、暗がりでもなんとなく、もう結構人が集まり始めているのが分かった。

　彼の姿は見つけたけれど。


目敏いなぁ。とため息が出た。相変わらず高嶋の周りには、取り巻きの生徒たちが集まっている。




サプライズだから、関係の無い生徒には見つからないように、こっそり準備していたはずなのに。



　高嶋も、召集を掛けられた以外の人間がここにいるのは宜しくないと分かっている。穏便に追い払おうとしているのに、えー何があるんですかぁ？　と五月蝿い。二年生の尻軽連中だ。さすがにそこに橘はいなかったけれど。


確かこいつら、馨に対してもけっこう生意気な感じだったよな、と、思い出す。



　こういう可愛い子ちゃん系の中には、馨のことを良く思ってない輩もいる。妬みなんだろうけど、天使のような馨と平々凡々な上に性悪なお前らじゃ、比べること自体が烏滸がましいんだよ。と、慎一は心の中でこき下ろした。

　これは馨のためのサプライズで、ここにいるのはみんな、馨のために集まった者たちだ。こんな奴らに邪魔されたくないし、ここにいて欲しくない。

　なのに、まだ生徒会の連中はここに来ていないみたいだし、高嶋は頼りない。慎一はイライラしながら、その様子を窺っていた。

　馨を迎えるために集まり始めた生徒たちも、なんだあれ、っていう顔で見ているけれど、注意はできないでいる。慎一は長谷川に視線を向けたけど、目を逸らされた。

　草だから、目立つことはしたくないらしい。ったく、風紀委員長のくせに。と、慎一は余計に苛立たしくなる。


その上、高嶋はそんな奴らに向かって、静かにね。というように、困った顔で唇に指を当てる仕草をした。



（はぁ？　本当わかってないよね、このくそドンファンは！　そんなことしたら、余計に奴らのテンション上げるだけだから！）

　案の定、彼らの目はハートになっていた。

「……君たち、二年生だよね？」

　我慢できなくなった慎一は、にっこり笑って、彼らの前に立つ。河野たちが来るのを待っていられなかった。

「え、あー、はい」

　はっきりしないその返事に、イラっとくる。


返事もまともに出来ないの？　長谷川、こいつらの顏ちゃんと覚えとけよ、と振り返ると、長谷川たち三年生が慎一の後ろにずらっと並んでいた。いつに間に来ていたのか弓道部の連中も。




表立っては動かないけど、後押しはしてくれるらしい。



「悪いけど、校庭から出て行ってくれる？ 今ここに呼ばれているのは特別なメンバーだけなんだ。三年生の為の大事なイベントがあるから、暫くはここに近づかないでね」

　上下関係の厳しいこの学院では、基本的に後輩が先輩に逆らうことは許されない。エラそうにする先輩はいないから忘れがちだけど。時代が変わろうがそれは変わらない。

　多少理不尽だろうが、学年を強調して言われては逆らえないはずだった。

　一応笑顔は崩さなかったけど、ムカついているから必要以上に嫌味な言い方になってしまった。

　言われて黙り込んだ彼らは、高嶋の方を伺うように見上げたが、

「そういうことだから。悪いね。——後で、皆が集まりだしたら来てもいいよ。君たちは、先輩の言うことをちゃんと聞けるいい子だろ？」

　高嶋はそう言って、向こうへ行けという風にクイっと顎を上げた。見下ろす視線は冷たくて。言葉は優しいけれど、逆らえない雰囲気。

　彼らはすごすごと、校庭から離れていった。

　慎一は、出来るんならそうやって最初から追い払ってよ、と高嶋を睨み付けた。

「ごめんね。怒んないで、慎一くん」

　拝むように手を合わされた。人前で馴れ馴れしく名前を呼ぶな。と思いながら、敬語でピシャリと答える。

「謝られる理由がわかりません。それよりちゃんと仕事して下さい。高嶋さん」

「……はい」

　高嶋はしゅんとなる。

　面白くない気分のままさっさと彼から離れた慎一に、ついてきた長谷川が耳打ちする。

「すみません。あいつら、後できっちり締めときますから」

　ヤクザなの？　とツッコミそうになった。

「なら、まとめて全員、都落ちさせて。橘も一緒に」

　腹立ち紛れにそれにのっかって、歩きながら小声でそう言う。長谷川は一瞬ぎょっとした顔で慎一を見たけれど、

「お望みとあれば」


真顔で頷かれてしまった。




こんなことくらいで都落ちだなんて、どんな恐怖政治だよ。と思いながら、



「冗談だよ、ばか」

　横目で睨むと、なぜか長谷川は顔を赤くして俯いてしまった。暗いから分かりにくいけど。


八つ当たりされてるのに。この男の萌えポイントはよくわからないな。と思う。



「言いなりじゃなくて、やりすぎだと思ったら止めるのが、ホントの忠臣じゃないの？」

　悪ノリして、そう言ったら、

「御意」

　と、大真面目に返されて、慎一は堪えきれずに吹き出してしまった。





　そうこうしているうちに生徒会の連中もやってきて、馨を迎えるべく、有志たちも揃ってきた。そこに、御堂から今から向かうという連絡が届く。

　集まって待っていた皆は、暗がりに息を顰める。この為に、上の校舎側の明かりも少し落として貰っていた。

　高低差のある敷地。校舎の正面玄関から出てきた馨たちの姿が、シルエットで浮かび上がる。校庭に続く石段の上で、二人は立ち止まった。御堂が軽く手をあげると——。


一斉に灯る、色鮮やかな一面のランタン。



　広い校庭いっぱいに、張り巡らされ、吊るされた、色とりどりの温かな灯し火。

　そこには、準備をした自分たちでさえ、思わず感嘆の声を上げてしまうくらい幻想的な光景が広がっていた。

　校庭からの明かりにふんわり照らされた、馨のびっくりした顏。自然と拍手が沸き起こり、皆から声が掛かる。

「会長！　お疲れ様でしたー」

「ありがとうございましたー！」

　馨が僕らの方をゆっくりと見回す。僕と目が合うと、戸惑っていた顔が嬉しそうな微笑みに変わった。

　発案者はもちろん御堂で、高嶋が用意をして、皆で作り上げた。これは、一年間生徒会長のお仕事をがんばった馨へのご褒美だ。

　この山の中の学院に現れた、一夜だけの、夢のような幻想的な世界。

（こういうの好きだよね、馨）


悔しいけれど、馨のことを一番わかっているのは、やっぱり御堂だと、慎一は認めざるを得ない。



　御堂に手を取られ、校庭に続く石段を降りる馨の、幸せそうな、泣きそうな顔。校庭に降りてきた馨に、木崎が抱きつく。

　良い生徒会だったな。と思う。

　本当は、木崎たちから慎一も役員にならないかと誘われていた。馨を会長にして皆で彼を守ろうと。

　御堂が副会長に降りた理由も、わかっていた。実子でない馨の立場が少しでもよくなるように、そんな思惑もあってのことだろうと。

　役員になるのは断ったけど、彼を守りたいと思う気持ちは僕も同じだった。だから、委員として馨が会長になるように根回しするのは手伝った。

　生徒会役員は、クラスの代表である学級委員たちの投票で決まる。彼らには投票前に、誰がどの役職に就くのが相応しいか、役員を務める意志があるのは誰か、ある程度そういう情報を流しておく必要がある。もちろん、誰に投票するべきか。も。


立候補制ではないから、委員側も事前情報がなければ誰に投票して良いのか判断しづらいし。それは別に裏工作でもなんでもなく毎年自然に行われていることだ。もちろん、委員側がそれをよしとしなければ、票は集まらない訳だし、彼らはきちんと公正に選ばれていた。



　そして空いていた候補に樋口と嶋岡が加わって、曲者揃いの生徒会が出来上がった。


眠り姫を守る、茨の生徒会。




役員に加わらなかった慎一は、ただの友達として、表立ってじゃなく影から見守ってきた。



　校庭から聞こえる声と灯りに、校舎や寄宿舎にいた生徒たちも集まり始める。宿直の職員や先生たちの姿も見えた。真夜中の校庭は、生徒たちの楽しそうなざわめきと、感嘆の声で溢れていた。

　慎一は、馨のそばに立つ高嶋の姿を見つけた。彼は笑って、馨の手にキスを落とす。

　——ふざけているだけだって、わかってる。馨に嫉妬するなんて、どうかしてる。

　慎一は、そこから目を背けて、視線を上にあげた。

　こんなにたくさんのランタン、実物は初めて見た。東南アジア独特の鮮やかな色彩の。全部本物だ。現地まで行って調達してきたのかな。と思う。


そういえば先月、彼は海外へ出張に出掛けていたっけ。と思い出した。



「キレイだろ？」

　いつの間にか、慎一の隣に高嶋が立っていた。


こっちに向かってくる姿は目に入っていたけれど、慎一は、わざと気付かない振りをしていた。



「ええ。さすがプロですね。すごく綺麗」


長谷川たちの姿はもう無くなっていたけれど、まだ周りには、たくさんの人がいる。よそ行きの顔で答えた慎一に、



「こっちは、お仕事だけど。——もう一つのサプライズ、見たくない？」

　彼はそう微笑んで、その顏を覗き込むように首を傾げた。





　人で溢れる校庭からそっと離れて、二人は芭蕉庵へ向かう。

　校舎や食堂などの建物の明かりは点いているけれど、だんだん明かりは減ってきて、芭蕉庵へと続く小道は真っ暗だった。

　高嶋はスマホのライトで足下を照らしながら、慎一の手を引いて進む。

　小道に入ってすぐに、道を塞ぐように貼られた細いロープがあった。暗がりの中、高嶋はそれを掴んで掲げ、二人はそのロープをくぐる。その拍子に、からんと金属音が響いた。

　月は出ているけど、今夜は薄い三日月で。少し目は慣れてきたけれど、やっぱり周りは真っ暗だった。

　なぜこんなところに、と思いながらも慎一は、黙って高嶋に引かれて歩く。

　真っ暗な小道は不気味だけど、彼と一緒なら怖くなかった。繋いだ手が温かくて、こうして二人で歩いているだけで、嬉しい。

　木戸の所まで来ると、高嶋はスマホのライトを消した。

「見てて」

　そう片手を挙げた先に視線を移すと、ふわりと水辺が明るくなった。

　——待合の軒先に下がるいくつものランタン。そして、その前の水辺を照らすように、池の奥に向かって、校庭にあったよりも少し小ぶりなランタンが、一列に並んで吊るされている。

「これって……」

「あっちに比べるとちょっと地味だけどね。その代わり貸切りだよ」

　そう言って、待合の腰掛けに僕を連れてゆく。

　いつもは網代の円座が三つ置かれているだけの簡素な待合が、千夜一夜のお伽話に出てくるお姫様の小さな寝台のように、可愛らしく、エキゾチックに飾り付けられていた。

　腰掛け部分には紅い布が掛けられ、その上に並べられた、鮮やかな色彩と艶やかな光沢の、たくさんのクッション。それらには、とりどりの房飾りがついていて、繊細な刺繍が施されている。

　軒先に吊るされたランタンからも、それぞれに綺麗な房が垂れ下がり、一つ一つがすごく凝っていて綺麗だった。

　そこに座ると、目の前にはランタンの行列。


色々な形と色のランタンが、一列に等間隔に並んでぶら下がってる様は、小さな光の子の行列のようで、なんだか可愛らしい。



　その淡い光の列が水面に写って、幻想的な風景を作り出す。

「きれい……」

　見惚れて、思わず呟いていた慎一の隣で、

「気に入った？」

　高嶋が微笑む。

　目が潤んできたのを気付かれたくなくて、慎一は視線を逸らして頷く。


——こんなの、泣きそうだ。



「いつの間に、こんな……」

　思わず零れた言葉に、

「今回待ち時間だけは、いっぱいあったからね」

　何でもないことのように、そう答えた。

　彼にとって、あっちは仕事で——。


これは、慎一のためだけに、高嶋が作り上げた小さな宝箱のような世界。いつの間にか零れてしまった涙を指で拭って、彼は慎一に口づける。



　深くて、食べられてしまいそうなキスなのに、優しくて気持ちいい。濡れた睫まで、ぺろりと舐められてしまった。

「ふふ、泣き虫だね、慎一は。好きだよ」

　抱きしめて、囁く。

　これが、もし夢なんだったら、もう一生醒めなくていい。と思う。

　本格的に涙が溢れだした慎一の背中を、頭を、高嶋が優しく撫でる。幸せ過ぎて泣けてくるなんて、おかしい。

「……っ、ごめんなさい」

　恥ずかしくて、思わず謝ってしまったら、

「嬉し涙ならいくらでも流して。喜んでくれて、俺も嬉しいよ」

　そう言って、ハンカチで涙を拭かれた。なんだかお母さんみたいだな、と思う。

　あ、と不意に我に返った慎一は、高嶋の胸を押し返す。

「誰か来たら」

「来ないよ。貸切りだって言ったろ？——小道には立ち入り禁止のロープを張ってあるし、あと、触れたら音が鳴るトラップもね。山際の抜け道にも、同じものを仕込んであるから、絶対大丈夫」

　——そう言えばあったね、そんなやつ。なんでそこまで。と首を傾げた慎一に、

「だから安心して、いちゃいちゃしようね？　ここなら朝まで二人っきりだよ」

　高嶋は嬉しそうにそう笑った。

「それって……」

　卒業まで待たなくていいって言ったのは自分だ。高嶋はそれでも待つって言ってくれたけど——。

　え、まさかここで？　ロマンチックではあるけれど、外だよ？　そう思いながら固まっている慎一に、クスリと笑った高嶋が続ける。

「大丈夫だよ。いちゃいちゃするだけ。いっぱい話をしよう？ ここで一緒に。——ダメ？」

　言いながら、頬や耳に触れて、瞼にキスをする。耳元で、ダメ？　なんて囁かれたら、腰が抜けるんですけど。座ってて良かった。と心底思う。

「いいよ」

　外では嫌だとさっきは思ったくせに、少し残念な気がしているのは、内緒だった。





「テッ、テテー♪」

　猫型ロボットが秘密道具を出すときの効果音を口で言いながら、彼は腰掛け台の下から、籠を取り出した。

（て、いくつなの？　幸成さん。今年三十一じゃなかったっけ？）


一瞬白い目で見てしまったけれど、



「わ、すごい」

　籠の中には、ポットやグラスなどの飲物セットと、アジアンスイーツ。色々な種類のドライフルーツと、ナッツやゴマを飴で絡めたようなお菓子。綺麗で美味しそう。

「ランタンと小道具の買い出しに、何度かベトナムに行ったからね。これはそのお土産。お腹すいたら摘まんで。ジャスミンティーとか、平気？」

　言いながら、下から折り畳みの小ぶりな竹のティーテーブルまで出してきて、その上に籠を置く。準備万端過ぎる。仕事柄といえばそれまでだけど、彼の企画するイベントっていつもここまで完璧なのかな。と感心する。

「うん。好き」

「良かった。今飲む？」

「うん」

　ポットから注がれたのは、冷たいジャスミンティー。薄い金色の液体をランタンの明かりに透かして見る。

「すごいね。なんだか日本じゃないみたい。行ったことないから分からないけど、ベトナムの夜ってこんな感じなの？」

「そうだね、街中ランタンの灯りに照らされて。現地だと、もっと猥雑で混沌としてて。活気があって面白かったよ」

「幸成さんて、いろんなとこ行ってるよね。楽しそう」

　会社は東京だけど、イベントの仕事は全国規模だから、彼は日本中を飛び回っている。こうして海外に行くこともよくあるみたいで。

「卒業して時間が出来たら、慎一も一緒に行こうな。いろんなところに」

　彼は肩を抱いて、頭に頬を摺り寄せてくる。いちゃいちゃしようという言葉通り、高嶋はずっと慎一のどこかしらを触っていた。触れてくる手も唇も声もくすぐったくて、頬が緩んでしまう。

「うん、行きたい。連れてって」

　笑ってそう言ったら口付けられた。わざと音を立てて、エロい感じに。


いちゃいちゃするのは幸せだけど、いろいろ気持ち良すぎて、ちょっと困ったことになりそうだった。



　いつの間にか彼の手が、シャツを捲って忍び込んでくる。掌の熱が素肌を撫でて、始めての感触にびくりと身体からだが震えた。唇が耳元から首筋に降りてくる、手も唇も舌も、気持ちいい。

「や……、ん、待って」

　流されそうになって、彼の胸を押し戻す。

　いちゃいちゃ。って、どこまでをいちゃいちゃって言うんだろう。こんなことされたら、話なんて出来なくなるんだけど。

「ごめん。卒業まではって約束だよね」

　そう言いながらも、その手は慎一の頬や耳元を擽っていて。

（それは、その、別に待たなくてもいいんだけど……）


慎一は赤くなった頬を隠すように俯いた。



「久しぶりに会えて、嬉しくて。慎一が可愛すぎて、ヤバい。抑えが利かなくなりそう。——ちょっと、離れて座る？」

　苦笑して、そう言ったけれど。

「うそ。——おいで」

　思わず彼を見上げた慎一の顏を見て、高嶋はすぐに前言撤回して抱き寄せた。

　自分はきっと、物欲しげな顏をしていたのだろうなと思う。離れるのは、嫌だと思ったから。


彼は慎一を自分の胸に凭れさせるようにして、ふんわりと両腕を回す。



「はー……。どっちにしろ、卒業までは辛いな」

「どっちにしろ？」

「エッチは我慢するとしても、そうしょっちゅうは会えないしね。なかなか休み合わないし、寮は門限あるし。夜ちょっとだけでもって思うけど、遠いからねー、ここ。仕事終わってからだと、門限に間に合わないし」

　ここは田舎だから、高嶋の会社や家からは、かなり遠い。

「愚痴っても、仕方ないけどね。ま、こうやって仕事で来たりもするし、そしたら少しは会えるから、いっか」

「——もう学校には来ないで」

「え？」

　慎一の固い声に、高嶋は思わず身体を離して顔を覗き込む。

「なんで？」

「学祭のイベントが終わったら、もう用はないでしょ？　学院史の仕事は近藤さんの担当だし」

「えー、冷たいなぁ、慎一くん」

　高嶋が、眉を下げて寂しそうな顔をするけれど。

「前科持ちだからね、幸成さんは。……今日だってあんな奴らに囲まれて、鼻の下伸ばしてた」

　慎一は目を伏せて、ぼそりと言った。


見当違いの嫉妬だってわかっている。終わったことを蒸し返して、責めてるみたいだってことも。



「伸ばしてないよ。でも、——そうだね。もう来ないよ。来てもうろうろしないですぐ帰る。学生とは接触しない。それでいい？」

　そう言って、高嶋は俯いた慎一の頭を撫でる。

「うっとおしいよね、僕。心狭いってわかってるけど——。嫌なんだ」

　馨にすら嫉妬してしまうほど、悋気持ちで。すぐに不安になってしまう。慎一はそんな自分を情けないとは思うけれど。

「可愛いよ、慎一は。何を言っても、何してもね。大丈夫。慎一が嫌がることは絶対しないから。いっぱい我儘言って？　——何でも言うこと聞くよ」

　高嶋は、そんな我儘すら嬉しそうに受け止めてくれる。

「僕のこと、甘やかしすぎだよ、幸成さんは。……どんどん嫌な人間になりそう」

「ならないよ。ついでだから、全部言って？ 俺にやって欲しいことと、やって欲しくないこと」

　僕以外見ないで、話しもしないで、笑いかけないで。ずっとそばにいて。——そんなこと言えっこない。だから。

「今度、幸成さんが土日に休みとれたら、会いたい。——外泊許可とるから」

　帰省だといえば簡単に取れるし、いちいち家に確認を取ったりもしない。

「それは——、さすがに……。いや、部屋を別々に取れば、なんとか、うん……」


目を泳がせながら、ぶつぶつ言い出した高嶋に、



「幸成さんとセックスしたい」

　慎一はストレートにそう言った。

　一瞬ポカンとした顔をした高嶋は、次の瞬間、赤くなった顔を両手で覆った。

「慎一……、それ反則だから。——俺の忍耐力を試してるの？」

「違うよ。して欲しいこと言ってって言ったのは、幸成さんじゃないか」

　慎一は目を伏せ、拗ねるようにそう言った。

「でも、……約束しただろ」

「卒業まで。ってやつ？」

「うん」


慎一は、今までは自分のセクシャリティについて、意識したことはなかった。




男子校でアイドル扱いはされていても、それは一過性のもので、表面的なものでしかない。男性に性的興奮を覚えたことはなかったし、自分はノーマルな性的指向だと思っていた。



　だけど、高嶋に対してはまるで違った。彼に触れられたら、下半身が疼いて、反応してしまう。こんなのは、初めてだった。

「我儘言っていいんだよね？　なんでも言うこと聞いてくれるんでしょ？　僕の方が、……卒業まで我慢できない」

　欲情に濡れた瞳のまま、彼の目を見て言った。


そんな子だと思わなかった？　引かれるかな、と不安になった慎一に、彼は、ふ、と笑った。



「もう、撤回できないよ？　——嫌だといっても、止めてあげられない」

　彼は目を細め、欲情した雄の顏で慎一を見る。それだけで、背筋がぞくりと粟立った。そうして、彼の手が慎一のものに伸びてくる。

「やりすぎちゃったかな。感じちゃった？　キツイよね、このままだと」

　耳元で、囁く。舌が、唇が、耳たぶを弄る。湿った音が耳にダイレクトに響いた。舌先で耳殻をなぞられて、そんなことが、こんなに——。

　服の上から彼の手が、包み込むように、慎一自身を撫でる。愛撫とも言えないくらいの、やんわりしたもどかしいくらいの動きなのに、そこは痛いくらいに張り詰めて。

「あ、…はぁ、っ」

　思わず漏れた吐息ともつかない自分の声に、狼狽える。

「やだ、ちがっ、ここじゃ、」

　恥ずかしくて、でも疼いて、顔が上気して涙が滲んでくる。

「や」

　首を振って、彼の手を押さえようとして、逆に腕を取られる。

「は、……たまんない。こんな顔、ぜったい俺以外見せないでね？　——ここ、楽にしてあげる」

　そう言って、そこを撫で上げる。布越しなのに、先の敏感な部分に触れられて身体が跳ねた。

「んっ…！」

「可愛い。安心して、力抜いて？ 気持ちいいことしかしないから」

　耳元で囁きながら、ジーンズのボタンを外して、彼の手が潜りこんでくる。直に触れられて、それだけでイきそうになる。零れ始めていた雫で湿ったそれを、大きな手が柔らかく包んでしごく。

　自分でやったことがないわけじゃない。だけど、今自分を包むこの手は高嶋の手で、彼の声が、息が、耳に掛かって——、自慰なんて比べものにならなかった。

　くちゅくちゅと湿った音がして、痛いくらい硬くなった慎一のものに彼の指が絡みつく。その絶妙な力加減にこのままじゃ下着を汚しそうだと思ったとき、彼は体勢を変え慎一の前に屈み込んだ。下着ごとジーンズを下ろす。

「やだっ、やめて！　幸成さん、も、や！　離して」

　口に含まれて、生温かいぬめった感触に、我慢できなくなる。彼の肩を押し返そうと伸ばした手には、力が入らなくて。こんなところで下半身を晒して、彼に咥えられて、恥ずかしさにおかしくなりそうだった。

「や、お願い、もう、……あっ、出ちゃうから」

　腰を引いて逃げようとする慎一を彼はぐっと引き寄せる。奥まで含まれ、ぎゅっと吸い込まれて。

「っだめ、ん、ああっ！」

　——放った後も、彼はそのまま離さずに、滴まで残さず舐め取った。

　目がちかちかするような絶頂のあと、荒い息をつきながら見下ろした先に、自分を見上げる高嶋の顏がある。その舌がちろりと動いて唇を舐めた。

　エロ過ぎて、見てはいけないモノを見てしまった感が凄い。慎一は真っ赤になった顔を覆って、クッションに突っ伏した。

　高嶋は何処かから取り出したウェットティッシュで、慎一のものを浄め、ジーンズを引き上げて直してやる。


体に力が入らなくて、抵抗する気力も無くされるがままだった慎一は、クッションに埋もれるように小さく丸くなった。高嶋が前に屈んだまま、声をかける。



「慎一くん、怒った？　ごめんね、顏見せて？」

「……怒ってない」

　ただ、恥ずかしいだけだ。

　高嶋はそっと手首を掴んで、慎一を引っ張り起こす。その拍子に顔を隠していた手が外れて、頬擦りされた。

「ふふ、気持ち良かった？」

（——そんなこと訊く？　普通）

「エロじじい」


慎一はへらへら嬉しそうな高嶋の顔を、赤くなった顏で睨み付け、笑ってキスしようとした彼の口を押えた。



「その口で、やめて。……良く飲めるね、あんなの」

　顔を背けた慎一に、

「慎一くんのならね。——あんな味なんだねー、あれって。ま、美味しいもんではないけど、嬉しがって飲む奴の気持ちが今回ちょっとわかった」

　にやっと笑ってそう言うと、テーブルに置いてあったジャスミンティーを口に含む。

（それって、飲ませたことはあっても、飲んだことないってことだよね。そもそも口でやったこととか、あるの？　……上手かったよね。いや、他と比べようはないけどさ）

　つい色々考えてぐるぐるしてしまうけれど、いちいちそんなことにまで嫉妬していたら身が持たない。慎一は考えまいと、彼の首に手を回してキスをする。


もうジャスミンティーの香りしか、しなかった。



　唇を離した慎一は、チラリと彼の下半身に目を遣る。触ってみる勇気はないけれど、明らかに通常モードの質量ではない気がした。

　その視線に気付いた高嶋が、先回りして言う。

「休み、なるべく早く取るよ。続きは、——また今度ね」





　彼はあったかいのもあるよー。とホットのジャスミンティーを入れてくれた。真夜中の水辺は涼しくて、もう秋の気配。

　温かいのを飲みながら、ドライフルーツを摘まむ。鮮やかなエメラルドグリーンはキウイだ。砂糖が塗まぶされていて甘そうだったけど、肉厚で酸味が強くて、意外と美味しい。

　慎一が食べるのをにこにこ眺めながら、高嶋が言う。

「そういえば、慎一くんの取り巻き初めてみた。愛されてるなー、かぐやちゃん」

「いないよ、取り巻きなんて。誰にきいたの？」

　慎一は、幸成さんじゃあるまいし。と、じろりと睨む。それにその呼び名も。

「だって、あの二年生に注意したときもさ、後ろにずらっと並んでたよ？　怖い顏の三年生たち。あの子たちだけじゃなくて、なんか俺まで睨まれてた気がするし。生徒会関係の子たち以外は全部慎一くんが連れてきた子だろ。——樋口くんが、水無瀬に声掛けさせりゃいくらでも集まるから〜。って言ってたし」

「後ろにいたのは茶道部と弓道部の連中だよ。普通に同じ部活の同級生ってだけだし。僕と馨は運動部も文化部も同じだからね、それで、僕に呼んで来いって声掛けてきただけ」

「そうなの？ すごい圧迫感だったし、『姫と護衛』感凄かったけどね。あの子たちもかなりびびってたし」

　びびったふりして、幸成さんに媚び売ってるみたいに見えたけどね！　と、慎一はさっきの彼らの態度を思い出してムカつく。

「姫とかやめて、サードンファン」

　不機嫌な顔になった慎一に、高嶋は苦笑する。

「あー、ごめん。嫌なの？　かぐや姫。可愛いのに。慎一にぴったりだと思うけど」

　高嶋もこの学院出身だから、男子高校生を姫呼びすることに抵抗はないらしい。

「いばら姫も、かぐや姫も、先輩たちが面白がってつけただけだよ。先輩には逆らえないから、しょうがないけど。同級生とか下級生には言われたくないし。もう三年生なんだよ？　僕たち。そういうのって普通、一、二年生まででしょ」

　馨は「いばら姫会」の生徒会長だし、ずっと姫のままなのはわかるけど。

　ため息をついた慎一を、高嶋が後ろからすっぽり抱き込んでくる。横並びで座っていたのに、いつの間にか彼に凭れる格好になっていた。こっちの方が、楽にくっつけるけれど。

「なるほどねぇ、『かぐや姫』ってのは上手いことつけたね。誰にも靡かないで最後は月に帰っちゃう冷たいお姫様だ」

　楽しそうにそう言いながら耳元から頬にキスする。……いちゃいちゃは続行のようだ。

「馨とはずっと仲良しだったから、ついでというか、馨に引き摺られてそういう扱いだっただけだと思うよ。でも、——僕は姫より騎士ナイトの方が良かったな」

　慎一は、守られるより守りたいと思う方だった。お姫様扱いをしてくるなら、それを上手く利用はするけど。

「騎士なら、もういるだろ？　強力な奴が。——ふざけて手を取ったらさ、睨み殺されそうになったよ。はは、普段はアンドロイド並みに無表情なのに、馨くんが絡むと地が出ちゃってさ。面白いよな、あいつ」

　高嶋はいたずらっこのような顏で、思い出し笑いをした。彼は、馨に構いたいんじゃなくて御堂をからかって遊んでいただけらしい。


あの『御堂』相手に、大物だなぁ。と感心する。わかってないだけかもしれないけど。そういえば、身内とはいえあの渕上さんにあんな顔させる人だし。なんだか不思議な人だな。と思う。




そうしてふと慎一は、この人こんなだから忘れがちだけど、生徒会長だったんだよね。と思い出した。




『ステファノ学院の生徒会長』というのは、ある種の階層の人間にとっては結構なステイタスとなる。馨の義父も、木崎の祖父もそうだった。



　ステファノの同窓会の中でも、生徒会役員のみで構成される『清輝会』というのがあって、その中でも、会長職の繋がりはさらに密で、そこでは経団連や永田町なんかよりよっぽど有益な情報が得られる。らしい。

「慎一くんって、生徒会の連中と仲良いし、こっちもつい同じように接しちゃうんだけど、充希が不思議がってたよ。頭も良いし人望もあるのに、なんで水無瀬くんは役員やらなかったんだろうって」

「向いてないし、面倒だから。てか、選ばれてないから？」

「ふうん？　そうなんだ」

　すげない返事をした慎一を、高嶋は覗き込むように見て微笑む。信じてない感じだけれど、それ以上は聞いてこない。

　プライベートの時間を削ってまで、嬉々として学院史作りのお手伝いをしている自分がそんなこと言っても、信憑性はないな。とは思うけれど。

「幸成さんって、仕事上顏広いみたいだけど、ステファノ関係の仕事もしてるし、やっぱり生徒会の人脈って、役に立ってる？　清輝会とか、そういう繋がりってやっぱり強いの？」

　おや、と言う顏で慎一を見下ろす高嶋。

「あー、清輝会ね。あんまり顔出してないなぁ。なんか、選ばれし者感強くて苦手なんだよね。俺って落ちこぼれ会長だったからさ、弱小ベンチャー企業の経営者が、大企業のＣＥＯや役員、大株主レベルの集まりに混ざってもなぁ。まぁ、義理もあるから、充希たちとたまに参加することもあるけど、なんか人種からして違う気がする」

　確かに。高嶋のような人間は、絶対浮くだろうな。と、思わずくすりと笑った慎一に、彼は軽いキスを落とす。

「まぁ、ステファノの人脈が大きいのは確かだけど。そりゃ中学から大学まで合わせれば、十年だからね。会社起こした時点では、周りにはステファノ関係の人間しかいなかったし。——でも、仕事始めて、大学卒業して、世界ってすごく広がったよ。人って、普通に生きてるだけでも、いろいろな場所でいろいろな人間に出会えるけど、こういう仕事してると、その機会はもっと増える。——こうして慎一にも出会えたしね」

　そう言って、ぎゅっとされた。

　彼の世界は広くて、自由で。有り余る財力や権力とは無縁な代わりに、柵しがらみもない。そういう高嶋の生き方を、慎一は好ましいと思う。

「ねぇ、幸成さん」

「ん？」

　彼の身体は温かくて、くっついていると安心する。大きな手はどこかしらに触れていて、撫でられて、眠くなってくる。ちょっと舌足らずな甘えた声になってしまった。

「ふふ、眠くなってきた？——もう部屋に帰る？」

「やだ。朝まで一緒にいてくれるんでしょ？」

　慎一は振り向いて、高嶋に抱きついた。

　いくら自由な後夜祭でも、部外者を寄宿舎の部屋に入れることはできない。エントランスには監視カメラもあるし。

「いるよ。——今夜は、こうして腕の中に抱いていないと心配だからね」

「心配？」

「後夜祭って、丑三つ時（午前二時）過ぎたあたりから、夜這い祭になってくるからな……」

「何それ。初めて聞くけど」

「あれ、知らなかった？ まぁ、基本ステファノの生徒は紳士だから、夜這いっていっても無理やりとかじゃないよ？ 後夜祭限定だし。深夜二時以降に意中の相手の部屋を訪れて、ノックは四回。名前を告げて、相手が開けてくれたらＯＫ。ってこと。昔からの伝統だよ」

　夜這い云々は初耳だけれど。そういえば去年も一昨年も、なんか先輩たちから、朝まで誰かと一緒にいるか、部屋に帰るなら鍵かけて絶対に朝までドアを開けるなって、しつこく言われてたっけ。と、思い出す。

「丑三つ時のノック四回は怪談だと思ってた。『開けたら呪われるから耳塞いで絶対出るな』って、聞いてたから。——そもそも、後夜祭は毎年、馨たちと誰かしらの部屋で朝までしゃべってたし」

「はは、それは厳重に守られてたね。やっぱ恨まれそうだな〜、護衛たちに」

　必要な情報は全部握ってるつもりだったのに、そういうことは誰も教えてくれなかった。慎一は、それがちょっと悔しい。地味に目立たずひっそりと、一般人として学校生活を送りたい。なんて言いながらも、やっぱり知り得る事は全て知っておきたかった。長谷川のことをどうこう言えないなと思う。

「——人が生きていく上で絶対に必要なものを一つだけ挙げるとしたら、何だと思う？」

　慎一はさっき訊こうと思ってたことを、口にした。

「なに？ 心理テストか何か？」

　ふふっと笑った高島に、子供扱いしてるな。と、慎一はちょっとムっとしたけれど。

「うーん。普通に、水とか空気？」

　小学生だった自分と同じ答えに、思わず笑ってしまった。

「えー、違うの？」

「違わないよ。僕と同じ答えだなと思って」

　なんとなく嬉しくなって、慎一は彼の胸に頬を擦り付ける。


おじい様や、御堂や、渕上さんや、そういう人種と、彼は違う。きっと自分とも。



「そうなんだ。でも、……『人』じゃなくて、『俺』なら、答えは変わってくるかな」


どう変わるんだろう？　と、思わず顔を上げた慎一に、



「慎一、だよ」

　蕩けるような笑顔で、微笑む。


慎一は、一瞬意味がわからなくてポカンとしてしまったけれど、わかった瞬間、顔から火が出そうになった。




高嶋は、絶句して真っ赤になった慎一を抱きしめ、すりすりする。



「可愛いなー。ほんと、慎一がいなかったら、もう生きていけないかも」

「ほんとやめて、何なん、このくそドンファン！　たらし！」

「ははっ、慎一って、意外と口悪いよね。可愛い」

「ばか！ 変態！」

「うんうん。可愛い」

　怒っても、無駄に悦ばせるだけだった。相変わらず何を言っても何をしても、可愛いしか言わないし。

　そんなベタベタに甘やかして、いなくなったら生きていけなくなるのはこっちの方だ。と、泣きたくなる。

「いつまでも、可愛いお姫さまじゃないよ。僕は。卒業して、大人になって、おっさんになって、いつか偏屈なじじいになるからね？」

「そうだね。偏屈で可愛いおじいちゃんになるな。……俺の目標は、元気で長生きすることだよ」

　高嶋は少し眉毛の下がった悲しそうな顔で、ぐりぐり頭を撫でてくる。確かに、十三歳の歳の差は大きいけれど。そんな先のことで悲しくなってる高嶋が可愛くて、切なくなる。

　卒業まで、もうあと半年もない。

　それまで待ってくれると言った彼の言葉を、信じたくて、信じられなくて、その日が来るのが怖かった。


だけど今は——。



「卒業したら、いっぱい会えるね。……もっといっぱい、一緒にいられるかな」

　思わずそんな言葉を零してしまった慎一に、

「ほんと、可愛い。おかしくなりそう」

　高嶋は溜め息をついて、痛いくらい慎一を抱きしめた。

「苦しいよ」

　彼の力いっぱいの抱擁は本気で苦しかったけれど、高嶋は、ごめんね。と言いながらも、なかなか離してくれない。

　苦しいけれど幸せな抱擁に包まれたまま、慎一は、夜空に浮かび上がる淡い蘭灯の灯りに目を向けた。


水の上で揺れているその光の列は、連なった灯りのそのずっと向こう、見えない未来まで続いているような、そんな錯覚に陥る。



　ようやく腕を緩めてくれた高嶋の手が、愛しげにそっと頬に触れた。慎一が、その手を掴むと、優しく握り返してくれる。

　見つめ合っているうちに、何だか照れくさくなって、笑ってしまった。


蘭灯に照らされた二人きりの異国の箱庭で、どちらからとなく口づける。




二人きりの、夢のようなこの時間を、きっと一生忘れない。










　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蘭灯　＊　ｆｉｎ



やきもち焼きの恋人










『今週末、休みが取れたよ』

　慎一は、スマホの画面に浮かぶメッセージを見て固まった。


学院祭以降、高嶋が頑張ってスケジュール調整をしているのは知っていたが、一日だけならともかく、土日連休なんてこんなに早く取れるとは思っていなかった。



　嬉しいけど複雑というか、いや嬉しく無い訳ではないけど——。

「慎一？」

　今日は運動部の活動日。


弓道部の練習が終わり、慎一は部室のロッカールームで着替えようとしていたところだった。同じく着替え中の馨が、スマホを手に固まった慎一を振り返る。



「あ、うん。早く着替えないとね」

　慎一は慌ててスマホを鞄に放り込み、着替え始める。

　外泊は、舎監室に外泊先と理由を書いて外泊届を提出するだけ。土日に帰省する生徒は多いし、許可は簡単に下りるけど。

（どうしよう……）

　土日に休みを取って欲しいと言ったのは慎一の方で、そういうつもりで会いたいと言った。だけどいざ具体的な日にちが決まると、落ち着かないというか、覚悟が揺らぐ。


今週末ということは、明後日だ。



　来週にはもう体育祭だけど土日に練習がある訳じゃないし、学院史作りも資料集めの段階は、ほぼ終わっている。あとは今後の行事の撮影と取材くらいで、今週末は特に予定も無い。

「あ、そうだ慎一、今週末って何か予定あるの？」

　薫がシャツのボタンを留めながら聞いてきた。

「え、あ、いや、何で？」

　タイミング！　え？　画面見えてたわけじゃないよね!?　と慎一は焦る。

「久々に下界に買い物に行こうかって、類たちと話してたんだ。暇だったら慎一も一緒にどうかなと思って」

「えーと、あ、そうそう、ごめん、帰省するんだった」

「京都まで？」

「いや、そっちじゃ無くて」

「こっちのおじい様のとこ？」

「あ、うん、そう。なんか用事があるみたいで。先週帰ったとこなんだけどね」

　そう、おじい様の家には先週行ったばかりだ。不自然かなと思いつつもそう言った慎一に、

「そっか、じゃあ、しょうがないね。偉いよね〜慎一、おじいちゃん孝行だなぁ」

　馨が天使の微笑みで、感心したように言った。

（神様、馨様ごめんなさい）


罪悪感に打ちひしがれながらも、慎一は、とっさのことに挙動不審になってしまった自分を反省する。これが木崎あたりだったら絶対バレていたと思う。






　部屋へ戻って一人になった慎一は、高嶋からのメッセージを前に考え込む。

（なんて返せばいいわけ？ これ）

　ベッドに倒れ込んで頭を抱える。

　もう気のないフリなんてしなくて良いから、最近はメッセージが来たらすぐに見て、すぐに返すようにしていたけれど。

（じゃあ、泊まりに行くね。と返すべき？ ——いやいやいや、それはなんか前のめりな気がする）

　慎一はうんうん唸って悩んだ揚げ句に、承知。という超可愛くないおっさんスタンプを送った。





　いよいよ、今日は土曜日の朝で。

　慎一は馨たちと顔を合わせたくなくて、いつもより早い時間に朝食をとって、出かける準備をする。

　いつ迎えに行こうかと聞かれ、彼らが出かける時間と被りたくなくて、朝イチか、お昼前って答えたら、秒で朝イチって返ってきた。朝八時に迎えに来るなんて、幸成さんいったい何時起きなんだろ？　と呆れつつも、嬉しかった。

　二日間一緒に居られるんだから、朝そんなに早く来てもらわなくても時間はいっぱいあるのに、それでも少しでも早く会いたいと思う。

　自分と同じように、高嶋もそう思っていてくれているのだろうかと嬉しくて、勝手に頰が緩んでしまう。

　必要なものは用意してるから何も持って来なくてもいいと言われたけど、一応着替えを入れたバックパックを背負って、慎一は寮を出る。


校門を出て、バス停とは反対側の山側に上がっていくと、いつものところに高嶋の車が停まっていた。



「おはよう、慎一。急にごめんね。外泊届は間に合った？」


車に凭れるように立っていた高嶋は、すぐに助手席のドアを開けて迎えてくれる。



「おはよ。大丈夫、間に合ったよ」

　外泊届の提出期限は三日前だけれど、一応前日までなら受け付けてくれる。

「幸成さんこそ、仕事忙しいのに。よくこんなに急に休みが取れたね」

「だからこそだよ。今月は規定の休日日数を消化できてなかったからね。この月末の週末で休まないともう消化できないし。一応ホワイト企業だから、うちは。社長だけが一人ブラック状態はいい加減改善したい」


高嶋は車を走らせながら、そう苦笑した。



「で、何処か行きたいところある？ 時間もいっぱいあるし。少しくらいなら遠出も出来るよ。——せっかくだから、どっか近場でも温泉とか旅行に連れて行ってあげられたら良かったんだけど。休みが取れたの、直前だったから……。ごめんね」


今は秋の行楽シーズンで、直前になっての週末の宿の予約は難しいだろう。



　別に、何処かへ遊びに連れて行って欲しかったわけじゃない。幸成さんと一緒に居られれば、どこでもいいのに。と慎一は思う。


慎一は、助手席の窓から視線を外に向けて、



「——幸成さんの、家がいいな」

　ぽつりと言った。

「え？」


動揺した高嶋が、思わず慎一の方を振り向いた。すぐに向き直ったけど、反動で一瞬車がブレる。




高嶋は一人暮らしだと聞いていた。慎一は今日、高嶋のマンションにお泊まりのつもりで来ていたのだけれど。



「ダメ、なの？」


違ったのかな、と慎一は不安になって思わず下を向く。



「いや、——全っ然ダメじゃないけど、ごめん、そのセリフは想定外過ぎて、ちょっとヤバい」

　高嶋は落ち着こうと、一つ大きな息をついた。


もちろん彼の方も、今夜はデートの流れ次第でホテルに泊まるなり、自宅マンションに連れて帰るなりするつもりだったけれど、朝からいきなり連れ込む予定ではなかった。



「まだ朝早いけど、いきなり家でいいの？ 俺としては、嬉しいけど……。一日中いちゃいちゃパターンになるよ？」

　高嶋は前を向いたままチラリと慎一を見て、唇の端を上げた。ちょっと悪い顔で。

「え？ 違っ、そうじゃなくて、」

　慎一は真っ赤になって、首を振る。

「ただ、幸成さんの部屋に行ってみたいなって思っただけで、その、二人で居られればそれで良くて、だから別に場所はどこでも良くて……って、じゃなくて！」

（言い訳しようとすればする程、墓穴掘ってるんですけど！）


恥ずかしすぎて、慎一は両手で顔を覆い突っ伏した。



　カーブの続く山道の途中、なぜか高嶋は停車出来るように広くなっている路肩に車を停めた。

「慎一くーん、顔見せて？」

　高嶋はシートベルトを外して、顔を覆ったたままの慎一の顔を覗きこもうとする。窓の方へ顔を背けて逃げようとするのを捕まえ、手を外して顔を上げさせた。

　赤く上気した頰、恥ずかしくて目が上げられない慎一の睫毛が、潤んだ目元に影を落とす。

「やっ、こんなとこで」

　唇を寄せてくる高嶋を、肩に手を置いて押し戻そうとしたが、その手を掴んだ彼はそのまま慎一をシートへ押し付けた。

「ごめん無理。ちょっと我慢出来ない。——煽ったのは、慎一だからね」

　唇が触れ合う距離でそう囁いて、そのまま口付けられた。

「んっ、……ふ」

　かなりディープに散々貪られてから、ちゅぷっと音を立てて唇が離れる。押し付けられた手に絡んでいた指が、解かれた。

　慎一は、ぼうっと惚けたまま、離れた唇を目で追う。

「可愛いすぎ。……はぁ、家遠すぎて辛い」

　高嶋は、ちゅっと頬にキスしてから離れると、再び車を走らせた。






　このまま家に連れて帰ったらもう外出られなくなりそうだから。と、高嶋は取り敢えず駐車場のあるカフェに寄った。レンタルショップと本屋に、有名なカフェチェーンが併設されているところだ。



（そうだね、お茶でもして少し落ち着こう。うん。まだ、朝だよ……）

　カフェミストのカップを両手で包んで、慎一はため息を紛らせるように息を吹きかけた。


慎一のトレイには、温かいバターミルクビスケットも載っている。ホイップクリームをトッピングして貰って、更にハチミツをかけて食べる慎一を相変わらず嬉しそうに見ている高嶋。



「ここ会員カード持ってるから、食べ終わったらなんかＤＶＤ借りてく？　本屋もあるし」

　ビスケットを頬張ったばかりの慎一は、もぐもぐしながら頷く。慎一はレンタルＤＶＤショップ自体、来たことが無かった。

　最近はネット配信もできるから、ショプに来たのは久しぶりだと高嶋が言う。確かに、慎一も映画や海外ドラマなんかはダウンロードしてＰＣで見る事が多い。

　でもこうやって、ずらっと並んだタイトルを見ながら、二人で何を見ようかとあれこれ話しながら選ぶのは楽しかった。これ昔見たことある、面白かったよ。とか、僕も見たとか、この監督の他の作品が、とか、この俳優さん好き、とか。そういう他愛のない会話で、お互いの好みとか感性とかが分かって楽しい。

　そうして、映画を三本選んで借りた。

　本屋も寄って、お互い適当に店内を物色しながら、時々相手の位置を確認して、どんな本に興味あるのかなと、さりげなく横目でチェックして。

　デートだ。と構えて特別な場所に出かけなくても、こういうの、何だかいいな。と思う。

　そのまま二人は、同じ建物の上階にある大型の雑貨店も覗いてみた。インテリア雑貨や小物、食器類などの日用雑貨がお洒落にディスプレイされていて、見ているだけで楽しい。

　ウィンドウショッピング感覚で見るだけのつもりだったのに、高嶋は慎一が気に入ったお箸やマグカップなんかの細々したものを、カゴに入れていく。

「え、買うの？」

「俺の家に、慎一用にいろいろ揃えといた方が、便利だろ？　歯ブラシとかパジャマとか、そういうのはもう用意しといたけど。他にも色々ね」

　そういうのって、初めてお邪魔するときに、揃えるものなのだろうか。何度も行くうちに、いつの間にか増えていくと言うか、気がつけばそこに。的なものだと思っていた。

「いきなりそんないっぺんに準備しなくても……」

「まぁ、いっぺんには無理だから、取り敢えず思いついたものだけでもね。いつ来ても、慎一が居心地良い家にしときたいからさ」

　そう言いながら高嶋は、慎一の頭をぐりぐり撫でてくる。


無駄に好感度高すぎてトキメいちゃうのでやめて欲しい。慎一は気恥ずかしくなって、他の商品を見る振りをしながら高嶋から離れた。



　グラス類を置いてあるエリアは、ライティングのせいか全体的にキラキラしている。

　慎一は一組のワイングラスに目を惹かれた。一見シンプルだけど、足もカップ部分も良く見ると繊細なカッティングが施されている。

　綺麗だな、と持ち上げて明りに透かしてみていると。

「へえ。綺麗だね。買おうか」

　いつの間にか、高嶋がそばに来ていた。

「まだ、お酒飲めないし……。てか、ワイングラスとかもうあるでしょ？」

「あるけど、こういうんじゃないしね。二十歳になるまでは、シャンメリーでも入れてあげるよ。うん、クリスマス用にいいかも」

（こんな高級そうなグラスに、お子様シャンパンもどき？　まぁ、シャンメリーは好きだけど）

　和菓子屋の息子だけれど、子供の頃、クリスマスにはいつもおばあちゃんが苺の乗ったホールケーキとシャンメリーを用意してくれていた。

　慎一は、今年のクリスマスは高嶋と一緒に過ごせるといいな。と思いながら答える。

「マスカット味がいい」

「はは、了解」

　高嶋は店員を呼んで、そのワイングラスを買った。





　そうこうしているうちに気が付けばもうお昼で、二人は軽くランチを済ませデパ地下に寄った。

「夕食は、ここでいろいろ買い込んでお家ディナーにしよっか。お家デートって流行ってるらしいけど、エロい流行りだよな」

　にやにやと嬉しそうな高嶋。

　エロいのは幸成さんの頭の中だから。その流行りって倹約術の一つだから。別にエロ目的じゃないよ？　多分。と、慎一はちょっと呆れた目で高嶋を見る。

　夕食分と、明日の朝食分、他にもいろいろ食べ物や飲み物を買い込んで、高嶋のマンションに向かう。

　マンションの地下駐車場に車を置いて、地下から最上階の高嶋の部屋までエレベータで直接上がる。最上階と言っても、ここは住宅街にある低層マンションで五階までしかない。

「広い、ね」

　部屋の前の共用部分からして幅が広くてゆったりしていたけど、ドアを開けるとマンションとは思えない広い玄関。自転車とかも置けそうだ。廊下の両サイドにも部屋がある。

　突き当りの広い部屋は、キッチンと繋がったリビングダイニングで、その一角に小上がりになった小さな部屋がある。引き戸で仕切られてはいるけれど、全部開け放てば一続きになる造り。

「ああ、家族向けのマンションだからね。古いから、割と細かく部屋が仕切られてる昔の造りだけど。もともとは伯父夫婦が住んでたんだ」

　高嶋は食料品の袋をダイニングテーブルに置いた。

　一人暮らしだから物は少なくて、シンプルな部屋。散らかってはいないけど、ほどほど生活感もある。

「定年退職した後、地方に家を買って移住したんだ。今は二人で田舎暮らしを楽しんでるよ。伯父夫婦には子どもがいないし、その時部屋を譲ってもらった。立地も良いし、会社にも近くて便利なんだよ。大きな家具とかは置いて行ったから、そのまま使わせて貰ってる」

　なるほど、物が少ない割に生活感があるのはそれでか。と思う。言われてみれば、置いてある家具は質もセンスも良いけど、落ち着いたご夫婦が選びそうな感じのものだ。

「ふふ、なんだか落ち着くね。『おうち』って感じで」


高嶋は、いわゆる『青年実業家』といわれる人種で、お洒落な独身貴族らしく、タワマンとかの高級マンションに住んでいそうなイメージだ。




ここに来るまでは慎一も、なんとなくそういう部屋を想像して、少し緊張していた。



　でも実際は、車も可愛いし、服装がお洒落なのは、単に篠原くんのおかげの様な気がするし、家もこんな落ち着いた感じで。


彼の中身は、見た目とかなりのギャップがある。変に気合も入っていないし、カッコよく見せようっていう見栄もなくて、実はすごく自然体な人なんだよね。と思う。だから、この人といると居心地がいいのだ。



「気に入ってくれた？」

「うん。すごく」

「良かった」

　そう笑って、高嶋は慎一の腰を引き寄せた。

　気がつくと、ダイニングテーブルの横で高嶋と抱き合う恰好になっている。窓が大きくて日当たりが良いこの部屋は、とても明るくて。慎一はなんだか恥ずかしくなって、俯いた。

　高嶋はそんな慎一の顎に、ごく自然な仕草で指をかけ、口づける。

　こういう一連の流れの、高嶋の淀みなさというか慣れた感じに、慎一はなんだか悔しくなる。緊張して、どきどきして、ぎごちないのは自分だけで。

「好きだよ、慎一」

　深くなったキスの途中で、囁く。胸が熱くなって、下半身が反応しそうになる。キスひとつで。

　慎一は流されまいと、ぐい、と高嶋の胸を押して離れた。

「あの、あ、そうだ！　この部屋開けてみていい？」

「……どうぞ」

　不自然なテンションで、上ずった声をあげた慎一に、高嶋は笑いを噛み殺す。

　小上がりの続き部屋は、普通なら和室だ。小学校の時の友達のマンションがそんな造りだった。


そう思いながら慎一が引き戸を開けると、——ベッドがあった。




思わず思い切り閉めたくなったけど、それをするとめちゃくちゃ意識しているように見えそうで、思いとどまる。実際に意識しまくってはいるのだけれど。



「玄関側にも個室はいくつかあるんだけどね、一人だし、こっちの方が楽だからワンルーム感覚で使ってる。個室はほぼ物置だな、今は」

　普段は引き戸を全部開け放して使っているんだろう。畳敷きの部屋の真ん中には、広々としたシンプルなローベッド。その部屋にもちゃんと窓があって、カーテン越しの光が入る明るいベッドルームは、ヤラシイ感じは全然しないけど。

「あ、念のため言っておくけど、ベッドがデカいのは俺の身体に合わせただけだよ。会社の連中や、友だちを雑魚寝状態で泊めたことはあるけど、この部屋でセックスしたことは無」

「聞いてないし！」

　被せるように声を上げた慎一は、ベッドルームから離れ、リビングの掃出し窓に近づいた。動揺している自分を落ち着かせるため、外の景色を見ようとレースのカーテンを開ける。

「え……、これって」

　外の景色より先に目に入るのは、ベランダ、じゃなくて庭？

　びっくりしている慎一の後ろから、高嶋が掃出し窓を開ける。

「そうそう、ここを気に入った一番の理由が、このテラスなんだよね」

　高嶋は先にテラスに出て慎一の手を引いた。置いてあった履物を履いて、引かれるままに外に出る。

　十畳ほどの面積のある、レトロなガーデンタイル張りの広いテラス。パーゴラまである。蔓を這わせたパーゴラの下には、テーブルと椅子も。壁際には大きく枝を広げた植物の鉢がいくつもあって、緑がいっぱい。どう見ても庭だった。

「伯母がさ、ガーデニング好きでね。伯父の仕事の都合でここに住んでたんだけど、ホントはずっと田舎に、広い庭のある一戸建てに住みたかった人だから。二人が住んでる時は部屋の中にも緑が溢れてたよ。そういうのは全部持ってったけど、今ここにあるのはデカいし、運び出すのも持って行くのも大変だから。って置いていったんだ。放ったらかしでもＯＫの丈夫な鉢植えばかりだし、けっこう維持できてるかな」

　端っこの手摺まで行って、ようやく下界が見える。住宅街だからか周りに高い建物もなくて、空が開けていた。

　今日はお天気で、風は少しあるけれど、頬を撫でるその風が心地良い。こんな都会の真ん中で、この環境はすごく贅沢だな。と思う。まるで空中庭園だ。

　慎一は、すぐ隣で手摺に凭れて立つ高嶋を見上げる。視線に気付いた高嶋が、ん？と言う顏で微笑んだ。

　整った顏、というのとは少し違うな。と思う。

　眉はしっかりしてて凛々しい。目尻は少し下がってて、鼻筋はすっきりと通っているけれど、口は大き目で、がっしりした顎。彫は深い方だから、多分横顔の方がイケメン。

　背が高くて、肩幅も広くて、骨太でがっしりしてるから、すらっとしたモデル体型とは違う。手足も大きいし。

　でも、すごくかっこいい。雰囲気が、なのだろうか。ふとした仕草や動き、表情や、声。そうしたものにいちいち目を奪われて、惹きつけられる。

　綺麗な顏や身体でモテているのなら、歳をとって崩れてきたら落ち着くのだろうけど。

　多分、高嶋は年とかそういうのに関係なく、ずっとモテ続けるタイプだろうな。と思う。人を惹きつける雰囲気や色気は、きっと年齢を重ねるにつれ増してゆく。

「そうやって真っ直ぐ見つめられるとね、可愛すぎて抑えが利かなくなりそうなんだけど。——自覚ある？」

　くすりと笑い混じりに、見つめ返された。

　自覚がないのは高嶋の方だと、思う。

　ランチのとき、隣のテーブルの女子グループは、高嶋をみて小声できゃあきゃあ盛り上がっていたし、デパ地下のスイーツショップの年嵩の店員でさえ、商品を渡すときに少し触れた指と『ありがとう』に、ぽうっとなってた。

　高嶋は、そういうのに気付かないのか、当たり前過ぎて麻痺してるのか、いつも普通にスルーしている。そばにいる慎一の方が、それにいちいち反応してムっとしてしまっていた。


自分の彼氏・彼女が魅力的でモテるのを、自慢に思うタイプと、面白くないと思うタイプがいるらしいけれど、自分は完全に後者だと、しみじみ思う。



　他の誰にも見せたくないし、見て欲しくない。

　そんなことを考えながら、じっと見つめてしまっていた慎一に、高嶋がキスをした。

「俺にだけならいいけど、他の男をそんな風に見つめちゃだめだよ？」

「そんな風？」


首を傾げた慎一には答えず、高嶋は慎一の頭に手を置いた。



「映画、見る？」

「うん」

　大人しく頷いた慎一の手を引いて、高嶋は部屋に戻った。





　居間のテレビは大型の壁付けタイプで、映画を見るのには十分な大きさだった。

　映画館気分を出そうと、カーテンを引いて部屋を暗くして飲物を用意してから、並んでソファに座る。慎一の前に買ってきたコーラを置いて、高嶋は冷蔵庫から缶ビールを取ってきた。

「ポップコーンとか、お菓子なくて良かったの？」


高嶋は、そう言いながらロング缶のプルトップを開ける。



「食べながらって集中出来ないから。飲物だけでいい」


画面には、まだＣＭ動画が流れていた。



「家なら昼間から飲めるのがいいよね」

　缶から直接飲みながら、高嶋は楽しそうにいう。

「お酒、好き？」

「ほどほどにね。——飲んだことある？」

　首を振った慎一に、

「二十歳になったら、飲みに行こうな」

　そう言って腰を引き寄せ、ビールを持ったまま頬に軽いキスを落とした。

　映画が始まっても、高嶋は慎一の髪や頬に手を滑らせたり、時々キスをしたり。その手と唇に翻弄されないように、慎一は映画に集中しようとするけれど。

「もう！ 幸成さん、画面見にくいから！」

　こんなにベタベタしながらじゃ、映画の内容が全く頭に入ってこない。慎一は高嶋の身体を押し退けた。

「えー、冷たいなぁ、慎一くん」

　高嶋は笑いながら、慎一の膝の上にぽすんと頭を載せた。

「これなら、邪魔にならないだろ？　俺も楽ちんだし」

　いたずらっ子みたいな笑顔で見上げ、慎一の膝枕で映画を見始める。

　邪魔にはならないけれど——。これじゃ、余計に集中出来ない。


慎一は溜息を押し殺して、身体を固くしたまま画面の字幕を追った。






　そんな状態でも、高嶋オススメのアクション映画は面白かった。

　細かいことは気にすんな！系の荒唐無稽なタイプ。いつの間にか、入り込んで夢中で見ていた。これはシリーズの四作目だったかな。こういうの好きなんだ。と慎一はちょっと可笑しくなる。

　けれど、思わずびくっとなってしまうような派手なアクションシーンでも、大人しく寝っころがったままの高嶋。

　慎一が、顔を覗きこもうとしたとき、んー……、と高嶋が仰向けになった。

（え？　寝ちゃった？）


　慎一が固まったままでいると、高嶋の呼吸が規則正しい寝息に変わる。少し開いた唇。




こんなにうるさい映画で寝れちゃうんだ。くすりと笑いが漏れた。




慎一は指先でそっと高嶋の髪を梳く。少し癖のある硬そうな髪は、触れてみたら意外と柔らかかった。



（そうだよね。せっかくの休みなのに、朝早くから学院まで迎えに来てくれて、——疲れてるに決まってる）

　寝入っている高嶋をそのままそっとしておいて、慎一は大人しく映画を見ることにした。

　コーラに手を伸ばそうとして、微妙に届かない位置に置いてしまったことに気付く。前に身を乗り出すと高嶋を起こしてしまいそうだし——。

　慎一はそのまま、手前にあった缶ビールを掴んだ。いいよね？　少しくらい。家だし。

　そう心の中で言い訳しながら、ビールに口をつける。

「……苦」

　舐めるように少しだけ含んで、慎一は顔を顰めた。それでももう一度、今度はごくごくとちゃんと飲んでみる。すると、強い炭酸が喉に気持ち良くて、これはこれで美味しいのかな？　と思えた。


後味はやっぱり少し苦いけど、何か食べながらだったら気にならないかも知れない。高嶋はビールだけでも美味しそうに飲んでいたけれど。



　映画を見ながらなんとなくビールを飲み続けていると、なんだか顏が熱くなってきて、身体がふわんとしてきた。酔っぱらったのかな。と思う。

　これ以上はヤバいかも。と慎一は缶ビールを置く。もうほとんど無いけれど。

（なんだかふわふわして、気持ちいいな）

　背凭れに身体を預けてぼんやりと画面を眺めていたはずが、気が付くといつの間にかエンドロールが流れている。どうやら自分も眠ってしまっていたみたいだ。

　慎一は背凭れから身を起こす。

　膝の上の高嶋は、まだ気持ち良さそうに眠っていた。目を閉じていると若く見えるな。と思いながら、薄く開いた唇をそっと指でなぞる。

（キスしたら——、起きちゃうかな）

　そう思いながらも、慎一はそっと、軽く触れるだけのつもりで唇をつける。頬がまだ熱くて、この衝動はきっと酔っぱらっているせいだと、自分に言い訳をした。

　不意に、ぐいと高嶋の顏に強く押し付けられ、触れているだけだった唇が深く合わさった。いつの間にか高嶋の手が慎一の項を掴んでいた。

「んっ！　……ちょっ、——んん」

　慌てて離れようとする慎一の頭を、高嶋は両手で掴んで離さない。完全に抵抗を抑え込まれ、慎一の力が抜けるまでいいように貪られる。気が付くと、口づけたまま起き上がっていた高嶋に、背凭れに押し付けられていた。

　力無く、高嶋のシャツを掴むことしか出来なくなった慎一から、彼はようやく唇を離す。

「は……、もう！　幸成さん。起きてたの？」

　熱い頬のまま、慎一は潤んだ目で睨むように高嶋を見上げた。

「起きるだろ？　慎一からチュウとかしてくれちゃったらね」

　高嶋が嬉しそうに言う。目を逸らせて俯いた慎一にもう一度口づけると、抱き上げて膝の上に載せた。

「あれ、もう終わっちゃった？　ごめんね。ほったらかして寝ちゃって」

　画面に目を遣って、高嶋がしまったという顏をする。

「いいよ。僕も寝ちゃってたし」

　そう言って、高嶋の胸に顔を埋める。子どもみたいに抱っこされて恥ずかしいけど、くっつけるのは嬉しい。ずっとこうしてたいな。とまだ熱い頬を押し付ける。

「ふふ、どうしたの？　まだ眠い？　超絶可愛いんだけど」

　言いながら慎一の頭を撫で、高嶋はもう温くなっている缶ビールに手を伸ばす。

「ん？　——もしかして、これ飲んだ？　慎一。え、酔っぱらってる？」

　軽くなっていた缶を揺らし、高嶋は焦ったようにそう言って、慎一の顔を上げさせる。

「大丈夫だよ。酔ってない。ちょっと苦かったけど、美味しかったよ」

　ふふっと笑って言った慎一の顔を、高嶋は両手で包んで覗き込む。

「酔っぱらってるね。気持ち悪くはなさそうだけど、顔が赤い」

「幸成さんの手、冷たくて気持ちいい」

　包んでくる大きな高嶋の手に、慎一が頬擦りする。


潤んだ目の縁ふちは少し赤くなっていて、見上げる瞳の焦点はどこかぼやけている。とろりとした微笑みを浮かべた慎一の、柔らかく熱を持った頬が高嶋の手のひらを撫でる。



「っ……！　もう、それは君の頬が熱いからでしょ。ったく、悪い子だね。ビール一本でそんな色っぽくなっちゃって——、二十歳過ぎても、飲酒禁止だな。俺以外とは」

「えー、何それ、横暴。やだよ。飲みたい」

「ダメだよ。却下」

　高嶋はふわふわと笑いながら言った慎一をソファに押し倒すと、口付けながら薄手のカットソーの下に手を入れてくる。

「ん……、や」

　慎一は高嶋の手を押し戻そうとするけれど、彼は構わずシャツを捲り上げ、直接肌をまさぐった。口づけていた唇が離れ、首筋を降りてゆく。

「待って、その、トイレ！」

　叫んだ慎一。ビールを飲み過ぎたみたいだ。

　一瞬の間のあと、高嶋がため息をついて身体を起こす。

「……しょうがないな。俺も行きたいから、順番な。一緒にいく？」

「いい！　一人で行く」

　慌てて立ち上がった慎一は、高嶋に示されたドアに飛び込んだ。

　トイレに行きたかったのは本当だけど、このまま戻ったら、続きをするのかな。そう思うと、用を足してもすぐに出られなかった。


——『準備』ってどうするんだっけ？　慎一はぼんやりとそう思うけれど、やっぱり酔っているのか、それ以上頭が回らない。



「慎一くーん。大丈夫？　気持ち悪いの？」

「だ、大丈夫！」

　慌ててドアを開けると、トイレの前で高嶋がくすくす笑っていた。軽く睨んでから、すれ違って、リビングに戻る。

　カーテンを開けると部屋は明るくなった。まだ夕方にもなっていない。

　風に当たろうと、慎一はテラスに出て、見上げるほど背の高い植物の間を歩く。

　まだ頬が熱くて、身体もふわふわしていた。

　初めてとはいえ、あのくらいの量でこんな感じってことは多分、体質的にお酒は弱い方なのかも。と考えて、慎一は少しがっかりした。まったく受け付けないって訳ではないみたいだけれど。

（おばあちゃんも、うちの両親も顏にも全くでないくらいのザルなのに。——おじいちゃんに似ちゃったかな？）


そんなことを思いながら、白っぽい葉っぱを手でなぞる。



「それは、オリーブ。寒くない？　風もあるしちょっとひんやりしてきたよ」

　羽織っていたパーカーを脱いだままテラスに出ていた慎一を、高嶋は後ろから被さるように抱きしめた。寒くはないけど、背中のぬくもりが気持ち良くて、慎一はそのまま素直に身体を預ける。

「ちゃんと世話してるんだ」

　丸くて銀色の綺麗な葉っぱ。慎一はその葉先を撫でながら、そう言った。

「いや、あんまり雨が降らないときに水を遣るくらいだよ。ここ日当たりもいいしね。割と放ったらかし」

「このテラス、気持ちいいね。——ＢＢＱも出来るんだ」

　隅に置いてあったＢＢＱセットに目を遣って、慎一が言った。

「ああ、前に一度。会社の連中とやったんだ。楽しかったよ。——今度、来たときしようか？」

「二人で？」

「そう。二人で焼肉。炭火で焼くと美味しいよ。俺が焼くから慎一は食べる専門でいいし」

　以前、焼き肉は好きだけど、焼きながら食べるのが面倒だと、そう言った慎一の言葉を覚えていたらしい。

「幸成さん」

「ん？」

　くるりと身体の向きを変え呼びかけた慎一に、高嶋がにこにこと答える。

「——なんでもない」

　慎一は、会った時からずっと意識してしまって、そわそわして、エッチのことばっかり考えてしまう自分が恥ずかしくて。でも、考えずにいられなくて、なんかいっぱいいっぱいになってる自分を、バカみたいだと思う。

　落ち着かないから、いっそ今すぐしたい。と思う自分の思考回路は、きっと完全にバグっている。

　慎一はぎゅっと高嶋に抱きついて、目を閉じた。

「んー、やっぱもう我慢できないな。……ベッド行こうか」

　慎一の気持ちを察したように、高嶋は、慎一の身体を抱き上げる。

「え!?　ちょっと待って！　これ、恥ずかしすぎるから！」

　突然のお姫様抱っこに、赤くなって暴れる慎一。

「なんで？　初夜の定番でしょ。——ぅぐっ！」

　ヤラシイ笑いを浮かべる高嶋に、慎一は思い切り　を殴った。ぽかぽかカワイイやつじゃなくマジで。

　初夜っていうな！　初夜って！　真っ赤になった慎一はぷるぷる震えている。

「いてて、ヒドイな。まともに入っちゃったよ」

　苦笑いしながらも、ぽすん、と慎一をベッドに落とす。そのまま、覆いかぶさるように、慎一の上に跨った。


カーテンを引いて少し薄暗くなった部屋のベッドの上、すぐ目の前に高嶋の顏がある。



「恥ずかしい？　可愛いね、慎一。——好きだよ」

　思わず目を伏せた慎一の唇に、高嶋の唇が重なる。もう何度目か分からないくらい、キスをした。でも、まだ慣れなくて、胸が痛い。

　慎一はぎゅっと目を閉じて、自分のシャツを掴んでいた。ちゅっと音がして唇が離れる。髪を撫でながら、高嶋が囁く。

「力抜いて、楽にして？　怖いことはしないから」

　鼻先にキスをしてシャツを掴む手を外させる。

「先に、お風呂に入りたい」

　泣きそうな顏の慎一。

「後でね。終わってから、二人でゆっくり入ろ？」

　シャツを捲り上げて、胸に口づけながら、言う。

「でも、……汚い、よ？」

　捲り上げられたシャツに、慎一は顏を埋める。今日はトイレに行くたびに、ちゃんと洗ってはいたけれど。男同士は、下準備とかそういうのが必要で——。慎一の頭の中を、ネットで仕入れた知識がぐるぐるする。

　高嶋が、溜め息をついて顏を上げた。

　ムードも可愛げもない自分の言動。呆れられてしまっただろうかと、慎一は、びくりと肩を震わせた。

　そっと引き起こされて、慎一はベッドの上に座り込む恰好になる。

「愛してるよ。慎一」

　まっすぐ視線を合わせる高嶋。

　そのまま、慎一を抱き寄せて、背中と頭を撫でる。小さい子をあやすように優しく。

「そもそも、キスもセックスも唾液やら精液やらぐちゃぐちゃのどろどろで、そんなお綺麗な行為じゃないからね？」

　苦笑しながら、胸の中の慎一を見下ろすと、わざとくちゅくちゅと音をさせて唇を貪った。舐まわされて、舌を突っ込まれて、涎が垂れた。

「あ、ふ……」

　思わず声を漏らした慎一の顎を伝う唾液を、高嶋が舐め上げる。

「汚いと思う？　いや？」

　慎一はふるふると首を振った。頭がぼうっとする。あっという間にシャツを脱がされて押し倒され、下着ごとジーンズを引き下ろされた。

　高嶋は自分もシャツを脱ぎすてて、慎一の上に被さった。乳首に吸い付いて嘗め回しながら、慎一のものを掴む。

「あ、やめ……、んん！」

「初めてだから、優しくゆっくり、と思ってたけど——、やめた。余計なこと考えられないくらい、ぐちゃぐちゃにしてあげる」

　顔を上げた高嶋は、獲物を前にして舌舐めずりする獣のような目で、慎一を見下ろした。





「あ、はぁっ、——んん！」

「はぁ、……くっ」

　ほぼ同時に達した。

　高嶋が、慎一の揃えられていた足を伸ばして、お腹の上の二人分の白濁をティッシュで拭う。そして、慎一の顎まで飛んだどちらのものか分からない飛沫を舐めとった。

　息が上がって唇を薄く開いたままの慎一にキスをしてから、高嶋は隣に横たわる。掛けてやった布団ごと慎一を抱きしめて、髪にもキスを落とす。


されるがままの慎一は、ぼうっとした頭のまま、高嶋の胸に頬を押し付けた。



（どうしよう……、めちゃくちゃ気持ち良くて、何も考えられなかった）

　宣言通り高嶋は、何もかも暴くような遠慮のない愛撫で、慎一の羞恥心も不安も奪い去った。自分の痴態を意識できないほどぐちゃぐちゃに乱されて、ただただその快楽に溶かされて。

　ネットで知識を得れば得るほど心配になって、いろいろ考えて煮詰まっていたのが嘘みたいに、そんなことどうでも良くなってしまっていた。——それでも、今されているのが何なのかはネットのおかげで理解できたから、全く役に立たなくは無かったのかな。と思うけど。

　離れがたくて、高嶋の胸に頬を寄せたまま動けない。身体が火照って熱いけど、汗で湿った高嶋の肌が気持ちいい。

　慎一はおずおずと高嶋の背中に手を回す。ずっとくっついていたい。と思う。

　今って、いわゆる賢者タイムなんだろうけど。べたべたしたら重い、かな。と、そっと見上げた慎一の額に、高嶋はキスを落とす。

「あー、可愛い。慎一、愛してるよ。ずっとくっついてたいな〜」

　ぎゅっとして、甘い笑顔で慎一を見つめる。——重いのは、高嶋の方だった。なんだか嬉しくなって笑ってしまった慎一に、

「やーらし。思いだし笑い？　——どれが一番気持ち良かった？」

　高嶋が、お尻を撫でながらにこにこ訊いてくる。

「もうっ！　ほんと、そういうのやめて。エロじじい！」

　取りあえず枕を盾にして、高嶋を押し返した。




　そのあとお風呂に一緒に入って、お風呂でもまたシてしまった。身体を洗いながら高嶋のと一緒に扱かれ、後ろも洗うというか弄られて、何気に慣らされて解されてる気がする。

　いきなりはキツイらしいから、少しずつ慣らそうねーと、高嶋はすぐには挿入したりする気は無さそうだけど。

　そうした経験は初めてて、ゲイでもない慎一には、さっきの行為がちゃんとしたセックスなのかどうかはわからない。ネットには、挿入することだけがセックスではない。みたいなことも書かれていた。

　慎一にとっては初めての行為だけど、高嶋にとってそれは幾度となく繰り返した慣れた行為で。——自分が思うほど、挿入するしないはさほど重要なことではないのかもしれない。

　でも——、慎一はちゃんと高嶋と繋がりたかった。

　高嶋に、慎一とするのが一番気持ちいいと思って欲しかった。他の誰よりも。

　過去は過去だと、いま彼が抱いているのは自分で、誰よりも愛されてるって、分かっている。こんなに大事にされている。


それでも、どうしても拭いきれない不安を、慎一は、身体を繋げる事で消してしまいたかった。







　夕食にと買ってきたお惣菜を、高嶋がテーブルに並べる。パックのまま。

「この家、お皿ってないの？」

　思わず訊いた慎一に、

「あるっちゃあるけど、しばらく使ってないな」

　高嶋は考えながら答える。

（どういう食生活してるのか心配になるな、この人）

　慎一はこっそり溜め息を吐いた。

「そこの食器棚に入ってると思うけど」

　言われて慎一は、食器棚の扉を開く。普段使うカップやお箸なんかはキッチンの棚に置いているから、伯父さん夫婦が置いていったこの食器棚に入っている食器は、滅多に使わないらしい。

「あるやん。いっぱい」

　呟いて、慎一は大き目の平皿を何枚か出し、軽く洗ってからテーブルに並べた。

　オードブルやサラダ類はそのままお皿に移して、揚げ物や温めた方がいいものばかりを盛り合わせて、レンジでチンした。

「すごいなー。慎一くん、良い奥さんになりそう」

「は？　何も作ってませんが？」

　にこにこ後ろから腕を回してくる高嶋を、呆れたように慎一があしらう。


お風呂に入った後だから、高嶋も慎一も部屋着に着替えていた。




高嶋はヘンリーネックのゆったりしたベージュの長袖Ｔシャツに、グレーのスウェットのパンツ。めちゃくちゃラフなのに、かっこ良くて、ヘンリーネックっておじいちゃんぽい。と思っていた慎一の偏見を、軽く覆してくる。肩幅って大事。



　高嶋が用意してくれていた慎一の部屋着は、紺色の薄手のトレーナーで、襟ぐりや袖口がゆったりしていて楽だけど、すかすかしてちょっと落ち着かない。下は高嶋と同じグレーのスウェットパンツ。サイズ違いかな。何気にペアだし。と慎一はちょっと気恥ずかしくなった。

「マメだよね。俺洗うの面倒だから、いちいち皿に移さないし」

「……そんなマメじゃないけど、こんだけ品数あったら何枚かのお皿に纏めたほうが、テーブルがすっきりするし、食べやすいよね？　纏めて盛れば洗い物も少なくて済むし」

「おー、確かに。賢いなー、慎一は。うん、同じお惣菜でも、さっきと全然違うな、レストランみたいだ」

　高嶋は、素直に感心している。高嶋こそ普段あんなにマメなのに、家食になると途端に手抜きになるんだ。と慎一はなんだか可笑しくなった。高嶋の日常というか、素の生活を垣間見られて楽しい。

　思わず笑みが零れた慎一の首元に、高嶋が後ろからキスをする。

「んー、可愛い。こっちも、もっと食べたい。ごはん食べ終わったらまたしようね？」

　裾から胸に手を入れながら、高嶋が耳元で囁く。慎一は肘をまっすぐ後ろに引いて、鳩尾に当てた。

「…ぅぐっ！」

　高嶋が後ろで頽くずおれた。


吉見から教わった、後ろから襲われた時の護身術を実践してみたけれど、結構使えそう。ありがとう、先輩。と慎一は心の中でお礼を言った。



　鳩尾を押さえて蹲っている高嶋を放ったまま、慎一は食器棚で見つけた箸置きに、箸を置いた。手加減はしたつもりだけど。

「そんなに強く当たってないよね？　グラス出してよ」

「はいはい」

　高嶋は立ち上がって、素直にキッチンに向かう。

「はい。は、一回」

「はいっ！」

　ふざけた小学生のような元気な返事が返ってきた。


思わず笑ってしまった慎一の顳顬にキスをして、高嶋は今日買ったワイングラスを並べる。



「もう使うの？」

　クリスマス用にって言ってたのに、

「お祝いだもーん。シャンメリーじゃなくて、ノンアルのカクテルでごめんね」

　そう言って、マスカット味のノンアルコール飲料をワイングラスに注ぐ。見た目はシャンパンだ。

　慎一は、何のお祝い？　って聞きかけたけれど、碌でもない答えが返ってきそうな気がしたから、やめた。

　席について、グラスを合わせる。

　お惣菜と言っても、それなりのお値段がするデパ地下のものは、見た目も豪華で、味も下手なレストランより美味しい。運動した後でお腹もすいているし。

　ぱくぱく食べる慎一を、高嶋は相変わらず嬉しそうに見ている。

「ちゃんと鍛えてるんだね」

　そんな高嶋をちらりと見て、慎一が口を開く。

「ん？」

　高嶋は一杯だけノンアルカクテルに付き合ってくれて、あとはビール。食べるより飲む方が進んでいる。自分と違ってビールくらいじゃ全然酔わなさそうだな。と思う。

「肘鉄、あんまり効いてなかったでしょ？　腹筋硬かった」

　ムキムキではないけれど、それなりに薄く筋肉がついた綺麗な腹筋だった。

「効いたよ〜。でも、若い時に多少でも格闘技やってると身体が覚えてるね、咄嗟に庇える」

　そっか、空手部だったっけ。と思い当たる

「運動不足だし、本当は武道系やりたいんだけどね。就業時間も不規則だから、結局いつでも行けるジムくらいしか行ってなくて」

「ふうん。ジム行ってるんだ」

「若くてぴちぴちの慎一くんと違って、だらけた生活してるとすぐに腹が出てくるんだよ、三十過ぎるとね」

　いくら食べても太らないし、確かにまだ腹は出てないけど。と、慎一は思わず自分のお腹回りを見下ろす。弓道部の部活くらいじゃそんなに筋肉は付かないし、薄っぺらくて貧弱な体型だと慎一は思う。

　贅沢を言えば細マッチョくらいの適度な筋肉は欲しいけど、運動嫌いだから無理か。と、慎一は高嶋の身体に目を遣った。

　そもそも骨格からして彼とは全然違う。

　箸を持つ大きな手は、意外と繊細で、指が長くて、あの手が——。

　ふと目が合ってしまい、不意に高嶋が立ち上がった。


四人掛けのダイニングテーブル。向かい合って座っていたのに、なぜか高嶋は隣の席に移動してきた。



「え」

「向い合せだと、顏は良く見えるけど、手、届かないしね」

　そう言って、慎一を抱き寄せる。

「食べるときは、それでいいんじゃないの？」

　ベッドでのことを思い出したのを見透かされたようで、慎一は顔を背ける。

「えー、食べてるときも、触れてたいな。外でこれやるとバカップル丸出しだけど、お家デートだし」

　食器も移動して、椅子も寄せて、引き寄せた慎一の頭を撫でながらビールを飲む。

「ソースついてる」

　嬉しそうに慎一の口の端を舐め、機嫌よくベタベタ触れてくる高嶋。

「……あーん、とかして欲しいの？」

「え、してくれるの？」

　冗談のつもりだったのに、めっちゃ食いつかれた。

　——高嶋の言うように、誰も見てないし、家だし。ちょっとくらいは付き合ってあげてもいっか。と、慎一は海老マヨの尻尾を摘まんで、高嶋の口の前に差し出す。

　食いついた高嶋の顏がなんだかエロく見えてしまって、ヤラシイことばっかり考えてる自分が、ちょっと恥ずかしい。

　大きな海老だから一口では食べ切れない。慎一は高嶋が齧った残りを自分の口に入れた。尻尾ごと。

「海老のしっぽ食べる人なんだ」

　慎一の指についたマヨネーズを舐めながら言う。

「うん。ちゃんとカラッと揚がってる奴は好き」

　高嶋の口の端にもマヨネーズ。うん、でっかい海老マヨって絶対口汚れるよね。慎一は、それをぺろりと舐めた。

「マヨラーだし」

　くすりと高嶋が笑う。

「だね。一平ちゃん派だから」

「え、俺はＵＦＯ派だなー」

　そんなことを言い合いながら二人は、いつのまにかマヨネーズ味のキスをしていた。





（これで、何回目だっけ……）

　荒い息をつきながら、ぼんやりと慎一が思う。確か、夕方ベッドで二回、お風呂で一回。夜ベッドに入ってからは、もう数えられなくて。

　結局食事中も、ずっとべたべたしてて、途中からは、食べるよりキスしてる時間の方が長かった気がする。借りてきた映画も全部見ず仕舞いで、デザートも食べずに、なし崩しにベッドになだれ込んでしまった。

　もう眠いのに、高嶋とくっついていると気持ち良くて、離れたくなくて。肌を合わせていたいから、何も着たくない。

　そうしてくっついていたら、高嶋の手や唇は、また慎一の身体を這いまわり始めて——、終わりがないな。と思う。

「ん、は……ぁ、——幸成さ、んっ」

　今、高嶋の口の中に放ったものを彼は、ぢゅるっと卑猥な音を響かせて残らず吸い上げる。もうそんなに出ないのに。

　吸い上げながら高嶋は指で後ろをまさぐるのはやめない。いったばかりなのに、ローションで濡らした指を抜き差しされていた。

　何本入れられているのか、慎一にはわからない。卑猥な音をさせて、窄まりを押し広げるようにゆるゆると掻き回されて。痛くはないけれど、気持ちいいとも言い難いその行為を、高嶋はもうずっと続けている。

　そうして時おり、高嶋の指は慎一の気持ちのいい所を掠める。

「あっ、そこ、やっ…だ、……も、イったばっかなのに、ぃ」

　前を咥えたまま後ろも刺激されて、また気持ち良くなって、おかしくなりそうだった。

「幸成さん、ひっ、やっ、……顏見たい、ぎゅ、して」

　高嶋は下半身に集中していて、声も、顔も見えない。不安になって伸ばした手を掴まれた。

　慎一のものを離して、彼が戻ってくる。

「愛してるよ」

　ぎゅっと抱きしめて、耳元に口づけながら囁くと、上から慎一の顏を見おろす。

　濡れた唇。汗ばんだ額に、前髪がはらりと落ちかかった。すごくエロくて、いやらしい顏なのに、カッコいい。

　何度もいかされて、乱れて、ぐちゃぐちゃになって、何度も何度も愛してると囁かれた。

　確かにセックスはぜんぜん綺麗な行為じゃなくて、体液やらローションやらで、でろでろになるし、すごい体勢取らされるし、恥ずかしいし、カッコ悪い。

　でも——、好きな人とのセックスは、気持ち良くて、幸せで。

　慎一は高嶋の首に手を回し、今しがた自分の出したものを受け止めた唇に、口づけた。

「大好き、愛してる」

　離して呟いた唇を、また激しく貪られる。

（いっぱいキスしすぎて、唇がひりひりする）

　貪られながら、そんなことを考えていた慎一の唇から離れて、高嶋は最後にぺろりと慎一の唇を舐めた。

「赤くなってるし、ちょっと腫れてるかな。痛い？　ごめんね、いろいろ我慢できなくて」

　思ったより余裕がなくて、尚且つ絶倫な高嶋にちょっと驚いたけど、謝られるとは思わなかった。

「痛いけど、嬉しい」

　ふふっと笑った慎一を、高嶋がぎゅっと抱きしめる。

「あーだから、ダメだって。歯止めがきかなくなる。——こんなにサカって、中坊か、俺は」

　高嶋はがっくりと項垂れて、乱れた髪を掻き上げた。

　サカられて嬉しいよ？　と慎一は思う。こんなに何度も求められて、嬉しくないわけがない。


セフレはいっぱいいたけど、やったらそれで終わりって言うか、さっさと帰っちゃうって聞いた。終わったら冷たいって。——噂だけど。



　なんとなく躊躇いながら身体を寄せた慎一を、高嶋が抱き寄せた。

「んー、もうしないから、安心してくっついて？」

　高嶋は慎一の躊躇いを、もうしたくないのだと誤解して、苦笑した。


そういう訳じゃないけど、と思いながら、少し間を開けられていた下半身もくっ付けると。——がっちがちだった。



　ちょっと驚いて顔を上げると、

「……ごめん。ほっといたら、そのうち収まるから大丈夫」

　気まり悪そうな高嶋の顏。

　慎一は、高嶋にぴったりと身体をくっ付けて、足を絡めた。もちろん腰も密着してる。高嶋の昂ぶりが一段と大きくなってひくついてる。慎一のものと触れあって、その熱さに前も、まだ受け入れてない後ろまでもが疼いた。

「こらこら、そういう悪戯すると、またおじさんの理性が飛ぶよ？」

　冗談に紛らせて腰を引こうとする高嶋に、絡めた足で縋り付く。

「いいよ。しよ？　幸成さんの、僕に挿れて」

　顔を見られるのが恥ずかしくて、慎一は高嶋の肩に額をつけて小さな声で言った。

「……今日は、ダメだ。もっと慣らしてからじゃないと、まだ狭い」

「痛くてもいいから」

「そっちはもっと、先でいい。——卒業してからね」

　宥めるように頭を撫でて、そう言った高嶋に、

「やだ。今すぐ欲しい。お願い、……欲しいんだ、幸成さんが」

　約束を守ろうとしてくれているのかもしれないけど、そんなのもうどうでも良かった。馬鹿げた駆け引きも、勿体をつける必要も、もう無い。高嶋が欲しかった。

「っ、ほんとに、この子は。——こっちはもう限界なんだから、煽るな」

　ぐいっと慎一の身体を離して、高嶋の目が眇められる。怖いようなぞくぞくするような『男』の顏で慎一を見た。


高嶋は乱暴に慎一の身体をひっくり返して腰を持ち上げ、膝をつかせた。思わず身体を固くした慎一に、ふっと笑う。



「怖いくせに。——ごめん、足閉じてて」

　ローションを自身に垂らして、慎一の太腿の間に突き入れる。腿の両脇からぐっと押さえて、お尻の谷間と太腿を使って擦りあげた。

　素股でも、敏感なところを擦られてされる方も気持ちいいけど、でも、欲しいのはこれじゃない。顔も見えなくて、ただ出すための行為みたいで、悲しくなった。

「やだ！　これ、嫌！　ふっ、う、ちゃんと挿れて」

　首を振って泣き出した慎一に、高嶋は動きを止めた。

「慎一……」

「大好き、好き、幸成さん。僕のこと、ちゃんと抱いて。幸成さんのものに、して」

　見下ろす高嶋に、泣きながら縋り付く。みっともないって、はしたないってわかってるけど——。

「痛かったら、ちゃんと言うんだぞ」

　低い、押し殺したような声音なのに、言ってることは優しい。どこまでも、彼は優しくて。

「——っ！」

　足を大きく割広げられて、高嶋が入ってくる。指とは比べものならない圧迫感に、慎一は出そうになった声を必死に押し殺した。

　ずっと塗り込められていたローションのおかげか、抵抗なく奥へ進んでくる。

　痛くはないけど、ぎちぎちに広げられて、苦しくて、声を出さないように、慎一は握った手に唇を押し付けて息だけを逃がす。

「は……、くっ、きっつ。……慎一、大丈夫？　痛くない？」

　まだ全部は入っていない。ゆっくり進めながら、なのに途中でとめて、心配そうに慎一を見下ろす。

「平……気、だから、奥まで、きて」

　慎一は力の入らない腕を、高嶋の首に絡めた。次の瞬間、思い切り奥まで突き上げられる。

　耐え切れず慎一は、悲鳴のような細く高い声を漏らした。

「ごめん、止まれない」

　はっ、はっ、と荒い遣いが耳を掠める。奥まで彼の昂ぶりがぐっ、ぐっと突き入れられる。高嶋はなるべく傷つけないように、擦りあげずに揺さぶって衝動を逃がす。それでも。

「はぁ、すげ……、慎一の中、気持ちいい」

　思わず漏らした高嶋に、慎一が、きつく閉じていた目をうっすらと開けた。

「あぁ、ふ、幸成さん、気持ち、い？」

　きついだろうに、微笑んで、小首を傾ける。

　大人びた、冷たくも見える慎一の整った顏とはアンバランスな、少し幼い癖。

「くっ、……いいよ、すごく、いい」

　堪らずに、高嶋は腰を大きく揺らした。

「んっ、……嬉しい、幸成さ、僕で、いっぱい気持ち良くな、って」

　揺さぶられる慎一の口から、熱に浮かされたように零れ落ちる呟き。

　とても長くは持たなくて、高嶋は限界まで大きくなったそれを思い切り奥まで押し込み、中で弾けた。

　きつく抱きしめられて、高嶋の[image: u+8ff8]りを奥で受け止める。慎一の中が、高嶋のもので満たされた。

「は、幸せ……。幸成さん、大好き」

「愛してるよ、慎一。——俺のものだ」

　息が止まりそうなくらい強く抱きしめられて、慎一は気を失うように眠りに落ちた。





　瞼を閉じているのに眩しくて、目を開く。


カーテンの隙間から漏れる光が、ちょうど慎一の顏の上に当たっていた。



　見慣れない部屋の天井、枕が硬くて、首が痛い。ぼうっとした頭を巡らせると、見覚えのある顎。

　目を上げると高嶋の寝顔があった。

（——そうでした。僕、幸成さんちに泊まったんだ）

　硬くて痛い枕は高嶋の腕で、お互い裸のままだけど、身体はさっぱりしていた。寝落ちしてしまった慎一を、高嶋はお風呂に抱えていって身体を洗った。半分というかほとんど寝てたから記憶は曖昧だけど。

　中出しされたから、洗われて掻き出されたし。なんかもう高嶋の前で全てをさらけ出してしまった気がする。もうこれ以上恥ずかしいことなんてないのかもしれない。

　慎一は、いろいろ思い出して頭を抱えたくなった。

　眠ってる高嶋を起こさないように、そっと腕枕から頭を外す。

　自分の首も痛いけれど、高嶋も腕が痛いだろうに。痺れちゃってるんじゃないかな、と思う。腕枕で眠るって、現実的には厳しいということが分かった。

　慎一は溜息をついて身体を起こす。予想通りの下半身の痛みと怠さ。


立てなくは、ないかな。若干膝が笑うけど。慎一はどうにか立ち上がった。



　脱がされた自分のシャツがどこにあるか分からず、とりあえず落ちていた高嶋のシャツを被ってトイレに行った。

　長Ｔ一枚でも、膝近くまで丈があるから下着をつけてなくても見えないし。身長も肩幅もある高嶋のシャツを着ると、完全に彼シャツ状態で笑ってしまった。袖だって、捲らなきゃ指先も出ない。

　慎一は、冷蔵庫から水のペットボトルを出して飲んだ。

　壁の時計に目を遣ると、八時過ぎ。お休みの日ならまだ寝ていてもおかしくない時間だ。

　ソファにゆっくり腰を下ろして、身体を預ける。開いたままの引き戸の向こう、ベッドの上は高嶋の大きさ分、布団が膨らんでる。

　もう一度、布団に戻って高嶋の温もりに触れたいけれど、身体が怠くて動くのが億劫で。慎一はそのままソファで横になる。丸くなって袖口に顔を埋めると、高嶋の匂いがした。


カーテン越しの柔らかい朝の光。小さく、鳥の囀りが聞こえてくる。この家は、居心地が良すぎるな。慎一は、そう思いながら目を閉じた。






　いつの間にかうとうとしていた慎一の前に、高嶋が屈みこんだ。

　気配に目を覚まして、慎一はふわりと微笑む。目を開けると、愛しい人の顏。——幸せで、胸が痛くなった。

　高嶋はそっと口づけて慎一を抱き起こすと、隣に座った。彼の腕にふわりと包まれる。大切に扱われ過ぎて、なんだか面映ゆい。

「おはよ」

　言葉が見つからなくて、なんとなく朝の挨拶を口にした。

「おはよう、慎一」

　上半身は裸のまま、スウェットパンツだけの高嶋が微笑む。

「はー、たまんないな、これ。朝から何のご褒美？」

「え？」

　顔を上げた慎一にキスを落とし、むき出しになってる膝小僧をさわさわ撫でた。

「ひゃっ、こそばいって！」

「彼シャツに京都弁……。俺を萌え殺す気か」

　高嶋が天を仰ぐ。大げさだな、と呆れたけど、

「僕のシャツが見つからなかったんだよ。探すのしんどかったから。……身体痛いし」

　そもそも、高嶋が慎一の服をひっぺ替えしてどこかへ放り投げるから、こういうことになったのだ。

「ごめん」

「いいから、僕の服拾ってきて。そしたら、これ返すから」

「いや、返さなくていい。出かけるまではそのままで」

「スカスカするから嫌。下着も服もちゃんと回収してきて、着せて？」

　上目遣いでお願いすると、高嶋は速攻でベッドルームに飛んでいった。

　なんとなくこの人の動かし方が分かってきたかも。と思う。


シャツがベッドと壁の間に入り込んでいて、なかなか見つからなかったらしく、高嶋が戻ってくるまで思ったより時間が掛かった。




ガン見してこようとした高嶋の顔を両手で挟んで天井を向かせ、そのまま下着を履かせて貰った。




スウェットパンツを履かせてもらったり、シャツを脱がされたりする間も、すきあらば触ってこようとする手を叩き落としながら、ようやく部屋着を着せてもらう。普通に自分で来た方がずっと早いけれど。




もう！　と怒りながら、笑いながらの攻防戦がなんだか楽しくなってきて、最後に脱いだ高嶋のシャツを、彼に着せてあげる。シャツを首に通した時点ですぐに唇を奪われたけれど、彼はキスをしながら、自分で器用に袖を通した。




甘えたモードの慎一に、高嶋は終始上機嫌だった。



　朝から昨日食べそびれたデザートを食べていると、何故かお互いの唇まで食べたくなって。イチャイチャベタベタしながら、昨日借りてきた残りのＤＶＤを見て、まったり過ごす。

　もう、二時前——。


ちらりと時計を見上げた慎一に、高嶋が声を掛ける。



「お昼ご飯まだだったね。そろそろ出掛けようか」

「うん……」

　朝からずっと、高嶋にくっついていた。お腹は空いたけど、離れたくないな。と思う。二人で過ごす時間はあっと言う間で。

　甘えるように、胸に頬を寄せた慎一を、高嶋が抱きしめる。

「んー？　お腹すいてない？」

　頭を撫でながら、聞いてくる。

「帰りたくない」

　高嶋が甘やかすから、埒もない我儘が口をついてしまう。

「だねぇ。俺も帰したくないよ。まだ、門限までは時間あるし。ぎりぎりまで一緒にいよ？」

「うん」

「——卒業したら、ここに越しておいで」

　驚いて顔を上げた慎一に、

「ちょっと距離はあるけど、大学まで乗り換えなしで十五分。歩きも入れて三十分ちょっとだから、十分通えるだろ？　なるべく送り迎えもしてあげるよ」

　いつもの軽口ではなく、真面目な顔で高嶋が言った。

「でも、そんなの、……親に言えない」

「挨拶に行こうか？」

「なんて？」

「息子さんを僕に下さい。とか」

「まだ学生なのに？」

　男同士なのに？　という言葉は飲み込んだ。

「じゃあ、お付き合いを許して下さい。とか？」

「本気で言ってる？」

「本気だよ。てか、俺今まで慎一に嘘ついたことないよ？　——愛してるよ、慎一、ずっと一緒にいよう」

　いつもの、優しい笑顔で言う。


冗談めかしていても、軽く聞こえても、それはいつも高嶋の本心で。嘘でも、その場限りのいい加減な言葉でも無いって、ちゃんと知っている。



「そんなこと言って、気が変わったらどうするの？　——僕は重いよ？　ずっとっていつまで？　死ぬまで一緒にいてくれるの？　飽きても、年をとっても、一緒にいてくれるの？」


慎一は泣きそうな顔で、高嶋を見上げる。



「気も変わらないし、飽きないよ。死ぬまでずっとだよ。——重いのも、やきもち焼きなのも、照れ屋で素直じゃなくて、ネガティブで繊細でめんどくさいとこも、全部好きだよ」

「——絶対、浮気しない？」

「絶対しません。誓います」

　即答されて、慎一は拗ねたように言う。

「自分でも、悲観的だって、疑り深いって思うよ？　でもしょうがないだろ、そういう性格なんだから！　幸成さんは自覚がなさすぎるよ。誰にでも優しくて、愛想良くて。——誰かに取られそうで、不安で、みんな敵に見えるんだ」

　何度も好きだって、愛してるっていってくれて、こんなに大事にしてくれるのに。それでも信じてくれない恋人なんて、きっといつか嫌になる。

　俯いてしまった慎一に、

「そんなにやきもち焼いてくれるなんて、嬉しい以外ないんだけど」

　目尻を下げて、本当に嬉しそうに高嶋が言う。

「女房妬くほど亭主モテもせずってね。まぁ、法律変わるまで籍は入れられないけど——。そうだ、結婚指輪でも嵌めとこうか？　見えるとこにキスマークでも、つけてくれる？　あ、『慎一命』とかタトゥ入れてもいいよ」

「……最後のは、怖すぎるから」

　本当にやりそうで怖い。ちょっと引き気味の慎一に、なんで？　という顔をする。高嶋は、慎一を否定しない。いつも、大丈夫だよって丸ごと受け入れてくれる。

「嫌いにならないでくれたら、それでいい」

　ことりと、慎一は高嶋の肩に頭をつける。

「えー、簡単すぎるなぁ。やっぱり刺青、」

「マジやめて、ドン引きだから」

　慎一は食い気味に被せて、高嶋を黙らせた。





　遅めのランチを食べてドライブデートをしよう。と外に出る。

　今の時点で親に挨拶とかは慎一にとってハードルが高すぎるので、大学近くにダミーのワンルームでも借りておいて、実際は高嶋のマンションに住んでしまう。というのが、妥当な案かな。ということで落ち着いた。

　大学を卒業して、社会人になったらきちんとしようね。と高嶋は言った。

　車に乗ってそんな話をしながら、慎一はダッシュボードの上のテディベアを手にとった。

（これは僕が作ったベアだって、もしかして気付いてるのかな、幸成さん）

　このベアを作ったときには、そんなに深い意味は無いつもりだったけど——。考えてみると、手作りの縫いぐるみを渡すなんて、最初から随分重いことしてたよね。と思う。

「そのテディベアって、慎一の分身だよね。そうだ。どうせなら本体にもイニシャルつけてほしいなー。ネックレスとかピアスとかしない？」

「しないよ、そんなの」

（やっぱりバレてた）

　慎一は、ぷいと顔を背ける。

「じゃあ、指輪に刻印なら？」

「……考えとく」

　緩んだ頬を見られたくなくて、慎一は窓の外を見たままそっけなく答えた。




　高嶋の会社の近くでランチをしたあと、パーキングに車を停めたまま辺りをぶらぶらした。高嶋が普段通る道や、寄るお店、そういう高嶋の生活圏に入れるのが嬉しかった。

　ときどき寄るという立ち飲みバルとか、二十四時間やってて、風呂が温泉だから会員になったというジムだとか、コンビニ。本屋さん。説明されながら前を通るだけで楽しくなる。

　本屋さんに寄ったとき、慎一はパンツの後ポケットに入れていたスマホがないのに気付いた。


高嶋が慎一のスマホに電話をかけると、ランチを食べたお店の店員さんが出た。席に落ちていたようで、お店で預かってくれているらしい。



　ほっとした慎一が、高嶋に言う。

「ここで待ってて。取って来る」

「一緒にいくよ」

　我ながら鈍くさいことしてるなと気恥しくて、慎一は首を振る。

「いいよ。一人で大丈夫」

　道は単純だったから覚えてるし。

「じゃあ、その間に車回しとくよ。この前で待ってるから、慌てなくていいよ」

　車を置いたパーキングは、ランチの店とは逆方向にあるから、その方が効率がいい。慎一が慌てなくてもいいように、高嶋は自然とそういう気遣いが出来る。

　本屋の前で高嶋と別れ、お店に戻りスマホを受け取って、慎一は急いで近道をしようとして、——迷ってしまった。

　東京は、碁盤の目のように東西南北真っ直ぐに交差する京都の洛中とは違う。三回曲がったら元に位置に戻る。とは限らないのだ。

　初めての道で近道なんてしようとするんじゃなかった。と、後悔しながら早足で歩いて、やっと本屋のある大通りに出た。

　高嶋の車を探して視線を彷徨わせれば、すぐに見つかった。


小さな車の前に立つ彼の長身は、遠目でも目立つ。でも、慎一は行き過ぎていたようで、高嶋は反対の方向を向いて立っていた。



　ベタだけど、そうっと近づいて脅かしてやろうと、慎一はゆっくり近づく。

　そこへ、若い女性の二人組が近付いてきた。

「高嶋さん！　今日はお休みなんですか？」

　大学生、いやもう少し年いってるかな。と慎一は思う。二十代半ばくらい？　その割にはキャピってるけど。

　この辺は高嶋のホームグラウンドだから、偶然知り合いに会ってもおかしくはない。

「——ああ、同じジムの」

　少し間が空いて、高嶋が答える。

　人の顏を覚えるのが得意な高嶋が、ちょっと考えて思い出す程度の知り合いってことだよね。ふーん、同じジムなんだ。慎一の顔が我知らず強張ってゆく。

　高嶋には何の非もないけれど、胃の辺りがもやもやムカムカするのは、どうしようもなくて。

「最近見かけなくて、寂しいねって、話してたんですよー。ね？」

「そうなんですー。曜日変えたんですか？」

「もともと曜日は決めてなくて、適当に仕事終わりに寄ってただけだから。最近忙しくて行けてないんだ」

「えー、残念。今日はお休みなんですか？」

「あ、すごーい、可愛い車！」

　車に凭れるように立っていた高嶋。彼女たちはその車を見て声を上げる。あわよくば乗せて欲しいとか思ってるよね、絶対。と、慎一の目が据わってくる。

「うん。デートなんだ」

　その返事に一瞬固まった二人の顏に、あー、そうだよねー、そりゃ彼女いるよねーという落胆が浮かぶ。

　ちょっと気分が良くなった慎一は、ざまぁみろと思う。我ながら性格悪いなと思うけど。

　でも、そう言われて声が掛けにくくなった。彼女ではないし。どうしよう。と、立ち止まった慎一に高嶋が気付く。

「お帰り、慎一」

　振り返って、にこっと笑った。

　胸元を少し開けたノーカラーのシャツにジャケット、ボトムスはカジュアルダウンして、キレイ目のスウェット地のパンツにスニーカー。

　今風だけど決め過ぎてない、お洒落な大人の男。

（——そりゃあね、一人で立ってるの見かけたら、声掛けたくなるのはわかるけど）

　慎一は思わず溜息をついた。

　今日の服も多分篠原さんの見立て。彼のセンスは折り紙付きだ。

　高嶋自身は、お洒落とかにはあんまり興味はなくて、考えなくていいから楽なんだ。って、コーディネートして貰ったのをただそのまま着てるだけなのに。


慎一は、すっごいダサい服着せたい。と真剣に思う。



「え、なぁんだ、高嶋さん。デートだなんて」

　二人の顏がちょっと嬉しそう。


親戚の子だとでも思われた？　やっぱりムカつく。



「デートだよ。可愛いでしょ。俺の恋人」

　高嶋は、慎一を抱き寄せて自慢げに微笑むと、助手席のドアを開けて慎一を乗せる。そうして、固まってる彼女たちに、じゃあね、と軽く手を振った。

「……良かったの？」


走り出した車の中、慎一が口を開く。



「ん？」

「僕のこと恋人だなんて言っちゃって」

　通っているジムで、噂になってしまうんじゃないだろうか。と思う。男の恋人がいるって。バイなのは公言してるみたいだけれど。

「えー、何をいまさら。隠すつもりなんてさらさらないよ？　恥ずかしいなら、慎一の友達には隠しててもいいけど」

「……卒業したら、言うよ。ちゃんと」

「性別までは言う必要ないけど、——恋人がいるってことは、隠さないで欲しいかな」

　高嶋の声音は、なんだかいつもの甘い雰囲気じゃなくて、

「フリーだと思われたら、悪い虫が寄ってくるだろ？」

　少しトーンの落ちた声。


高嶋も自分と同じように、多少は嫉妬とかしてくれてるのだろうか。慎一は、それがなんだか嬉しくて、照れくさい。



「幸成さんほどじゃないと思うけど？　油断も隙もないよね。キスマーク、つけとくんだった」

「いつでもつけて。大歓迎」

　高嶋は、嬉しそうにそう言った。





　二人だけの時間は、あっという間に過ぎてしまう。


ぎりぎりまで二人きりで一緒に居たいから、夕食はドライブスルーで買ったハンバーガーセットにして、学院の山の上の夜景スポットに車を停めて食べた。



　夜景を見ながら、何度もキスをして。高嶋は門限十五分前に車を出す。

「美味しかったけど——、車の中すごい匂いだね。しばらく残りそう」

　窓を開けて換気はしたけど、ハンバーガーとかポテトの匂いって、結構しつこい。

「はは、だな。いいよ。どうせ、慎一しか乗せない車だから」

「どーだか」

　わかってるけどね。と慎一はちらりとテディベアに目をやる。これをここに置いてくれてるってことはそういうことかなって、思う。

　男の車に縫いぐるみだなんて、彼女いますよ感出しまくりだ。

　いつものように、高嶋は通用門のかなり手前に車を停めた。あと、十分もない。

　エンジンを止めてライトを消すと、街灯もない山道は真っ暗で。何度もしたのに、またキスをして、離れる。

「電話するね」

「うん」

　暗くて良かった。泣きそうな顏を見られたくない。

　ダッシュボードの上のテディベア。分身なら代わってほしい。と、思う。

　代われないのなら——。

　シートベルトを外し、そのベアを手にとった。そのまま持って車を降りた慎一に、

「慎一？」

　高嶋が怪訝な顔をする。

　降りてから、慎一は助手席に小さなテディベアを乗せ、シートベルトで留めた。胴体の半分以上がベルトに埋もれてしまっているけど。

「次に僕が乗るまで、このままにしておいてね」

　車を覗き込んで、そう言った。

　驚いた高嶋の顏が、笑顔に変わる。

「もちろん」

「おやすみなさい」

「おやすみ」

　あと三分。慎一はドアを閉めて駆け出した。





　＊　＊　＊




　自宅へと車を走らせながら、高嶋はちらりと助手席を見る。ちょこんと座ったテディベア。

（どんだけ可愛いんだか、このやきもち焼きの恋人は）

　高嶋は頬が緩むのを、押さえられない。

　抱いた相手から、こんなの初めて的な感想や、テクニックやモノを褒められたことはいくらでもあるが、『幸せ』だなんて言われたことは一度も無かった——。

　回数も、相手の顔も、とても覚え切れないほど繰り返した行為だが、あそこまで我を忘れたセックスは、初めてだった。

　痛いことも辛いこともさせる気は無かったのに、我慢出来なかった。ゴムを付ける余裕も無いほどがっついた。それなのに。

　嬉しいと、幸せと、慎一は微笑わらった。

　今自分に夢中のこの若い恋人は、大事に大事に甘やかされてるのは、ただ愛されてるからだと思っている。もちろん、愛している。一生離してやる気もない。

　だけど——。

　高嶋の浮かべていた笑みが、ふっと仄暗いものに変わる。

　縛られてあげているようで、縛っているのはこっちなのに、彼はそれに気付かない。

　愛しているとぐずぐずに甘やかして、他の男や女じゃ満足出来なくなるように、彼の身体に自分を覚え込ませる。

　慎一が卒業したらあの部屋に囲い込んで、相思相愛の恋人がいて、つけいる隙など微塵も無い。と、周囲にも分からせないとな。と思う。もちろん外では禁酒だ。あんなに色っぽい彼を誰にも見せられない。

　あの学院にいる間は、大丈夫だろう。本人は知らずとも、生徒会の連中や『護衛』にしっかり守られている。けれど、外の世界に出てしまったら、お姫様を守る盾はなくなって、きっと悪い虫が寄ってくるだろう。

　気が気じゃなくなるな。と、高嶋は自嘲するようにふっと息を漏らす。

　取り敢えずの虫除けに、お互いのイニシャルを刻んだペアリングでも用意しておこうか。と思う。彼自身にも、周囲にも、慎一は自分のものだと刻みこむための『印』を。


そうして、甘い約束で未来を縛って、身体ごと自分の愛にずぶずぶに溺れさせて、彼の欲しいものを与え続けよう。




高嶋は、十三歳も年下の恋人に心変わりされまいと必死な自分が、可笑しくなる。



　それでも。


歳の差や、同性であると言うこと。慎一は一人息子だから、家族の反対も想定の範囲内だ。多分いま彼が思っている以上に、障害は山積みで、別れる理由には事欠かない。高嶋の方に別れるつもりはさらさら無いが。







もしいつか、彼に別れたいと言われたら。






　出来れば犯罪者にはなりたくないけれど。——まぁそのときはその時だな。と、高嶋は片頬を歪め、助手席のベアをそっと撫でた。

（本当に嫉妬深いのは、重たいのは、……どっちだろうね）

　大丈夫、彼には一生気付かせない。甘やかな檻で、ずっとずっと大切に囲っておくから。








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やきもち焼きの恋人　＊　ｆｉｎ



寂しがりやの恋人











馨と一緒に閉じ込められた予備倉庫から助け出されて一悶着あった後、慎一は馨たちと遅くなった夕食を済ませ、ようやく部屋に戻ってきた。



　お風呂に入って、宿題を済ませて、もうやることは無くなってしまったけれど——。

　聖ステファノ祭の小物作りも、部屋に持ち帰ってやらなきゃいけないほど、切羽詰まってはいない。慎一の割り当て分はもうほぼ終わっていた。

　残った端裂で作っている物もあるけど、今日はもうやる気になれない。

　まだ寝るには早いけど、と思いながらも、電気を消してベッドに入る。ずっと机の上に放りっぱなしだったスマホを持って。

　音は切ったままのスマホが、何度も震えていたのは知っていた。

　わざと見ないようにしていたけど。

（きっと、心配かけたよね）

　そう思いながら、ラインを開く。案の定、高嶋からの着信と、メッセージが山ほど。電話まで無視するのは、まずかったかな。とは思うけど。

　話をしたら、不機嫌な受け答えをしてしまいそうだった。言わなくてもいいことを、言ってしまいそうで——。

　馨に不埒な真似をしようとした新庄を撃退出来たのは良かったけど、あいつのせいで生徒会の予備倉庫から出られなくなってしまった。

　いなくなった自分達を生徒会の連中と長谷川が探してくれていたけれど、あんな旧校舎の外れにある古い倉庫なんて誰も思いつかなかった。

　あそこを普段から使っていた人間以外は。

　もしかして予備倉庫に閉じ込められてるんじゃないか？　と助言をしたのは、心当たりがないか連絡を受けた高嶋だったらしい。

（僕らが見つかったってことは、きっと樋口から連絡がいってるはずだよね。だから、僕から連絡する必要なんてない）

　そう心の中で言い訳をしながら、トーク画面を指で送っていく。

　今どこにいるの？　から始まって、何度も電話を掛けている。そのあとは延々、大丈夫？　怪我してない？　体調は？　何かあった？　連絡ちょうだい。ってメッセージがずっと続いてて、最後が『ごめんね？　何か怒ってる？』

（自覚あるんだか、ないんだか……。だめだ、やっぱムカつく。どーせあそこも数あるヤリ部屋の一つだったんだろーね！）

　慎一はスマホを放りなげたくなるのを、ぐっとこらえた。

　理不尽な怒りだってわかっていた。知り合ってもいない高校時代のことで怒る権利などないし、それを責めるなんて完全に言い掛かりだ。こんなに心配かけたのに、既読スルーとか性格悪すぎだし、可愛くないということも。


でも——。



『無事に出られたのでご心配なく。疲れたのでもう寝ます』

　慎一は手早く返事を打ち込むと、スマホを置いて布団の中に潜り、目を瞑った。







　ステファノ祭当日。

　三年生の今年も、相変わらず学級委員の慎一は、バザーの出品物を前に朝一のホームルームで静かにキレていた。

「ねえ、これ、いくらで売る予定だったっけ？」

「えっと、千……円？」

　もう一人の学級委員の木野が、おどおどと答える。

　声を荒げているわけでもないのに、一応笑顔なのに、お怒りモードの慎一に教室がしんと静まり返ってる。

（こういう着物の端裂を使った細かい布小物って、洋裁じゃなくて和裁の技術が必要だし、ミシン使えないし、手縫いで綺麗に仕上げるのって難しいよ。って言ったよね？　なのに、その分数減らして丁寧にやるからー。とか、こういうの今までありそうでなかったから、目新しくていいと思うんだよねー。とか簡単に言ってたくせに、この出来はなんだと、百万回言いたい！）


今さら言ったところで仕方のないことは、言わない。けど、



「この出来で、この値段で売れると思う？　まぁ、慈善事業バザーだからね、買ってくれる人もある程度はいるだろうけど、良心は傷まない？　学院の生徒としてのプライドはないの？」

　しーん。と静まり返る教室。

　アンティークの着物柄がレトロ可愛いくて、パッと見は目を惹くけど、縫い目が荒いし細かい部分がいい加減だから、良く見るとあらが目立つ。多分耐久性もないだろうなと思う。男子高校生が縫ったものなんて、こんなもんでしょ感がありありだった。ノリも良くて、みんな仲良いし悪いクラスじゃないんだけど、いい加減な奴が多すぎるんだよね、このクラス。と、慎一は溜め息をつく。


きちんと丁寧にやる気がないなら、もっと普通の材料の簡単なものにすれば良かったのに。と、慎一はせっかくのアンティーク生地が勿体なくて、腹が立つ。



　祖母の手仕事を見てきた慎一には許せない出来栄えのものがほとんどだ。そこまで高度な技術を要求はしないけど、これはちょっと酷すぎる。プロが縫ったこの手の小物ならその値段でも安いけれど、とてもそういうレベルじゃなかった。

「えーと、じゃあ、値段下げよっか？」

　木野は慎一を伺うように見て、提案する。

　身長もあって、黙ってればそれなりにきりっとした男前なのに、中身は気弱なわんこ系の木野は、補佐的な立場に徹していて、慎一には絶対逆らわない。

「素材はいいし見栄えは悪くないからそこまで安くしなくてもいいけど。……こっちの比較的出来のいい奴は、八百円。あとは全部五百円ってとこかな」

　慎一の言葉に、えー、それだと、売り上げ順位が…とか、目標が…、とかぼそぼそ文句が聞こえる。

「じゃあ、これ、君ならその値段出して、買う？　君の彼女やお母さんはこれ千円出して、買ってくれると思う？　——売れなきゃ一円にもならないし、売上順位どころじゃないんだよ？」

　慎一は、その中からいかにも素人作の拙い縫い目のポーチを手に取って玩びながら問いかける。

　返事がないことに構わず、慎一は続けた。

「いいや。じゃ、もうぐだぐだ言ってる時間もないし、決をとろっか。このままの値段で売れる自信のある人は手を上げて」

　誰も手は上げない。

「じゃあ、値下げに賛成の人」

　全員が手を上げた。

「じゃ、そういうことで。——がんばって、売りきろうね」

　やっとにっこり笑った慎一に、クラス全員がほっと息を吐いた。

　——ほらね、普段にこにこしてる人を怒らせると怖いんだよ？　と、一年生の時から同じく学級委員で、慎一の見た目と中身のギャップを知る木野は、ようやく胸をなで下ろした。





　という訳で、慎一のクラスのブースは朝から彼がずっと販売担当だ。

　ブースには交代で常に三、四人いるけれど、前面に二つある売り子席の一つは慎一の指定席となっていた。

　たいてい各クラスブースの売り子はそのクラスのイチオシイケメンか可愛い子ちゃんが担当するのが鉄板で、今回値下げさせた責任を多少なりとも感じている慎一は、言われるがまま素直に売り子に徹していた。

　その代り他の三人が、会計から品出しから、お客さんとのやり取り以外の雑務を全て引き受けている。

「吉見先輩！」

　前に立った人影に、顔を上げた慎一が声を上げる。

　ずっと浮かべていた愛想笑いにいい加減顔が強張ってきていた慎一だが、自然と嬉しそうな笑顔が溢こぼれた。

「久しぶり。がんばってるね」

「お久しぶりです。今日はお一人なんですか？」

「いや、御子柴と堀内と一緒。今、あいつらはおやつタイムだよ。カフェテリアでパフェ食ってる」

　そう言えば、あの二人は見かけによらず甘いもの大好きだったっけ、と慎一は彼らの学食での食べっぷりを思いだす。

「ふふ、大学は違っても仲良しのままなんですね」

「だな、大学でも友達は出来たけど、やっぱあいつらといる方が楽だし。——ここに来るのは卒業以来だけど、なんかすでに懐かしいな」

　回りに視線を巡らせてそう微笑む吉見は、学院にいた頃より大人っぽく、柔らかい雰囲気になっていた。ここにいる頃はいかにも硬派って感じだったけれど。

　モテてそうだなーと、慎一は無意識に吉見を見つめていた。

「……相変わらず、ヤバいな。かぐやちゃんは」

　苦笑した吉見に、慎一は小首を傾げる。

「これ、なんで値段違うの？」

　吉見は商品を指差して訊く。

「作品の質の差です。買って下さるなら、こっちをオススメしときます。安い方は下手くそなんで」

　慎一は、八百円の方を指して答える。吉見さんはＯＢだし、一般のお客さんとは違うからね。と慎一はオブラートに包まない表現をした。

　隣と後ろのクラスメイトが引きつった笑みを浮かべている。

「はは、下手くそな方引き取った方が良さそうだけど」

「誰かにあげるなら、ちゃんとしてた方がいいと思いますよ？」

　完全に女子向け商品なのでそういうと、母と妹がこういうの好きだからと、高い方を五個も買ってくれた。どうせ友達にあげたりもするだろうからと、こういうのはいつも大目に買うのだそう。

　八百円とかいう半端な金額だから、お釣り銭のこととかも気を遣ってくれてキリの良い個数にしてくれたっぽい。こういうところが吉見先輩だよねーと思う。

　そうこうしてる間に、御子柴先輩たちもやってきて、ついでに二人も買ってくれた。

　このあと手芸部のブースへ行くそうだけど、元部長の御子柴先輩がくるなんてかなりのプレッシャーだろうなぁ。去年の手芸部の売り上げ凄かったし。と思いながら、慎一はにこやかに手を振って三人を見送った。




　各ブースの販売は四時半まで。もうあと半時間くらいだな。と慎一は講堂の時計を見上げた。

　慎一が予想していたよりは順調にはけてはいるけど、やっぱり五百円の方が売れ残ってきている。そもそもこっちの方がだんぜん量が多かったし、今残ってるのはその中でも、粗の目立つやつ。

　ほらね、出来の良し悪しって、ちゃんと見られてるだろ？　と思う。

　ブースからお客さんの様子を見ていると自然とそういうところに気付くから、クラスメイト達も実感として慎一の言っていた意味が理解できているようだった。

　彼らの反省しているらしい様子に、ま、いいけどね。経験、経験。と、ようやく慎一の機嫌も治ってきた。そもそも、多少の八つ当たりもあったしね。と、慎一自身も少しだけ自分の態度を反省する。

　馨と閉じ込められた日の夜以来、慎一は高嶋に対して、なんとなくぎくしゃくしていた。


毎晩電話があるのに、出たり出なかったり。あんなことくらいで何やってるんだろうって、自己嫌悪で落ち込んで、余計に電話に出づらくなって。悪循環だな。と思う。



　どうでもいい相手とは、適当にいくらでもうまくやれるのに、高嶋が相手だと自分の気持ちが上手くコントロール出来ない。

　慎一は小さくため息を漏らした。

「疲れてる？　慎一くん」

　客足も途切れて、ぼんやり物思いにふけっていた慎一は、その声に驚いて顔を上げた。

「ゆ、高嶋さん」

　珍しいスーツ姿。髪もすっきりと後ろに撫でつけて。その上にチェスターコートなんか羽織ってるから、どこのお貴族様ですか？　みたいになっている。

（——カッコ良過ぎて、めちゃくちゃ浮いてるよ？）

　絶句して見上げている慎一に、

「仕事、早く終わったから。——残りは、これだけ？」

　高い方は全部売れたけど、不出来な安い方の売れ残りを指さして言う。

「え、うん」

「じゃあ、これ全部下さい」

「は？」

　慎一の隣に座っていた木野に、大き目のエコバックを差し出して微笑む。

「え、あ、はい！」

　見惚れていたのか、はっと我に返った木野は慌てて数を数え、合計金額の計算をする。

「待って。こんなに買ってどうするの？　てか売れ残りだし、人にあげるような出来のものじゃないよ」

　隣の木野が、ああ、またそんなこと言っちゃって……。っていう顏で見ているが、慎一はお構いなしだ。

「ん？　寄付なんだから、売り切った方がいいだろ？　こっちはそのつもりで来てるんだから大丈夫。正直だなぁ、慎一は」

　取りあえず売り切りたい木野たちは、渡りに船とばかりに渡されたエコバックに残っていた商品を全部放り込んで、高嶋から代金を受け取っていた。

　そういうときだけ、動き早いね？　慎一は呆れた目で隣の木野を見た。

「じゃ、もう水無瀬くんはお仕事終了でいいよね？」

　高嶋ににっこり微笑まれて、彼らはこくこくと頷いている。

　問答無用で、慎一は高嶋に連れ出された。

　肩を抱かれそうになり、慎一はさりげなく身体を引き、一歩下がって高嶋について歩く。

　いつもと同じ笑顔なのに、なんとなく、今日は強引な感じがした。

　会うのは暫く振りだから、そう感じるだけなのかな？　と、斜め前を歩く高嶋をそっと見上げた慎一の視線に、高嶋はすぐに気付く。

　他人からの視線には、全く頓着しないくせに。と、慎一は目を逸らした。

「もう、帰省の準備は出来てるの？」

「うん」

「じゃあ、いったん部屋に帰って用意しておいで、いつものところで待ってるから」





　今日会う約束はしていた。

　でも、高嶋は仕事があるから、ステファノ祭が終わったら帰省の準備をして、慎一が先に彼の部屋に行き高嶋の帰りを待つ。という予定で、前もってスペアキーも渡されていた。

　実際に京都へ帰るのは、明後日。もう早くから高嶋は、明日明後日の二日間休みを取ってくれていた。

　一旦部屋に戻って準備をしてから、慎一は学院の通用門を出る。少し上がったカーブの辺りに、高嶋の車は停まっていた。

「わざわざ、迎えにきてくれなくても良かったのに」

　高嶋は、慎一の荷物を受け取って後部座席に置く。

「一刻も早く会いたかったから」

　なんだかいつもと違う高嶋の雰囲気に、どきりとした。

　怒ってるのかな、と不安になる。

　連絡が付かないと騒ぎになって、心配を掛けたのに無視して、その後もそっけない態度をとり続けて。あれから、一週間以上たっている。

　せっかく会えたのに、楽しみにしていたのに、ぎごちない雰囲気になりたくない。さっさと謝ってもやもやした気持ちを終わらせようと、慎一は口を開く。

「あの、この間の、予備倉庫の鍵の開け方、教えてくれたの幸成さんだったんでしょう？　ありがとう。すごく助かった。馨も、お礼言っておいてって」

　運転席の高嶋に、声を掛ける。運転中だから、前を向いたままの高嶋。視線を合わせないで話せる今のうちに、と思う。

「ああ。樋口くんから、話は聞いた。とんだとばっちりだったね。まぁ、二人とも無事に出られて良かったよ。——あの日は俺も仕事抜けられなくて。本当はこっちに来たかったんだけど……、ごめんね」

　慎一の方が謝ろうと思っていたのに、逆に、先に高嶋に謝られてしまって焦る。

「え？　そんな、来なくていいよ！　遠いのに。早めに助けて貰えたし、大事に至らなかったのは幸成さんの助言のおかげだよ」

「あの山の中じゃ、ＧＰＳも意味なかったな」

　本当に心配を掛けたのだろう、珍しく沈んだ表情の高嶋の横顔。

「どーせ僕のＧＰＳなんてオマケだし。学院の中から出ることってほとんどないから、いつみても現在位置は変わらないしね」

　雰囲気を変えようと、慎一は茶化すように明るく言った。

「そうだな。——そもそも、俺の行動確認用だったしね。でも、俺にもＩＤ教えてくれて嬉しかったよ？　実は、慎一が京都に帰省したときとかさ、見てみようと楽しみにしてたりして」

　やっといつものような笑顔を見せた高嶋に、慎一は、ほっと肩の力を抜いた。

　そもそも、やきもち焼きな慎一のために、じゃあ、現在位置くらいはいつでも把握できるようにしといてあげるよ。って、慎一のスマホで、高嶋のスマホの位置情報が分かるように設定してくれたのは高嶋だ。

　俺のスマホの中身も見たかったらいつでも見て良いよって、パスコードを慎一の生年月日に変えた。

　慎一は、じゃあ自分も。と高嶋と同じことをして、お互いに秘密を持たないって決めたのだ。

「何そのストーカー発言」

「えー、でも、距離が離れちゃったら、相手が今どこにいるか分かるだけでもなんだか安心しない？　存在を確かめたいっていうか」

　実をいうと、慎一は昨夜ずっと高嶋の現在位置を見ていた。昨夜だけじゃなくて、かなりの頻度で彼の現在位置を確認している。

　高嶋が自宅に戻ったのはもう遅い時間だったけど、ベッドの中で、ああ家に帰ったな。って確かめて、もう寝たかな。って思いながら、慎一も眠りに落ちたのだ。


自分のことは棚に上げてのストーカー呼ばわりだった。



「それは、——そうだね。幸成さんが家にいると、安心する」

　ぼそりと呟いた慎一に、高嶋が頬を緩める。慎一は、今自分がストーカーですと告白したことに気付いていなかった。

　家にいると安心するのは、高嶋が今まで家にセフレを入れたことはないって、知っているからだ。

　その辺の線引きははっきりしている人だから、もし浮気したとしても部屋に連れ込むことはしないだろうと、慎一はそう思っていた。

　だから、高嶋の居場所が、会社や自宅なら不安にならずにいられた。

　信じるって決めたのに、信じているはずなのに。確かめずにいられない自分は、嫌いだけれど。





　そのままどこにも寄らずに、高嶋のマンションに着いた。

　仕事で遅くなりそうだから、食事もケーキもケータリングにしたと聞いていて、本当は今日先にマンションに来ているはずの慎一がそれを受け取る予定だった。

　無理して早く切り上げて、迎えに来てくれたんだろうな。と思う。この時期はクリスマスや年末年始のイベントの予定を抱えていて、ずっと忙しかったはずだ。

　車の中で高嶋は、今日は割りと大きなホテルでのパーティがあって、自分もホスト側のスタッフとして借り出されていたんだと話す。なるほど、それで今日はスーツ姿なんだ。と、納得した。

　午前中、隙を見ては、高嶋が朝から都内の一流ホテルと会社を行ったり来たりしてたところまでは確認していたけれど。

　夜まで会えないと思っていたのに、突然スーツ姿の高嶋が現れて。本当は、すごく嬉しかった。人前だから我慢したけど、抱きつきたくなるくらいに。本当は、会いたくて堪らなかった。

　玄関から部屋に入ってすぐに、抱きしめられた。驚く間もなく性急に口づけられる。

「んっ！　ゆ…」

　貪るような激しいキスに言葉は呑みこまれ、息が苦しい。高嶋が持っていたコートや、慎一の荷物は、床に落とされた。

　気持ちいいのに、その性急さが少し怖くて、慎一は高嶋のスーツの胸元をぎゅっと掴んだ。身を竦めて、されるがまま貪られる。

　長い口づけのあと、慎一を抱き込んでいた腕がようやく緩んだ。

「幸成さん……？」

　見上げる濡れた瞳、濡れた唇。その唇を拭った高嶋の指が、慎一の頬を撫でて、額と頬に唇を落とす。愛しくてたまらないという優しい目と仕草で。

「ん？」

　問いかけるように名を呼ぶ慎一に、極上の微笑みで答える。

　慎一は今さっきの怖いような激しさと、この甘さの落差に戸惑う。いつもと同じなようで、どこか違う高嶋の様子に、不安を覚えた。

「怒ってる、の？」

「何に？」

「電話とか、あんまり出なかったから」

「……そっちね。怒ってたのは、慎一の方じゃないの？」

　言われて俯いた慎一から身を離し、高嶋は床に落ちた荷物を拾って、彼の手を引いた。

「とりあえず部屋に入ろっか」




　慎一は部屋に入ってすぐ、ダイニングテーブルの上の小さなツリーに目が止まった。暗い部屋の中、巻き付いた七色のライトが明滅している。

　高嶋はその光を妨げないように、明るい天井照明ではなく、ダウンライトと間接照明の灯りを点けた。

　クリスマスの飾り付けらしきものはその小さなツリーだけなのに、ほわりと温かい気持ちになる。

　ダイニングテーブルの端に置かれた、五十㎝ほどの高さのツリー。お洒落な感じじゃなくて、子どもが喜びそうなキラキラしたツリーだ。

「きれいだね」

　点滅する小さな灯りに、慎一が手を翳す。

　高嶋がその後ろから、慎一を抱き寄せ、翳した手を取って掌にキスを落とす。

「まずはちゃんと話をしないと、とは思うんだけど」

　言いながら、その手ごと抱きすくめ、首筋と耳に唇を這わせる。

　ちゅ、と音を立てて、吸いつかれて舐め上げられて、吐息交じりの声が漏れた。

「ごめん、なにより先に、君が欲しい」

　そのまま顎を上げられて唇が合わさる。たくし上げられたセーターの下、高嶋の手が素肌に触れた。

　少しかさついた冷たいその手の感触に、慎一は、自分も何よりもそれを求めていたと、自覚する。

　躊躇いがちに上げた手を高嶋の首に回した瞬間、高嶋はより一層深く唇を合わせてきた。





　ケータリングが届く時間ぎりぎりまで、二人はベッドから出なかった。

　というか、結局インターホンがなってから、しぶしぶ高嶋が立ち上がったのだ。

　配達員がエントランスから部屋の前に来るまでの間に、高嶋は手早く衣服を身に着ける。高嶋が玄関先で対応している間、裸のままの慎一は、ぐったりとベッドに横たわったままだ。

（お腹すいた……）

　今頃、お昼もちゃんと食べてなかったことを思い出す。ずっと売り子をしていて食べそびれていたのだ。朝食のあと、合い間にチョコレートを摘まんだだけ。

　潜りこんでいた布団から顔は出してはみたものの、身体が怠いし、脱ぎ散らかした服を拾いに起きる踏ん切りがつかない。裸で立ち上がったところで高嶋が部屋に戻ってきたら嫌だし。と思う。

　空腹と羞恥心との間で悩んでいる慎一の元へ、高嶋が戻ってきた。

「慎一？　起きれる？」

　ベッドに腰掛けて、慎一の顔を覗きこむ。

「うん」

　散らばった服、取ってくれないかなと、ちらりと床に目をやったけれど。

「ご飯の前にシャワー浴びてさっぱりしておいで。その間に着替えを出しとくよ。それとも、——洗ってあげようか？」


イイ声で囁いてきた高嶋の顏を、真っ赤になった慎一は、思い切り押しのけた。



「いいから！　幸成さんはリビングに行ってて！」




　最初こそ性急で荒々しかったけど、何度も指と舌でいかされながら、ゆっくり、じっくり丁寧に解されて——。ただただ幸せで、気持ち良くて。身体を繋げれば、今までモヤモヤとわだかまっていたものも、どうでもよくなって。


流される。ってこう言うことか、とちょっと複雑な気分になったけれど。



　高嶋が寝室にしている和室を出てから、慎一はそっとベッドを降りる。

　今回はちゃんとゴムをしていたから、中まで洗う必要はないし痛みもない、……ちょっとひりひりするけど。と、慎一は思いだし赤面しながら、部屋に散らばった衣服を集めて身に着け、そそくさとバスルームへと向かう。




　この部屋に来たのはまだ二回目だ。

　初めて結ばれてから何度かデートはしたけど、門限もあるし学院は遠いし、泊まりでなければゆっくり一緒にいられない。

　何度もキスはしたけど、身体を繋げたのもまだ二回目だった。

　あれから二ヵ月近く———。

　高嶋は、どうやって処理してたのかな。と慎一は思う。

　もともと、年頃の男子高校生にしては淡白な慎一は、自慰の頻度は少ない方だった。それでもその間、何度も高嶋との行為を思いだして、慰めていた。

　卒業するまで寝ないけど、それまで他の誰とも寝るな。なんて、それがどんなにキツイことか、セックスの快楽を知った今なら分かる。

　山の上の男子校に閉じ込められている自分と違って、高嶋は相手に不自由はしない。自慰などしなくても、いくらでも相手は寄ってくるのだ。向こうから。

（早く。——早く卒業したい。毎日会えたら、一緒に住んだら、そうしたらきっと、こんな不安なんてどこかへ消えてしまうのに——）

　慎一は、きつく目を閉じて、熱いシャワーを頭から被った。






＊　＊　＊






「わ、美味しそう！」

　タオルで拭いただけの湿った頭のまま、慎一はリビングに戻ってきた。テーブルに並べられたオードブルやチキンに、感嘆の声を上げる。

「ちゃんと乾かさないと風邪引くぞ」

「大丈夫。いつもこうだから。勝手に乾くよ」

　意外と無頓着なところのある慎一は、高嶋が出しておいたスウェットの上下を着てタオルを首に巻いたまま食卓についた。

　いつもは下ろしている前髪がかき上げられていて、形の良い額が見えている。癖のないサラサラの黒髪は、乾けば前に落ちてくるだろう。

　高嶋は、生え際まで可愛いな。とか思ってしまう自分に呆れながら、風呂上がりの慎一の姿を堪能する。

「すごいね、ちゃんとクリスマスだ」

「二十五日だしね。一応。昨夜もクリスマスメニューだったとは思うけど」

「ふふ、こっちの方が豪華だよ。エビとかローストビーフとか、僕の好きなのばっかだ」

　嬉しそうに慎一が笑う。

　何度か食事に行って、高嶋は慎一の好みが大体わかってきた。好き嫌いなくなんでも食べるけれど、実はなかなかに贅沢な舌だってことも。

　二人で一緒に買ったワイングラスに、リクエストされていたシャンメリーのマスカット味を注ぐと、覚えてたんだ。と微笑む。

　乾杯をすると、お腹が空いていたのか、慎一はさっそくぱくぱくと食べ始めた。

　伊勢海老のグリルとか、ローストビーフとか、鴨のコンフィとか。その辺りの割と定番メニューが好きだけど、ほんとに美味しいお店のとそうでないのと反応が違う。

　今日の夕食は、普段はケータリングなどしない知り合いの凄腕シェフに頼んで作ってもらったもので、味は保証付きだ。

　高嶋は、明日明後日の休みを確保するため、ここ十日余り休みなく働いていた。

　それでなくとも忙しい時期ではあるが、昨夜も、クリスマスイブは所帯持ちや恋人持ちの社員はなるべく早く帰してやりたいと高嶋はその分の仕事を引き受けて、遅くまで帰れなかった。

　今日はクリスマスだし、久しぶりの逢瀬だ。

　ゆっくり二人で過ごしたくて、慎一の喜ぶ顔が見たくて、高嶋は忙しい仕事の合間を縫って、柄にもなくツリーを飾ったり、無理を言ってケータリングを頼み込んだり、プレゼントを用意したり。

　何か機嫌を損ねているらしく、ぎごちない慎一の態度に、どうにかしてご機嫌をとろうと必死で。

（まったく、まだ十代の子供に、いい様に振り回されて——）

　そう自嘲しながらも、美味しい！　と嬉しそうに笑った慎一に、高嶋の頬も緩む。その笑顔だけで疲れが吹き飛ぶな。と思う。

「なに？」

　見つめ過ぎていたのか、そう首を傾げてみせた慎一に、高嶋は緩んでいた顏を引き締める。

「いや、慎一はいつも美味しそうにたくさん食べてくれるなぁって。何でも好きな物食べさせたくなるよ」

「おじい様と一緒のこと言うね。じじむさいよ、幸成さん」

　慎一は顔を赤くして、ぷいと横を向いた。

　高嶋は、憎まれ口を聞く慎一が可愛くて、彼を溺愛している九条の爺さんと同じようなことをしてるらしい自分が可笑しくて、思わず笑みがこぼれる。

　慎一の言う『おじい様』が、あの身内にすら畏れられている九条翁だということを知ったのは、つい最近のことだ。





　先月、学院史関連の仕事で久しぶりにあったステファノ時代の旧友と、仕事終わりに飲みに行ったときのこと——。

「今回は理事長もかなり懐が温かいみたいで、やりやすかったよなー」

　高嶋の同級生で、印刷会社に勤める落合が、ご機嫌でグラスを空ける。

「だな。最初は予算渋かったのに、夏休み明けかな？　急に太っ腹になっててびっくりしたよ。予想以上に集まったみたいだな、寄付金」

　聖ステファノ学院の学費は高い。

　寮費やその他、学院に通う良家の子息たちが快適に暮らす為の経費を含めれば、庶民はもちろん、その辺の小金持ち程度ではとても六年間払い続けられる金額ではない。

　当然学院の生徒の親は皆ある程度以上の資産家だから、折りに触れ集まる寄付金の額も大きい。

　今回も、創立一五〇周年の記念行事に合わせて、在校生の父兄のみならず、存命している卒業生全員に寄付を募る封書を送っていて、高嶋の所にもそれは届いていた。

「ああ、それな！　学院の経理やってる奴に聞いたんだけど、二学期が始まる前にある父兄からさ、追加で三〇〇口だって。笑うだろ？」

「え、……一口いくらだっけ？」

　知っていたはずだが、自信がなくなって思わず確認した高嶋に、もうかなり出来上がっている落合が笑いながら答える。

「十万だよ！　三〇〇×十万ってさー、ははっ、いくらだっけ？」

　笑い上戸だったか、こいつ？と思いながらも、こっちまで笑ってしまう金額だ。

「それも、追加でだぞ。最初の募集の時もけっこう出してたらしいってのに。もーさ、金のなる木じゃん」

　経理の奴がそんなの部外者にぺらぺらしゃべっていいのかよ、と思いながらもそういう下世話な話ほど、つい話したくなるのも分かる。

「まぁ、今在学中のやつらの父兄なら、ありか。近年にない当たり年だからな」

「おー、お前の従兄弟くんも居たろ？　大病院の御曹司」

「あいつは去年卒業したぞ」

「そうだっけ。ま、それでも寄付はしてくれてんだろ」

「まーな。してると思うよ。叔父さんそういうのケチらない人だから。でも、そんだけの金額ぽんと寄付してくれるって、どこだよ。御堂か、茨木グループ辺り？」

「あー、ここだけの話だぞ？」

　今までの軽い調子から一転、顔を寄せて真顔になった落合。こっからはマジで御内密にって奴か。でも、しゃべりたいんだな？　わかった。

　高嶋は一応神妙な顔を作って、頷いてやった。

「九条の爺さん」

　声を潜めて、にやりと笑う。

「は？　孫はもうとっくに卒業してるだろ？　俺らの一個上にいたよな。そこのおぼっちゃん」

　九条義経だか宗篤だか、お公家さんかよって名前の先輩がいた記憶はある。生徒会役員ではなかったが、九条の孫だってだけで誰もが知ってる有名人だ。

「いや、そいつじゃなくてさ、まだもう一人外孫がいるんだよ。京都に嫁に行った娘の子どもなんだと」

　そう言えば——、九条篤伴の娘が駆け落ちしたという話は、聞いたことがあった。

　その家柄と才覚を武器に、戦後の混乱期から高度経済成長の時代に莫大な富を築き、長きに渡って日本経済と政界を裏から牛耳っていたという、今やレジェンド級のフィクサー。もうとっくに隠居の身らしいけど、いまだに莫大な資産と太い人脈を握ってる食えない爺さんだ。旧華族の名家の出身でありながら、裏社会にも通じた影の権力者。

　その家族にすら心を許さない冷徹な男が唯一溺愛していたのが末の一人娘で、その娘が家を出て行ってからは、家族をも寄せ付けずに広大な屋敷に一人で暮らしている。という話だった。

「駆け落ちした娘の子どもって、息子だよな。ステファノに入ったのなら。え、いま学院にあの爺さんの孫がいるなんて聞いたことないんだが」

「外孫だから、苗字違うだろ？　黙ってりゃわかんねーよ。隠してるみたいだな、奥ゆかしいこって。あのボンボンとはエライ違いだ」

　ああ、立派なのは名前だけで、九条の孫だからってだけでエラそうにしてたよな、あのセンパイ。影ではめちゃくちゃ嫌われてたっけ。と、苦笑いしながら、高嶋はグラスに残っていたスコッチを飲み干す。

「てか、娘の駆け落ち先って京都だったんだ」

　そこが、なんとなく引っかかった。

「そう、相手は京都の老舗和菓子屋の一人息子」

「——待て、その和菓子屋って、『菓匠 みなせ』とか言うんじゃ」

「お、正解〜。なんだ、知ってたのか？　さすがの九条翁も遠く離れた京都の老舗相手じゃ、潰したり圧力掛けたりまでは出来なかったみたいだな。あっちも結構肝座ってて、家出してきた九条の娘だって分かった上で堂々と嫁として迎え入れたらしいし。商才もあったみたいで、今じゃ、全国区の和菓子ブランドだ」

　高嶋は、頭を抱えてカウンターに突っ伏した。

「どした？ 酔いが回ってきたかー？」

　落合が笑いながら、高嶋の肩を揺さぶってくる。

（いや、醒めたわ。マジか——）

「でさぁ、その孫可愛さに、絶縁してた娘とも和解して、わざわざその孫こっちに呼んで学院に入れて、猫っ可愛がりしてるらしい。——まぁ、その話は、ほとんど知られちゃいないけどな」

　さすがに九条翁に纏わるこんな話は、うかつに口に出来ない。

　ここは高嶋たちの行きつけのバーで、程良く広くて、煩くない程度のＢＧＭ、こうして二人で話しこんでいれば、バーテンは距離を取り聞き耳も立てない。今は周りに他の客もいなかった。

　酔っていても、そういうところは抜かりないよな、こいつ。と思う。

　高校時代この男は風紀委員で、風紀委員長だった坂口の懐刀だった。情報収集能力は飛び抜けている。人の知らないことを知ってるのが楽しくてたまらんという類の人間だ。そういえば学生時代から、落合がよそでしゃべりたくてもしゃべれないこういう話を良く聞かされたよな。と思い出す。

　高嶋は昔から聞き上手で、尚且つ聞いた話を決して吹聴しないし、悪用もしない。ただ単に、自分が話すより人の話を聞く方が好きで、ゴシップには興味がないだけの話なのだが。そんな高嶋のことを、この男は、王様の耳はロバの耳の『穴』みたいに思っている節がある。

「だから、その孫が入学するときにもがっつり寄付したらしいよ。そうそう、その子って茶道部らしくてさ、芭蕉庵の維持・修繕費に充ててくれ。って去年もがっつり。そんで今回も、うちの孫が学院史を楽しみにしてるらしい。よろしく頼むぞ。ってがっつり。理事長、笑い止まらないんじゃね」

　と、げらげら笑いが止まらないのは、落合だった。

　——それってきっと、慎一が学院史作りの手伝いをしてることを、夏休みの帰省のときにでも、ぽろっと言ったかなんかした結果なんだろうな。と高嶋は思い当たる。

「まー、そのおかげで、学院史の制作費も青天井だろ？　うちに入る印刷費もさ。嬉々として打ち合わせしてるぞ、うちんとことお前んとこの担当者。紙媒体の業種には厳しいご時世だしな。今どきこんな潤沢な予算で好きにやらせてくれる依頼主なんていないから、すげーありがたい。ほんと孫息子様様だよなー」

　自分自身が大手印刷会社社長の御曹司のくせに、敵情視察だとわざわざ他の印刷会社に就職した落合。斜陽業界の中でも改革派で業績を伸ばしている会社にちゃっかり入り込んでいる。楽しく仕事できているみたいで何よりだが。

　今まで、落合がこうして勝手に漏らしていく情報が高嶋の仕事の役に立つことは多々あったが、——今回のこれは、知らない方が良かったんじゃ？　と思う。

　慎一の話に出てくる、『こっちのおじい様』が九条翁とか、何の冗談だ。というか、その可愛い孫の恋人が自分だと、あの爺さんが知ったら——。

（消されるんじゃないか？　俺）

　高嶋は洒落にならない想像に、再び頭を抱えた。





「食べないの？」

　乾杯したシャンメリーがまだ残っている高嶋のグラス。

　料理にも手を付けずにぼんやりとグラスを玩んでいた高嶋に、慎一が軽く首を傾けた。

「ん、食べるよ。——そうだ、お替りあるけど飲む？」

　空になった慎一のワイングラスを指して、高嶋が言う。

「うん」

　頷いた慎一に、高嶋は、新しいボトルを取ってきた。

「それって」

　高嶋がポンと、気持ちのいい音をさせて開けたのは、ロゼ・シャンパーニュ。本物のシャンパンだった。

　注がれた淡いピンク色の液体の中を、細かい泡が立ち上っていく。

「これなら、ビールより飲みやすいと思うよ。——クリスマスだし、家だし、まあ、一杯くらいならいいかなって。内緒な」

　前回の酔っぱらった慎一がめちゃくちゃ可愛かったので、つい、シャンメリーと一緒に買ってしまったシャンパン。

「うん。内緒だね」

　慎一は、ふふっと嬉しそうに笑った。


お酒は、弱いけど好き。というタイプかもな。と思う。ちょっとイケないことしてる感も嬉しいのか。可愛すぎか。



　やっぱこれは心配だなと、高嶋は、

「そ、二十歳になっても、俺と、家の中で。だけしかダメだからな」


一応念押しをした。



「えー。二十歳になったら、内緒にしなくてもいいんじゃないの？」

　と不服そうな慎一。そういう意味でじゃない。

　慎一は恐る恐るグラスに口をつけて、ん！と目を瞠った。

「スゴイ、美味しいこれ！　——あ、ちょっと喉熱くなるけど。うん大丈夫」

　にこにこ感想を言う。あーだめだ。何してても可愛いな、おい。

　一番甘くて飲みやすいやつを。と伝えたところ、店員が持ってきたボトルは中々のお値段だったけれど。良い買い物だった。高嶋は、今度から酒類はあのグロッサリーで買おう。と決めた。

　そうして、やはり我慢できずに慎一の隣に移動する。

「……また？」

「もう今度からは最初から横並びにセッティングするよ」

　グラスを持って隣に座り椅子を近づけた高嶋に、諦めたらしい慎一はテーブルの上の料理と、高嶋の取り皿をこちらから取りやすいように並び変える。

「これ、すごく美味しかったよ」

　言いながら、イベリコ豚のリエットを薄切りにしたバゲットに載せてくれた。

「ふふ、ありがとう。美味そうだ」

　手を出さずに口を開けたら、

「自分で食べてね。これは一口で無理でしょ」


呆れた顔で、高嶋の目の前の取り皿に置く。確かに、これは食べさせてもらいにくいか。と高嶋は、色鮮やかな野菜とエビのゼリー寄せを、指さした。



「んじゃ、これ」

「めんどくさい人だなぁ」

　ため息をついて見せながらも、慎一はそれを高嶋の口に運ぶ。

　その後も、慎一は自分が食べたり飲んだりする合い間に、べたべた自分にくっついてほとんど飲んでばかりの高嶋の口にも、せっせと料理を運んでいた。

「一人でもめんどくさがらずにちゃんと食べてる？　幸成さん」

　もともと酒が入ると摘まむ程度にしか食べない高嶋で、今は慎一に甘えて自分から料理に手を伸ばさないだけなのだが。

　男の一人暮らしだし食事はいい加減になりがちだ。忙しい時は、夜は缶ビールに適当なツマミで済ますことも多かった。

　その辺りはなんとなく慎一にもバレているようで、少し怒ったような心配そうな顏をする。

「忙しいときほど、ちゃんと食べないと」

　慎一はフォークを置いて、高嶋の顏を正面から見つめた。

　烟る睫の下の、濡れた黒い瞳。稚い子どものような無垢と婀娜あだな色香が同居した眼差し。

　こんなふうに見つめられた男がどんな衝動を覚えるのか、きっと彼はわかっていない。

　整った顔立ち以上に、目線とか仕草とか、雰囲気とか。無意識に醸し出す色香にあてられて、こっちはすぐに煽られてしまうというのに。

　祇園一の名妓だったお祖母さんに似たのか、これは天性のものだろう。

　男でもこれなのだ。女だったらとんでもない『魔性の女』になっていたに違いない。高嶋は慎一が男で良かったと、しみじみ思う。

　ふと、高嶋の脳裡に、昼間見かけた吉見と慎一の姿が浮かんだ。

　いや、男でも、とても油断なんて出来ないな。と、押し殺したはずの昏い感情が頭を擡げる。

「大丈夫だよ。——それより」

　高嶋は、両手で慎一の頬を包む。

「悪い子だね、慎一は」

　一杯だけと言いながら、慎一のグラスには二杯目のシャンパンが注がれていて、もう半分以上なくなっている。飲みやすくとも、シャンパンのアルコール度数はビールの比じゃない。

　視線を合わせたまま唐突に言われた言葉に、高嶋を見つめる慎一の瞳が揺れた。少し赤くなって潤んだ目元、上気した頬——。

「え…？　何、が？」

　訝しげにも不安げにも見えるその表情すら、色っぽくて。

「俺以外の男を、こんな風に見つめちゃ駄目だって、言っただろ？」

　高嶋は、噛みつくように唇を奪った。






＊　＊　＊






　突然、噛みつくようなキスをされた。


慎一は高嶋の肩を押し返そうとするが、びくともしなくて、腰に回された手と慎一の後頭部を掴んでいた手は、余計に強くなった。



　さっきのいちゃいちゃムードから一転、慎一には何が高嶋のスイッチを入れたのか全然わからなかった。

　お酒のせいもあるのか、セックスの最中のような濃厚なキスに、頭がぼうっとして顔が熱くなる。——こんなの、下半身にも熱が集まってしまう。

「んぅ…、や」

　顔を背けてようやく外れた唇から、か細い声が漏れた。

　額をつけたまま、まだ唇が触れる距離で高嶋が囁く。

「昼間、来てただろう？　——吉見くん、だっけ」

「吉見、先輩？」

　慎一は、ぼうっとした頭でオウム返しに答えながら、昼間のことを思い出す。あれは、高嶋が来る前のことだった。

「どうして、知ってるの？」

「本当は、もっと早くに着いていたんだよ。でも、君は忙しそうだったし、まだ時間も早かったしね。少し時間を置いてから、迎えに行ったんだ」

　そうだったんだ。でも、吉見先輩が来てたことの、何がダメなんだろう。と、慎一は、ようやく顏が見える程度まで離れた高嶋を見つめる。

「自分に気がある男をそんな目で見るってことは、誘ってるのと同じことだよ？」

　嫣然と微笑む高嶋に、頬が熱くなる。

　誘っているのは高嶋の方じゃ、と思える色っぽい表情。でもその目は笑ってなくて、少し、怖い——。

　自分に気がある男って——。吉見に告白されたことを、知っているのだろうか。


慎一は、目を伏せて高嶋の視線を外す。



「そんなの、言い掛かりだ。——もうずっと前のことだし、別に付き合ってくれって言われた訳じゃない。彼はただの先輩だよ」

　嘘をついて誤魔化すのは嫌だったから、正直に言った。

「ふうん？」

　それを聞いて、慎一を見つめていた高嶋の眉が上がる。疑うようなその表情に、

「バザーに来てくれたＯＢの人と話もしちゃいけないの？　そんな目ってどんな目だよ？　お世話になった尊敬する先輩と、目も合わせるなってこと？」

　慎一は、かっとなってつい刺々しい言い方になってしまった。

「へえ、尊敬だけで、唇を許しちゃうんだ。それとも彼はそんなに特別な先輩だった？　もしかして、あれがファーストキスだったとか」

　いつもの柔らかい口調で、高嶋が嗤う。

　今まで自分に向けられたことのない冷たい微笑みに、血の気が引く。

　言われた言葉の意味がわからないまま、慎一の頭に、面倒くさげに電話一つでセフレを切り捨てた、あのときの高嶋の貌が浮かんだ。

「幸成さ…ん？」

「案外不用心だね、慎一は。芭蕉庵の待合は池の向こうの小道からはよく見えるんだよ。道沿いの木々の隙間から、ね」

　高嶋は、卒業式の日のことを言っているのだ。

　——そう言えばあの時、吉見が去ったあと、入れ違うように高嶋はやってきた。吉見とのやりとりを高嶋に見られていたんだと、ようやく慎一は思い至る。

　確かに、あのとき慎一は、吉見が望むならキス位しても構わないと思っていた。

　性的なことにも恋愛にもあまり関心がなく、そういった方面に初心うぶだった慎一は、それくらい大したことではないと思っていた。——そのあとの、高嶋とのキスを知るまでは。

「違う！　僕が初めてキスしたのは——」

　椅子を倒しそうな勢いで立ち上がり、慎一は思わず叫んでいた。驚いた顏の高嶋。

　キスのあと高嶋は、可愛かったから、ついね。と軽く言った。

　誰とでも簡単にキスするような子だと、思われていたんだろうか。——今でも？

「自分がそうだからって、僕までビッチ扱いするな！　あのとき先輩は頬に軽く口づけただけだ。あんたみたいに初めての相手にベロチューかますような、エロジジイじゃない！」

　叫んだ拍子に、ぼろぼろと涙が零れ落ちた。激昂した慎一の涙に、高嶋が動揺する。

「あ…、慎一、ごめ」

「触るな！」

　青くなった高嶋が伸ばした手を、慎一は思い切り払った。

「僕らが閉じ込められたあの倉庫だって、どーせあんたのヤリ部屋だったんだろ？　あんなとこ、あんた以外誰も使ってなかったよ！　あの下衆野郎が、馨を押し倒そうとした以外には！　そりゃ幸成さんしか、鍵の開け方なんてわかんないよね！　書庫の奥といい、あの倉庫といい、いったいいくつあったんだよ、あんたのヤリ部屋！　このヤリチン野郎！　くそドンファン！　最低！」

「し、慎一？」

　泣きながら真っ赤な顏で下品な言葉を投げつける慎一に、高嶋はおろおろするしかない。

　急に大きな声を出したからか、頭がふらついて、慎一は思わずしゃがみこんでいた。酔いが回ったのだという自覚はなかった。話が完全にすり替わっているということにも。

「もういやや……。全部言うて！　あんたのヤリ部屋だったところ！　全部潰したるから！———嫌やのに！　幸成さんが僕以外の誰かを抱いている姿なんて、想像したないのに！　あのときの二人の姿なんか、思い出したないのに！」

　床に頽れるように座ったまま、怒り泣く慎一を、高嶋が屈みこんで抱き締めた。

「ごめん、ほんとごめん。——俺が悪かった。ごめん、慎一。なんでもするから、許して」

「何したって、どうしたって、昔のことは変えられないじゃないか！ 僕には幸成さんだけなのに、あんたに抱かれた人間はいっぱいいて、僕は、その人達全部に嫉妬して、僕ばっかり、しんどくて、」

「そうだね。——ごめんね、慎一。ごめん」

　泣きながらずっと溜め込んでいた感情を吐き出す慎一を抱きしめて、高嶋はただただ、謝り続けた。





　そのまま、慎一が落ち着くまで、ずっと高嶋は抱きしめてくれていた。

　頭や背中を撫でる大きな手の温かさに、少しずつ、気持ちが落ちついてくる。

　きっとお酒のせいもあって感情が上手くセーブ出来なかったのだと、慎一は心の中で言い訳をした。

　——ひどいことを言ってしまった。こんなの八つ当たりでしかないのに。

　いまさらどうしようもない過去のことを詰なじって、蒸し返して。最低なのは自分だと、慎一はまた泣きたくなった。

「——いつでも居場所が分かって、毎日電話してくれて、いっぱい抱いてもらって、こんなに大事にされて。なのに、それでもまだ安心できなくて。変えられない過去に嫉妬して、ムカついて。———僕、頭おかしいよね」

　泣き笑いを浮かべた慎一を、高嶋はぎゅっと、強く抱きしめる。

「おかしくないよ。悪いのは、おかしいのは俺だから、慎一はいくらでも何度でも怒っていい。泣かないで、怒ればいいんだ」

　頭の上で話す高嶋の声が、優しく響く。

「ごめんなさい」

　消え入るような声で呟いた。

「謝らなくていい。謝るのは俺の役目だ。なんでも言いたいこと言って？　いくらでも俺に怒っていいよ。ごめんな。本当に俺は最低だった。安心させてやれなくて、ごめん」

　慎一は、高嶋の胸で首を振った。

　いつまでも不安なのは、高嶋のせいではない。慎一は、疑り深くて嫉妬深くて、好きになればなるほど不安になる、自分のこの鬱陶しい性格が大嫌いだった。

　だけど、慎一だって、いつも疑いや嫉妬にばかり囚われているわけじゃない。こんな風に、声を聴いて、触れ合って、いっしょの時間を過ごせて。それだけで幸せだと思う。

　高嶋を好きになって、両想いになれて、優しい幸せな気持ちの方が、大きいはずなのに。

　それでも慎一は、ふとしたきっかけで胸の奥に刺さった棘の痛みを思いだしてしまう。自分以外の誰かを抱く高嶋の姿が簡単に想像できてしまう。そんなことよりも、今と未来に目を向けようと、そう思っていたはずなのに。

　それなのに、また、駄々っ子みたいに泣き喚いて——。

　自己嫌悪に沈みこんだ慎一の顔を、高嶋が掴んで上げさせる。

「すぐに許して貰おうなんて思ってない。すぐに信じてもらおうともね。何度でも、何度でも謝るよ。——だから、お願いだ。見捨てないでくれ。慎一」

　いつになく真剣な顔で、許しを乞うように見つめる高嶋。

　いつもは魅力的に見えるその下がった目尻のせいで、困ったような情けない表情になる。高嶋も不安なのだろうか。と思う。

（僕に、見捨てられるかもしれない。って、心配なの……？）

　いつも穏やかで優しくて、大人の余裕があって、スマートな高嶋。なのに。

　慎一は、初めて高嶋をカッコ悪いと思った。すごく情けなくて、カッコ悪くて、愛しい———。

　知らず微笑んでいた慎一に、そっと高嶋が口づける。誓いのキスのような、唇を合わせるだけのキス。

「愛してるよ。慎一だけを」

　シンプルで真摯な、愛の告白。それをただ素直に、信じればいい。

　慎一は、そっと高嶋の背中に手を回した。





　コーヒーを淹れる良い香りで、目が覚めた。カーテンの隙間から差す光が、空気中の埃をちらちら煌めかせている。

　映画のワンシーンのような朝だけど——。

　慎一は、うつ伏せた身体を起こすことすら難しかった。身体が重くて、瞼が腫れぼったい。

　あのあと、結局そのままベッドになだれ込んでしまった。

　抱き合ったあと高嶋は、まだ酔いが抜けずに終わった後の脱力感でぐったりしてる慎一を、お風呂に入れて丁寧に浄めてくれた。

　そうしてベッドに戻って並んで横になり、優しく抱きしめられて。

　——そのまま眠りについていれば、きっと爽やかな朝を迎えられたと思う。

　けれど、せっかくお風呂入って洗ったのに、もう夜中だっていうのに、結局第二ラウンドに突入。

（幸成さん、絶倫すぎて怖いんだけど。まだ三十一だし、そりゃ枯れてはいないだろうけどさ……、でも、どうなん？　世間の三十男って、皆あんなに元気なの？）

　昨夜の高嶋は、慎一の想像の範疇を超えていた。

　慎一は溜息とともに、どうにか寝返りを打つ。お尻の穴だけじゃなくて、股関節痛いし、身体中がぎしぎし言う感じだった。

　さんざん揺すぶられて、搾り取られて、挿れられたまま気絶するように眠りについたのは、多分明け方に近かった。

「起きた？」

　掛布団の下、もぞもぞ動いた慎一に気付いたのか、高嶋が開けっ放しの襖の影から顔を出す。

　目が合ったのに、ぷいと顔を背けた慎一を、頭まで被った掛け布団ごと抱きしめた。

「おはよ。コーヒー飲む？　——一応身体は拭いたけど、シャワー浴びる？」

　でろでろのぐちょぐちょのままの真っ最中に意識を手放したのに、今も裸ではあるけど、慎一の身体はキレイになっている。シーツも。

「今、何時？」

　無理やり出した声は、詰まって、掠れていた。

「十時前。あー、先に水だな」

　高嶋はそう苦笑いして離れると、ミネラルウォーターのペットボトルを取って戻ってきた。蓋を外して渡され、慎一は身体を起こしてそれを喉に流し込んだ。

　乾いた喉を落ちていく冷たい水が気持ちいい。

　座り込んだ慎一を、ベッドに腰掛けた高嶋が抱き寄せる。裸のままの上半身に触れた高嶋の手に、慎一の身体がびくりと震えた。

　この大きな手は気持ちいいけど、——気持ちよすぎて、怖い。

　高嶋は身体を堅くした慎一の髪を撫でて、眦まなじりにキスをした。

「ごめんね。今日はもうしないから。……立てる？」

　慎一は、手を貸そうとする高嶋を押しのけた。

「大丈夫だから、服、取って」

　腰に布団を巻き付けて、赤い顏で言う。昨夜さんざん貪りあったのに、下半身を見られるのを恥ずかしがる慎一に、

「あー、だめだ。可愛いすぎる！」

　高嶋が、がばっと抱きついてきた。慎一は、高嶋の背中をがんがん殴る。

「ばか！　服とってってば！」

「服なんて着なくていいだろ？　俺達だけなんだから」

「うっさい！　離れろ変態！　——お腹痛いんだってば！」

「え？」

　その言葉に、思わず身体を離した高嶋を突き飛ばした慎一は、部屋の端に畳んで置かれていた自分の服を掴むと、トイレに駆け込んだ。




　しばらくトイレに籠ったあと、出てきた慎一はそのままシャワーを浴びに行く。

　浴室から出たら、昨夜来ていた部屋着は洗濯機に入れられていて、新しい着替えが用意されていた。こういうところはマメだなぁと思いながら、それを身につけてリビングに戻る。

　キッチンに立っている高嶋を横目に、慎一はソファのある方へ向かった。ダイニングとリビングは一続きで、キッチン側にダイニングテーブル。テラス側にソファが置いてある。

　身体もさっぱりしたから、新しい部屋着が気持ちよかった。冬仕様なのか、もこもこした生地は肌触りがいい。こういうデザインなのか、なんか大き目な感じだけど。と思いながら、慎一がソファに座ると、カフェテーブルの上にマグカップが置かれた。

「ありがと」

　顔は上げずに、ボソっと呟いてそれを手に取る。

　ゆらゆらと湯気が立ち上るミルクたっぷりのカフェオレ。カップも熱くなってるから、慎一は長めの袖を引っ張って伸ばした袖で、包むように持つ。

「甘……」

　ココアとかミルクティーは甘い方が好きだけど、カフェオレはあんまり甘くない方がいいのにな。と思う。

「甘すぎた？」

「うん、ちょっとね」

「入れ直そうか？」

「いい。——疲れてるから、やっぱり今はこれくらいの方が美味しい」

　僕の身体を気遣ってか、ミルク多めのコーヒー牛乳みたいなカフェオレ。この間来た時は、僕の好みの感じを分かってくれてたから、今日のこれはきっとわざとだ。

　前に買った色違いのマグカップを持って、高嶋が慎一の隣に腰を降ろした。

　高嶋がブルーで、慎一のはクリームイエロー。大き目のカップだから少し重いけど、取っ手が大きいから持ちやすい。

　高嶋のコーヒーはたいていブラックだ。

　こだわりがあるわけじゃなく、一日に何杯も飲むから糖分と脂肪分を取り過ぎないように。と、あと面倒だから。だそう。

　二人並んでただ黙ってコーヒーを飲んでいたけれど、徐に高嶋が口を開く。

「お腹、大丈夫？　整腸剤買ってこようか」

「全部出したら治った」

「……ごめんね。一応掻き出せる分は、掻き出」

　慎一は、高嶋の口を押さえて黙らせる。

（人が寝てる間に、何してくれてんの！）

　知識として、中に出されて放っておいたらお腹を壊すかもしれない。とは知っていた。

　前回はお風呂でちゃんと洗ったからか、なんともなかったけど。昨夜のはもう、何回分かわかんないし。て、量の問題なのかどうかは知らないけど！

「うー…」

　自分の思考が嫌過ぎて、慎一は抱きかかえたクッションに突っ伏した。その頭を、高嶋がおずおずと撫でてくる。

　——まあ、昨夜は、お互い色々盛り上がってしまったので彼だけのせいではないけど。

　クッションに顔を埋めたまま、横目で高嶋を睨む。

「今度からは、ちゃんとゴムして」

「はい」

　高嶋はしょんぼりと頷いた。




　昨夜から、慎一は何にもしてない。

　高嶋が学院まで迎えに来てくれて、クリスマスディナーとかあれこれ全部用意してくれて、至れり尽くせりだ。八つ当たりで喚き散らしても、それでも高嶋は優しくて。自分が悪者になって、ずっと謝ってた。

　普通なら、怒ったり、不機嫌になったりしてもおかしくないのに。と思う。

（大人、なんだよね、幸成さんは。僕と違って）

　慎一は、自分が高嶋と同じくらいの年で、恋愛経験の一つや二つあればなぁ。と思う。

　自分がもっと大人だったら——。もっと上手に、高嶋と『恋愛』出来るのに。と。

　慎一は、クッションを抱いたまま、高嶋の膝にころんと倒れ込む。ふっと、息を漏らすように、高嶋が微笑んだのが分かった。

　そっと慎一の髪に指を差し入れ、地肌と耳元を擽る。優しいその手の動きが心地良くて、眠くなってくる。

　犬か猫にでもなった気分。

　だけど、耳元から、首、顎を滑っていた指先が、ゆったりした部屋着の襟元から、鎖骨、その下へと、——官能的な色を帯びてくる。慎一の肌は、敏感にそれを感じ取った。

「今日はもう、しないって言った」

　その妖しさを振り払うように、慎一は身体をずらして高嶋の顏を振り仰いだ。

「しないよ。触れるだけも、だめ？」

　蕩けるような笑みを浮かべて、浮き出た鎖骨の上をなぞる。

　黙って目を伏せた慎一の睫に、高嶋は指先を滑らせた。

「お腹すかない？　食べられそうなら、朝ご飯買ってあるよ」

　もう朝ご飯という時間ではないけれど、確かにお腹は空いている。慎一が寝ている間に買い物に出たのだろうか。

「食べる」

「じゃ、あっためるよ。ちょっと待ってて」




　向かい合わせで挟んだダイニングテーブルの上に並べられた、遅めの朝食。

　コンビニのだけどね。と言いながら、高嶋はパンケーキをレンジで温めて出してくれた。ちゃんとバターとメープルシロップ付き。あとサラダとヨーグルトと。

　こっちも良かったらどうぞ。とサンドイッチもいくつか並べて、高嶋はそのうちの一つを手に取った。野菜ジュースとか、スムージーもある。

　コンビニはここから徒歩一分くらいのところにある。

　便利だけど、便利過ぎて困りものだな。と慎一は思う。高嶋の家でのご飯はコンビニ率が高そうだ。

「朝ご飯て、いつもこんな感じ？」

「かな？」

　曖昧に返事をした高嶋に、やっぱりこの人の食生活は不安しかないなと思う。

　慎一は、ここで一緒に住み始めたら簡単な食事くらいは作るようにしようと心に決めた。

　調理実習程度しか料理をしたことはないけれど、料理は嫌いじゃない。三食付きの寄宿舎生活だからする機会がなかっただけだ。手先は器用な方だから、多分大丈夫だろう。

「でも半々くらいだよ。近所に、昔ながらの喫茶店があってね。時間に余裕のある時は、そこでモーニング食べてから仕事に行くから。あと休みの日とかも」

　高嶋の会社は通勤ラッシュを避ける時差通勤を推奨していて、フレックスタイム制のため、朝は七時から十時までの間に出勤すればいい。

　車で通勤している高嶋は、その日の予定に応じて適当な時間に出勤するが、何もなければ大体九時くらいに着くように家を出ている。

「へぇ、そうなんだ。モーニングってなんか大人な感じ」

「ははっ、そう？　ジジクサいって言われるかと思った」

　高嶋が、サンドイッチを片手に笑う。

　起き抜けのままの頭は、いつも後ろに流して整えてる少し長めの前髪が、自然に額に掛かっていてラフな感じ。いつもよりも若く見えるな。と思う。

　慎一には新しい部屋着を出してくれたけど、高嶋は今日も昨夜きていた部屋着と同じ。薄手のカットソーの上に、ゆるっとしたカーデガンを羽織って、下のスウェットパンツは前と同じものだ。

　全部何の変哲もない、量販店に売ってそうなフツーのやつ。オッサンが着てたら、間違いなくだらし無く見える組み合わせ。

　慎一は密かに、高嶋にダサいカッコさせたい。と思っていたけれど、何着てもカッコいいから無駄だな。と諦めた。

「京都の家の近くにもね、おばあちゃんたちが昔から通っている喫茶店があって、いつもは朝早くから立ち働いてる二人が、お店が休みの日にはいつも、少しゆっくりめの時間にモーニングを食べに行ってたんだ」


高嶋は二杯目のコーヒーを淹れながら、慎一の話を聞く。



「休みは水曜日だったから、僕が小学校へ出かけるのと同じくらいのタイミングで家を出て。夏休みとか、学校が休みのときには一緒に連れて行ってもらえてさ。それが凄く楽しみだったんだ。——モーニングセットはコーヒーだけだったから、僕はいつもジュースと、サンドイッチかホットケーキで。だから、おじいちゃんおばあちゃんが頼んでたモーニングが、その頃は凄く大人の食べ物に見えたんだよね」

　そう言ってパンケーキを頬張った慎一に、高嶋が微笑む。

「ふふ、なるほどね。——じゃあ、明日の朝、一緒に行ってみる？　あ、でもそこ禁煙じゃないから、ちょっと煙草臭いかもしれないけど」

「大丈夫。別に煙草苦手じゃないし。家の近所の喫茶店もそうだったよ。そういう煙草の匂いも、大人な空間って感じだった。なんか懐かしいかも」

「じゃあ、明日の朝は一緒にモーニング食べてゆっくりして、それから東京駅まで送っていくよ。駅周辺をぶらぶらして、帰省のお土産とかも買いに行こうか」

　新幹線のチケットの時間はお昼過ぎだ。それまでは、一緒に居られる。

「うん」

「ほんとに、今日はどこへも出掛けなくていいの？」

　高嶋が確認するように聞いてくる。

　ここに泊まりにくる約束をしたとき、どこか行きたいこととかしたい事はないかと聞かれたけれど、慎一は家に居たい。と答えた。

　別に行きたいこともしたいこともないと。じゃあ、また家で映画でも見てまったり過ごそうか。ということになったのだけど。

　高嶋的には、久しぶりのデートなのに、せっかく時間もあるのに、そんなのでいいの？　という感じだった。

　最初は温泉旅館にでも行こうか。と誘われたけれど、そのあと帰省で、新幹線に乗って京都まで帰らなければならないのだし、あんまり移動したくない。と断った。

　社交的で活動的な高嶋と違って、慎一は、もともと出不精というか、そんなに出掛けたい方ではない。

　いつも一緒に居たら、休みの日くらい出掛けたりデートらしいことをしたくなったりするのかもしれないけれど、たまにしか会えないのだから、ずっと一緒に二人きりで過ごしたい——。

　なんて、恥ずかしくて言えないけど。

「うん。まだ少し眠たいし。幸成さんもあんまり寝てないでしょ？　食べ終わったらもうちょっと寝よ？　で、起きたらケーキ食べる。美味しそうだったよね。苺たっぷりで。昨夜のお惣菜がまだ残ってるなら、お昼はそれでいいし」

　用意してくれていたケーキはカップル用なのか小さめだけど、苺と生クリームたっぷりの可愛いホールケーキだった。

「ああ、昨夜の残りけっこうあるしね、冷蔵庫に。ケーキも。じゃ、そうしよう。紅茶も買ってあるし。ふふ。それまでは、一緒に二度寝だね」

　嬉しそうにニヤける高嶋を、つい冷たい目で見てしまう。

「お触り禁止で」

「……了解です」

　神妙な顔で、高嶋は両手を上げた。





　そのあとは、二人でベッドに潜りこんで二度寝をした。

　お触り禁止を了解しておきながら、お布団の中でぴったり密着してくる高嶋を睨んだら、触ってはいない、くっついてるだけ。と屁理屈を並べて、抱きしめていた手先を浮かせて誤魔化す。

　それでも言葉どおり大人しく目を閉じた高嶋。がっちり抱き込まれてはいても、不埒な手の動きはなくて、高嶋の大きな身体に包まれて、伝わる体温が気持ち良くて、その心地よさに浸っているうちに、慎一も眠りに落ちていた。

　次に目を覚ましたときには、もうお昼を過ぎていて、二人で昨夜の残りとケーキを食べた。

　小さいとはいえ、二、三人分のホールケーキの大半を一人で平らげる慎一の様子を、にこにこと見守る高嶋。

「これ、めちゃくちゃ美味しい」

　鮮度が命の生クリームだけど、翌日食べても全然大丈夫だった。

「ふふ、このケーキも、パティスリーのじゃなくて料理を作ってくれたシェフ作なんだ。小さな店だけど、料理はもちろんデザートも美味しくて人気なんだよ。今度また、店にも食べにいこうな」

　言われてみれば、いい意味で凄く手作り感のあるケーキだった。スポンジ部分は、卵とかミルクとかバターの風味がしっかり感じられる甘さ控えめの重めの生地。その分たっぷり塗られた生クリームはしっかり甘くてクリーミー。大きな苺がたっぷりで、表面だけじゃなく間にもぎっしりサンドされている。

　高嶋が用意してくれていた紅茶は、馨のお母さんお気に入りの紅茶で、生徒会室にも置いてあったやつだ。慎一もそこでご相伴に預かって以来お気に入りで、京都の祖母や母にもあげてみたら同じく気に入ってくれたらしく、水無瀬家でも定番になっている。

　ベリー系のフルーツと甘い花の香りのそのフレーバーティは、スイーツと一緒にストレートで飲むと美味しい。

　キッチンの上の棚には、高嶋の普段飲んでいるコーヒーの缶の隣に、慎一のためのスティックシュガーとその紅茶の缶が置いてあった。

　ちらりとそこに目を遣った慎一の頬が、思わず緩む。こんな風に、この家に自分用のものが少しづつ増えていくのは、嬉しかった。

「夕食は何食べたい？　どっか予約しとくよ。寿司でも、肉でも。なんでも好きなので」

「外で食べるより、家がいいな。夕方スーパーに行こうよ。鍋とか？　なら作れると思う」

　そう言った慎一に、高嶋が一瞬固まる。

　あれ？　鍋とか苦手な人だった？　失敗したかな。と思ったけれど。

「ちょっ、何その、幸せ過ぎる夕食……」

　感無量。という様に天を仰ぐ高嶋。


大げさだな。と呆れつつも、夕食は鍋で異存はないらしい高島にホッとする。



　至れり尽せりで、慎一のためにお金も暇も惜しまない高嶋の気持ちは嬉しいけど、してもらってばかりなのはやはり気が引ける。

　慎一は、やってもらって当然というタイプの人間ではなかったし、経済力も包容力もある年上の恋人に、頼り切ってしまうのは嫌だった。

　一緒に買い物に行って、ご飯作って、一緒に食べる。そういう普通のことで十分だ。

「あ。それと、」

　食べ終わった慎一は、席を立って自分の鞄から綺麗にラッピングされた袋を取って戻る。

「クリスマス過ぎちゃったけど」

　慎一がクリスマスプレゼントを差し出すと、

「ありがとう。——じゃあ、プレゼントの交換だ。クリスマスっぽいな」

　高嶋もプレゼントの包みを持ってきた。

　テーブルの上を片付けて、二人で同時に包みを開ける。——こういうの、子どもの時以来かもしれないな。と思う。

「ふふ、なんかワクワクするね」

「だな」

　プレゼントを開ける前から嬉しそうな慎一に、高嶋が目を細めて小さく答える。

　高嶋のプレゼントは、スマホケースだった。

　彼は、お揃いだよー。と、もうそれを着けていた自分のスマホを見せてくる。本革の大人っぽいデザインだけど、色は鮮やかなブルー。パッと見は分からないが背面にカードポケットが付いている。高嶋は、家のカードキーを入れてるようだった。

「この家の鍵、そのまま持っててね」

　そう言われて、慎一は早速ケースを付け替え、高嶋から預かっていたカードキーを入れた。

　二枚入れられるようになっているから、その上に学生証のＩＤカードを入れた。寮の部屋のキーでもあり、学院の通用門のゲートキーでもある。翳すだけでいいから、ここに入れておくと便利かも。

　慎一のプレゼントは、ベタだけどマフラー。なんとなく、身につけて貰える物がいいな。っていう、ただそれだけの理由だ。

　一応肌触りには拘ってカシミヤだけど、無地のチャコールグレーだから超地味。でも上品だし、飽きも来なくて長く使えそうな気がしたから。

　それと。


慎一は、そのマフラーの間にアンティーク着物の端裂はぎれで作った小さな熊のチャームを忍ばせておいた。



　生徒会ベアの縮小版だけど、小さい分こっちの方が難しかった。小さく作ったせいで二等身になったちびちびベアは、ちょっと可愛いすぎるフォルムになってしまったけれど。手触りが良いねとマフラーを広げた高嶋は、すぐにその小熊に気付く。

「これ、手作りだよね」

「バザーの小物作りのついでにね。端裂、余ったから。——そっちはオマケだよ」

　マフラーよりも、そっちの方が嬉しそうな高嶋。

「どこに付けようか」

　細いチェーンの輪っかを摘まんで小熊を揺らして見る高嶋が、可愛い。

　一応地味目の端裂を選んだけど、いい年した大人の男にこんなもの、嫌がらせでしかないのに。


それでも慎一はそれを、少しでも目立つところにつけて欲しいと思ってしまう。手作りのくまのチャームなんて、彼女にもらった物にしか見えないだろうから。少しでも虫除けになれば。という意図が見え見えだ。



「家の鍵はカードキーだしなー。あ、車のキーなら付けられるか」

　早速玄関のキートレイから、車のキーを取ってきて付ける。

「はは、可愛いな。これなら、ほぼ毎日持ち歩くからいつも一緒だ」

　車のキーにぶら下がるクマのマスコットを見て、恥ずかしげもなくそう言った高嶋の笑顔が、嬉しい。

　———何をしても怒らない高嶋が冷たい貌を見せたのは、昨夜の、吉見とのことを持ちだしたあのときだけだ。

（あれは、……嫉妬だよね？）

　冷たかったのは怒っていたからで、慎一への気持ちが冷めたからじゃない。高嶋を怒らせるのは怖いけれど、それが嫉妬なら、独占欲なら、嬉しいと思う。

　好きで好きで、大好きで、バカみたいに夢中なのは、きっと自分だけじゃない。

「ありがとう。慎一、嬉しいよ」

　本当に嬉しそうな高嶋。

　なんとなく甘えたくなって、立ち上がり、側に寄っていった慎一を高嶋が抱き寄せる。

「卒業まで、もうあと三ヶ月だしね。待ち遠しくて寂しくて死にそうだけど、これでちょっとは耐えられるかな」

　そう言って、キーにつけたベアにキスをした。

「目の前に本物がいるのに、そっちにキスするの？」

　じっと見つめながら、首を傾ける慎一。

　こんなふうに見つめるのは、高嶋だけだ。他の男の顔に、見惚れたことなんてない。

「じゃあ、キスしてよ。慎一」

　椅子に座ったままの高嶋が、慎一を見上げた。

　いつでも、どこにいても、人の目を惹きつける魅力的な大人の男。その大人の男が、慎一だけに見せる、ちょっと甘えるような優しい笑顔。

（こんな顔、——僕以外の誰かに見せたら許さない）

　慎一は、両手で高嶋の頬を挟み、キスをする。

　触れるだけのキス——、なんてカワイイものじゃなくて、自分から舌を入れて、唇を噛んで。

　キスも、セックスも、何もかも高嶋しか知らない。彼が教えてくれたように、返すだけだ。

　目を閉じてキスをしながらも、彼が笑ったのが分かった。立ち上がった彼に包み込むように抱きしめられ、口づけは、どんどん深くなっていった——。





　一緒にスーパーに買い物に行って、二人で鍋を作って、食べて。一緒に洗い物をして。

　慎一の提案した、おうち鍋をいたく気に入ったらしい高嶋は、いいなぁ新婚みたいだ。と終始ご機嫌だった。

　今も、慎一がお風呂に入っている間、コーヒーを片手にニュース番組を見ていた高嶋は、隣に戻ってきた慎一の湿った髪を撫でて、にこにこしてる。

　外食やコンビニ飯ばかりだと、栄養も偏るし経済的じゃないし、何より飽きる。せっかくちゃんとした設備があるんだし、ここの台所、僕が使ってもいいよね？　と言ったら、高嶋は、もちろん。と破顔した。

　また必要な食器とか調理器具とか、買いに行こうな。だって。すでに充分揃ってるんだけどな。と、慎一は少し呆れた。

　彼の伯父夫婦が以前に住んでいたというこのマンション。余分なものを置いていったと言っていたけど、ここに住む高嶋のために置いていってくれた。という方が正解だと思う。

「せっかくこんなに住みやすい家なのに、全然活用できてないね。幸成さん」

「家なんて、寝に帰ってくるだけだしな」

「休みのときは？」

「寝たいだけ寝て、起きたら出掛けるかな。家に一人でいてもしょうがないだろ。たいてい、誰かしらから誘いがあるし。飯食うなら、誰かと外で食べた方が楽だし美味いしね」

　なるほど。高嶋らしいといえば、らしいな。と思う。

「あ、誰かって、ただの友達とか仕事の相手とかだからね。もうそういう付き合いは一切してないから！」

　急に慌てて、言い訳をする高嶋。

　慎一と付き合う前は、高嶋にはセフレがたくさんいて、そういう相手には不自由していなかった。彼は『成功した青年実業家』で、この容姿だ。その上バイだから、群がってくるのは女だけじゃない。


人懐っこくて博愛主義的なところのある彼は、ひと肌の温もりやセックスが好きで、近藤曰く『性的なモラルが欠如している』らしいから、愛がなくても平気で抱ける。




人たらしで、来るもの拒まずで、ほんとタチが悪いな。とは思う。



　でも、彼は嘘をつかないし、駆け引きもしない。残酷なくらい正直な人だから、文字通りのセックスフレンドに、身体の快楽以上を求めも許しもしなかった。


それは恋ではなかったから、彼に『恋人』はいなかった。きっとそれが、彼なりの線引きだったのだろう。




不道徳ではあったけれど、少なくとも不誠実ではなかったと、慎一はそう思う。木崎辺りには、一笑に付されそうな甘い考えかもしれないけど。



「別に疑ってないし」

　そっけなくそう言った慎一に、高嶋は背中から覆いかぶさるように、腕を巻き付けた。

「この家に慎一が来てくれたら、休みの日は慎一とずっと一緒にいるよ。夜もなるべく早く帰ってくるし」

　やきもち焼きの恋人のご機嫌を取るために？　と一瞬思ったけれど。

「あー、もう絶対、春までにもっと社員増やして、俺の仕事は減らす！　もう休日出勤も残業もしたくない。毎日一緒に晩御飯食べたい」

　彼は、後ろから慎一の肩に頭をぐりぐり押し付けて、決意表明をする。

　慎一よりもずっと大きな図体をして、駄々っ子の様にそんなことを言う高嶋。


彼には、若くして成功した者にありがちな、不遜なところや驕ったところは少しもない。彼の仕事は、人と人とを繋いで、誰かを、皆を、喜ばせるためのお手伝い。彼は、『人』が好きなのだ。天職だよね。と思う。




仕事でもプライベートでも、親しい友人や、仲間が大勢いて、彼の周りにはいつも誰かがいた。魅力的な彼の周りには勝手に人が集まってくるのだろうと、慎一はそう思っていたのだけれど。



「毎日はご飯作れないと思うよ？　僕だって出掛けたりするだろうし、おじい様のところへもときどきは顏出さないとだし、大学が休みの時は、京都に帰省もするし」


嬉しいくせに、つい素直じゃない返事を返してしまう慎一に、



「いいよ。慎一の好きにして。君がここにいてくれて、ここに帰ってきてくれるだけで、それでいいんだ」

　彼は満足げに、嬉しそうに笑う。抱き込んで、頬を寄せる。

　高嶋は意外と寂しがりやで、ずっと年上で大人なはずの男の愛は、案外重い。——なんだ、お互い様じゃないか。と、慎一はなんだか可笑しくなった。

　心の底から好きになってしまったなら、恋愛経験のある無しも、年も、関係ないのかもしれない。恋しいと、一緒にいたいと思う気持ちは、きっと同じだ。


高嶋の大きな身体に包み込まれ、慎一は身体の力を抜く。



「帰ってくるよ。——ここが、僕たちの家になるんでしょ？」

　テレビの方を向いたまま、高嶋の胸に凭れてさらりと言った慎一の首筋に、高嶋は黙って顔を埋めた。抱きしめる腕が強くなる。

　慎一はその頭を、ぽんぽんと撫でた。

　この寂しがりやの恋人の心が離れていかないように、ずっとずっと、一番そばにいる。


絶対に、誰にも、この場所は譲らないから。







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寂しがりやの恋人　＊　ｆｉｎ



煙草の煙と、君と。










「…んっ、あ」

　慎一の中で果てた高嶋のものがずるりと引き抜かれ、吐息のような甘い声がこぼれた。


濡れたその声に、出したばかりのモノがまた張り詰めてゆく。



　——昨夜から、何回目だ？

　高嶋は、数えるのもバカらしくなるくらいの自身の熱に、失笑した。

　荒い息を吐いて脱力した慎一が、気だるげに額に張り付いた髪をかき上げ、高嶋をぼんやりと見上げる。緩く開いた唇は赤く濡れていた。

　滑らかな肌に散らばる白濁をさりげなく拭ってやると、潤んだ瞳が、羞恥に揺れた。

（誘ってるとしか、思えないんだが。——ったく、無意識だから、たちが悪いな）

　高嶋は付けていたゴムを縛って捨て、新しいものに付け替える。

　もう、終わりだと思っていたのだろう。慎一は高嶋のその動作に気付いて目を瞠った。

　逃げるように身体を引いた慎一の足を掴んで、開く。

「やぁ…も、…無理！」

　赤い顏で首を振って見せても、可愛いだけだ。

　どんな仕草も、声も目線も、ベッドの中で見せる姿態の全てが、高嶋を煽り欲望に火をつけるということに、当人は欠片も自覚がない。

　抜いたばかりでまだ柔らかい窄まりに、ローションを足しながら指を入れた。柔らかいけれど狭い中が、絡みつく。

　高嶋はその感触を楽しみながら、指の腹で少しふくらんで固さのある部分を押した。

「ひぁっ——、や、そこ、いやぁ」

「嫌じゃなくて、イイ、だろ」

　抱え上げた脹脛を舐め上げながら、微笑う。体毛は薄く、滑らかな肌。女のように柔らかくはないけれど、引き締まったその弾力にもそそられる。軽く歯を立てて、ぐっと割り開く。

「は、あ、幸成さん、」

　縋るように見上げる慎一、

「もうや…、んん！」

　やめてと言う前に、口づけでその言葉を飲みこんだ。

　慎一のイイところは、もう覚えた。少し奥の方にあるから、指よりもこっちの方が巧く擦ってやれる。

　口づけたまま、中を擦りながら指を抜いて、猛ったままの自身を突き入れた。

「———っ！」

　合わせた唇の隙間から、慎一の息を呑む声が細く漏れる。十分にほぐれて潤ったそこは、難なく高嶋を呑みこんだ。痛くはないはずだ。

　びくびくと身体を震わせる慎一を抱きしめて、腰を揺らす。

　高嶋は、繋がったその身体に口づける。頬に、耳に、首筋に、髪を梳いて、掌で指で、慎一の身体中を愛撫する。

　何もかもが、愛しくて、愛しくて——。

　離したくない。ずっと、繋がったままでいたい。

「は、慎一、愛してるよ。慎一」

　名前を呼んで、口づけて、全身で愛してると伝える。

「ん、僕も、すき…、あ、幸成さ…、すき」

　奥まで高嶋を受け入れて、揺さぶられながら、熱に浮かされたように、返事をする。朦朧として少し舌足らずになっているのが、可愛い。

　でも、———まだだ。まだ、これでは足りない。

　高嶋は二人の腹の間にある慎一のものを、包むように握る。

「や…、もう、出ないから」

　何度もいかされて、いくら若いとはいえ、もう射精は出来ないだろう。それでも高嶋の屹立に突き上げられて揺れる花芯に、触れたいと思う。

「やめ、触らな、んんっ…！　だめ、ああ！」

　激しくなった抽挿、高嶋のものに中のイイところを擦り上げられ、奥まで突かれて、さらに前に加わった愛撫に、今まで必死に声を押さえていた慎一の、箍が外れた。

「い、あああ——！　や、ん、ああぁ！」

　声をあげて鳴く慎一に、高嶋の頬が緩む。

「ん、気持ちいい？」

「イイ、ん、気持ち、い……、あ、いい、よ、幸成さん、もっと」

　慎一の声が甘く溶けて、感じるままに吐息を零す。もっと、と強請る。

「ふ、いくらでもあげるよ、いっぱい、気持ち良くなろうな」

　恥ずかしがって声を押さえている姿も、与えられる快楽に戸惑って身を竦めている慎一も可愛いけれど——。

「あ、ふぅ…ん、幸成さ、気持ちい…、すき、ああ、あぁ、いい。もっとして……、もっと」

　蕩けた目で高嶋を見上げ、しどけなく微笑む慎一の妖艶さに、高嶋の背中がぞくりとした。

　喘ぐ声が色を孕んで、固く枕を掴んでいた手が高嶋の首に回された。

　脚も、手も、身体も、全身を摺り寄せて絡みついてくる恋人のあられもない姿。

　高嶋は快楽に堕ち恍惚となった彼の媚態に、満たされる。ここまで堕として、愛し合いたかった。鎧わない、剥き出しの慎一が欲しい。

　——いくらでも、欲しいだけ、あげるから。

　笑みを浮かべ唇を舐めた高嶋の下で、慎一の啼き声が、高く響き出した。





（あー…、やばい。またやってしまった）

　昨夜に引き続き、慎一が意識を飛ばすまで止められなかった。

　高嶋は、さすがに慎一ほど若くはないので、昨日の今日ではそう何度も出ない。自分の回数的には二回だけれど。持久力はあるので、慎一のは空になるまで出させて、その後も、中でイかせまくって。

　ちゃんとゴムはしてたし、始めたのは日付が変わってからだし、……約束は破ってないよな？　高嶋は心の中で言い訳をした。

　隣で死んだように眠る慎一の髪を撫で、キスを落とす。

　高嶋は立ち上がり、温かい濡れタオルを用意して戻ってくると、起こさないようにそっと慎一の身体を丁寧に拭った。

　慎一以外には、こういう事したことなかったよな。と思う。

　終わったら、さっさとシャワーを浴びて家に帰る。同じベッドで眠ることもなかった。そもそも、ここまで夢中になって貪ったこともない。

　男相手のセックスは事前準備や事後処理がけっこうメンドクサイ。ということを、知ってはいるが、突っ込む方の自分にはあまり関係のないことだと思っていた。女相手なら、もっと手軽だったし。

　自分がこういう後処理をするのを慎一は嫌がるけど、高嶋にとっては、これも幸せな行為だった。起きてたら絶対にさせてくれないが。

　拭き終ったあと、抱き寄せて布団を掛けてやっても、慎一はまったく気付かずに寝息を立てている。

　昼間中途半端な時間に眠ってしまったからか、身体は疲れているが一向に眠気が訪れない高嶋は、ナイトテーブルの引出しを開けた。

　昨日から引き出しにしまい込んでいた煙草と灰皿を取り出して、煙草に火をつける。

　上半身を起こして、ヘッドボードに背中を預けた高嶋の方に、ん…と、吐息とともに慎一が寝返りを打った。

　高嶋は、無意識に擦り寄ってくる慎一の髪を柔らかく愛撫しながら、慎一から顔を背け、ふーっと遠くに煙を吐き出した。

　そういえば、煙草とセックスを覚えたのは、ほぼ同時だったな。と思い出す。

　高嶋の初めての相手は、十幾つ年上の従姉妹だった。





　渕上家の親族は多い。

　金持ちにはありがちだが、少しでも血が繋がっていればそれに頼ろうと、おこぼれに与あずかろうとする輩が大勢ぶら下がってくるからだ。

　従って、大きな法事のときしか見たことがない親戚というのが山ほどいる。

　高嶋の家は渕上の分家筋で、本家とは親戚といってもかなり遠い。だがその高嶋の家に、なぜか渕上本家の長女である幸成の母が嫁ぐことになった。一応恋愛結婚らしい。

　姉妹二人しか子どものいなかった渕上の本家。

　本来なら長女である幸成の母が婿養子を取って後を継ぐべきだったのだが、ぜひ婿養子にと望まれた男は、病弱な妹の方と恋に落ちた。

　いろいろすったもんだはあったらしいが、自由で奔放な長女が、じゃ、あとはよろしく。と高嶋の家にさっさと嫁に入ったおかげで、妹の恋は成就し二人は結婚。危ぶまれていた跡取り問題も、崇成が生まれて解決した。

　中二の夏、曾祖父の何回忌だかで久しぶりに会った年上の従姉妹と、なんとなく流れで寝た。

　夏休みだったし親も放任だから、海外から一時帰国していた彼女の家の別荘に入り浸って——、まぁ、いろいろ教えられた。

　彼女は、法事後の宴会のざわめきの中で年を聞かれ、中二だと答えた高嶋に、もうセックスした？　と耳打ちしてきたのだ。

　子どもの頃から成育は早い方で、体格も周りに比べて良かったし、その日も久しぶりに会う親戚の大人たちから、大きくなったなぁ、え、まだ中学生なのか？　と驚かれ、最近の子は発育がいいなぁ。と感心される。という反応を幾度となく繰り返された。うんざりするほど。

　その返しは、新鮮だった。

　性に奔放——平たく言えばビッチ——だったその従姉妹は、軽い気持ちで高嶋を誘ったのだろうし、既に精通を迎えていてそっち方面への好奇心の塊である青少年にとっては渡りに船だった。




　『自分だけが気持ちいい、独りよがりなセックスはしちゃだめよ』




　性行為の快楽を教えてくれたその従姉弟は、行為のあと、煙草の煙をくゆらせながら、何度かその言葉を口にした。

　若い男の性欲はとかく暴走しがちで、相手のことなどお構いなしに、自分の快楽のみを追い求めがちだ。

　彼女はその点だけは手厳しくて、自分を気持ち良くしてくれない相手と、誰がセックスしたいと思うの？と、嗤った。

　海外生活の長い彼女は、日本人の男は独りよがりだ。とよくこぼしていた。

　悦ぶ相手を喜ばない。セックスにすら貞淑さを求めて、恥じらいのある、気持ちよがらないマグロが好きなのだと、バカにしていた。快楽を知らない女の方が自分に都合がいいのよね。自分の下手くそさがバレないから。と。

　突っ込んで出して終わり。それで女は満足してるだなんて、バカじゃないの？　呆れたようにそう言って、煙を吐き出した。

　その当時の高嶋は、ふうん。と特に何の感慨もなくそれを聞き流していた。取りあえず、やらせてくれればそれで良かったのだ。彼女とのセックスは凄く良かったし。

　その時、彼女は吸った煙を口移しで、高嶋に吹き込んだ。

　思わず咽た高嶋に、ふふ、こんなガタイでも、まだまだお子様ね。

　そう言って、笑った。




　高嶋は、夏休み中彼女とやりまくったおかげで、すっかりセックスにハマってしまった。学院に戻って寄宿舎生活が始まると、当然欲求不満になる。彼女も帰国してしまったし。

　彼女と過ごしたある夜。

　ピロートークで、別にセックスは男と女じゃなくても出来るわよ？　と、そういう方面に明るい彼女は、男同士、女同士のやり方も教えてくれた。

　女同士はともかく、男同士はどうなんだ…。と思いながらも、好奇心と、性欲の方が優った。女同士のセックスは永遠に体験することは出来ないが、男同士というのは、あの環境ならいくらでもチャンスはある。その手の噂も聞いた事はあった。

　思春期の男子の巣窟だ、高嶋がその気になりさえすればいくらでも相手はいた。

　手近な人間と、相互オナニーのようなものから始まって、諸々試す機会はいくらでもあり、意外とそれに嫌悪感はなかった。さすがに挿入となると多少ハードルは上がるが、高等部へ上がってすぐに、キレイ系の先輩相手にそっちの経験も済ませた。

　高嶋は、相手の容姿にも拘りはなかった。

　行為そのものというか、味わう快楽が優先されるので、相手の容姿や性格に関してはえり好みしない。ただ、束縛したり、セックスの時以外にも付き纏ったり、恋人気取りの態度をとりそうな面倒な相手は避けた。

　あと、突っ込まれる側になることには大いに抵抗があったので、自分よりもガタイのいい相手ともしなかった。もともと男が好きな訳ではないから、ガチむち系に欲情はしないし。

　そうして気が付くと、サー・ドンファンなどという不本意な綽名をつけられ、近藤や、まともな感覚の友人たちから、盛大な溜め息とお説教をくらい続けるという高校生活だった。

（別に、こっちからお願いしたことなんて一度もないんだけどなぁ）

　立ち上る紫煙を見上げて一人ごちる。

　寄ってくる相手と適当にセックスしてたら、いつのまにかそんなことになっていただけで。

　まぁ、そういう相手に不自由しなかったその理由の一つに、彼女のその教えのおかげというのもあったのかもな。と思う。

　そこに恋愛感情はなくても、相手は人間なのだ。道具じゃない。

　当然相手も快楽を求めて自分を誘ってくるのだから、高嶋はその期待に応え、「お互いに気持ちいいセックス」をしてきたつもりだ。それが一度限りの行きずりの相手であっても。

　だが、セックスの誘いに乗っただけなのに、泊まって欲しいとか、一緒に眠りたい。などと言われるのには閉口した。終わったら、冷たい。とも。

　回を重ねると向こうの執着が増す感じがしたから、それが煩わしくて、なるべく同じ相手とは何度も寝ないようにした。

　行為自体が気持ち良ければそれで十分だろ？　と当時の高嶋は思っていた。

　だけど——。

　高嶋は、吸い終わった煙草を灰皿に押し付ける。消えた瞬間に、この煙草の少し焦げ臭いような独特の匂いが立ち上った。

（煙草くさいって、怒られるかな）

　そう思いながら、布団に潜りこみ、隣で眠る慎一を腕の中に囲う。

　最近は吸える場所も減って、家でときおり吸う程度だ。寝る前や、少し考えごとをしたいときに。

　一応持ち歩いてはいても、滅多に外では吸わない。喫煙所に閉じ込められてまで吸いたいものでも無いし。

　煙草は、もし仕事相手が喫煙者だった場合、こちらも喫煙者だと分かれば親近感を持ってもらえる。という、一種の営業テクみたいな役割もあった。

　喫煙者にとってはどんどん肩身が狭くなる最近の風潮だ。お互い喫煙者だと分かると、それだけで同志に会えたような親近感が生まれる。らしい。

　だから、未だに煙草を止められないおじさん世代には受けがよかった。

　高嶋自身はそこまで煙草に執着はないつもりだったし、慎一が嫌うならいつでもやめていいと思っていた。今まで彼の前で吸ったこともない。

　だけど、彼は煙草に嫌悪感はないようで、苦手じゃない。とそう言った。そのことに高嶋は、どこかでホッとしていた。いつでもやめられると思ってはいても、いざとなると寂しくなるものらしい。

（まぁ、慎一が言う事に逆らうつもりは微塵もないんだけどね）

　惚れた弱みだ。もし彼が高嶋の身体のことを考えて禁煙を勧めてきたら、きっと従うだろう。高嶋は慎一が望むのなら、どんなことでも受け入れるつもりでいた。

　彼を手放すこと以外は。

　高嶋は、腕の中の慎一に身体を擦り寄せる。

　滑らかで温かい人肌が気持ちいい。眠っている慎一の体温は高くて、爪先までほんわりと温かい。裸のまま寄り添い、愛しいひとの体温を感じて眠る。

　このひとときを、幸せだと思う。

　高嶋は、慎一と肌を合わせて、ただのセックス以上の快楽を初めて味わった。

　セックスをすることを、なぜ『愛し合う』と言うのか、初めてわかった。身体の快び以上に、心が満たされる。愛しいと思う気持ちが溢れて、その愛しさが絶頂にさらに拍車をかける。麻薬のように溺れて、我を忘れるほどに。

　だからまだ今は、享受できる快楽をつい求めてしまうけれど。

　腕の中の慎一の、規則正しい息遣いと体温。ようやく眠気が訪れた高嶋は、髪に顔を埋めてその匂いを吸い込む。


ただそばにいるだけで、満たされる。愛しいと思う気持ちが溢れてくる。



　この先何年、何十年経とうと、そのうち年をとって勃たなくなっても、性欲なんて枯れ果ててしまっても、彼を愛しいと思うこの想いが、枯れることはないだろうと、高嶋はそう思う。

　この体温が失われるまでは、ずっと———。





　＊　＊　＊




　目が覚めると、仄かに煙草の匂いがした。

　ほんのりと明るい室内、ぼんやりと顔を上げると、すぐそばに眠る高嶋の顏。腰に回っている高嶋の手の温度をダイレクトに感じる。お互い、裸のままだ。

（またかよ……。ほんとこのエロじじいは）

　慎一は、気持ち良さそうに眠る高嶋の顏を見て、ため息を吐く。

　昨夜も、途中から記憶が曖昧で、いつ寝たのか覚えていない。それでも身体はさらりとキレイになっていた。ローションやら何やらでぐちょぐちょだった、アノ部分まで。

　自分の身体を確かめて意識した途端に、慎一の顔に血が上る。

（終わった後の処理が丁寧過ぎるのって、逆に嫌がらせだから！）

　一回目は覚えていた。慎一の中で高嶋が果てて、そのまま、彼の身体が離れていくのが寂しかったのは否定しないけれど——。

（でも、やだって言ったよね?!）

　一回目も大概しつこかったし、自分ばっかりイかされて、気持ち良過ぎて苦しくて、必死に声を押さえていたのに。

　そこから、全然萎えてない高嶋のモノに再び突き上げられて、どうしようもなく気持ちよくて、慎一はそこで理性を手放してしまった。

　気持ちいい。しか、考えられなくなった——。

（ビッチ扱いすんなって、偉そーに言っておきながら……、しっかりビッチやん)

　恥ずかしくて、悔しくて、慎一は自分をしっかり抱き込んで眠る高嶋の鼻を、ぎゅーっと掴んだ。

「——ふがっ！　んん？　慎一？」

　分かりやすい豚っ鼻を聞かせてくれた高嶋に、慎一が吹き出した。

「くふっ、あはは、おはよう、幸成さん」

「おはよう、慎一」

　目覚めた高嶋は、お返しとばかりにきゅっと慎一の鼻先を摘まんで、それから、触れるだけのキスをした。

　あ——。

「煙草、吸った？」

「あー、ごめん。煙草臭かった？」

　そう苦笑いを浮かべた高嶋。

　煙草を吸う高嶋を見たことはなかったけど、この家には、微かに煙草の匂いが染みついている。

　一度染みついた煙草の匂いはなかなか消えない。最初は前に住んでいた伯父さんが吸っていたのかな。と思っていたけれど。

　もう随分前にやめたけど、慎一の祖母は煙草を嗜む人だった。慎一の前で吸うことはなかったけど、祖父母の家にはいまだに煙草の匂いが染みついていて、それは慎一にとってはどこか懐かしい匂いだ。

「ううん。嫌じゃないよ。僕けっこう鼻が利くっていうか、臭いに敏感な方だから、そういうの、すぐわかるんだ」

　そう、どっかで知らない人の匂いをつけて帰って来ても、すぐにわかる。

「それに——、そこ、煙草入ってるでしょ？」

　慎一はナイトテーブルの引き出しを指さした。

「ああ、知ってたんだ」

　閉まりきっていなかった引出し。朝感じたのは、きっとその隙間から漂っていた匂いだ。意外と吸い殻って匂いがきついから。

「吸い殻の入った灰皿、引出しの中に入れたら危ないよ？」

「だな。気を付ける」

　言いながら、高嶋は煙草と灰皿をナイトテーブルの上に出した。きれいなブルーのボックス。と、細身のシンプルなライター。

　高嶋は、開けっ放しの和室から見える、リビングの壁掛け時計に目をやった。

「八時か。そろそろ起きる？」

　抱き寄せた慎一の髪に顏を埋めながら言う、高嶋。

　……匂がれてる？　慎一はすーはーしてる変態を押しのけながら、叫ぶ。

「起きるよ！」

「んー…！　わかった」

　高嶋は伸びをしながら立ち上がって、ベッドの下に落ちていた部屋着を拾い集める。

　長くしっかりした手足。太ってるわけでも、マッチョでもないのに、骨格がしっかりしてるからか、凄く男らしい身体。着やせするタイプだよね。と、つい見惚れていた慎一は、振り返った高嶋に、はっと我に返る。

「はい」

　まっぱのまま拾った衣服を手渡され、そりゃそんな立派な身体なら、隠す必要はないでしょうね！と、下着もつけていない高嶋から目を逸らす。

　慎一は自分の貧弱な身体を隠すように、慌ててベッドの上でトレーナーを被った。

　骨格もひょろいし、食べても太らない体質だし、筋肉も付きにくい。運動神経は悪い方ではないけど、体力とか持久力が無い自信はあった。短距離のタイムは良い方だけど、中距離以上になると底辺だし。

　慎一は布団の中でごそごそと衣服を身に着けてから、起き上がる。

　高嶋はコーヒーをドリッパーにセットしてから、洗面所へ向かった。

　何度か泊まったら、高嶋の朝のルーティンも見えてくる。起きたらすぐに顔を洗って歯を磨いて、そのあとコーヒーを飲みながら、新聞を読む。かな？

　昨日慎一が起きた時には、ダイニングテーブルの上に新聞が置いてあった。

　へぇ、ちゃんと新聞を取ってて毎朝読んでるんだ。って思ってたんだよね。

　慎一は、リビングに出て、広い掃出し窓を大きく開けた。

「寒っ」

　温度差に一瞬身がすくむけど、良いお天気だし、外の冷たい空気も気持ちいい。

　真冬でも、やっぱり朝は空気入れ替えたいんだよね。そう思いながら、慎一は和室の窓も開けて部屋に風を通す。

「うわ、何、寒くないの？　慎一」

「んー、換気？」

「このマンションの空調設備ちゃんとしてるから、二十四時間オートで換気もしてるぞ？」

　新聞を持ってリビングに戻ってきた高嶋が、後ろから外を見ていた慎一の肩を抱く。

「ごめん、すぐ閉めるよ。なんか癖なんだよね。どんなに寒くても、天気が良い日はぜったい朝窓を開けて、空気を入れ替えるの」

　それは、祖父のルーティンだった。子どもの時は、冬とか寒くて嫌だったけど。

　日が昇る前から起きて仕事をしている祖父は、朝日が昇って明るくなったら、家じゅうの窓を開けるのだ。

　それが当たり前になっていた慎一は、寄宿舎の部屋でも、起きたらまず窓を開けて空気を入れ替えている。身に付いた習慣というのはなかなか変えられない。

「まあ、気持ちいいかもな。その方が」

　寒いだろうに、文句を言うでもなく、慎一の頭の上で高嶋がそう言った。

「でしょ？　もう、閉めるね」

　慎一は、開けた窓を閉めて回り、高嶋はコーヒーを淹れる。

　そのまま洗面所に行っていた慎一がリビングに戻ると、高嶋がダイニングテーブルの上に新聞を広げていた。傍らにはコーヒーカップ。

　ほら、当たりだった。と慎一は微笑む。

　テレビが時計代わり。というタイプではないのか、部屋は静かなままだ。

　二人なら、こういう静かな朝もいいな、と思う。

　実家でも、祖父母の家でも、朝はテレビから聞こえる音で時間を測っていた。天気予報が終わる頃に朝ご飯が出来て、このコーナーが始まったら、そろそろ学校へ行く時間。とか。

　台所にいるおばあちゃんが、その時間に流れるお決まりのメロディを聞きつけては、『慎一、はよ行く用意しよし！』って声を掛けてくるのだ。

　それぞれの家庭の朝に、それぞれのルーティンがあって、二人の生活が始まれば、二人なりのルーティンが出来ていくんだろうな——。

　そう思いながら、ダイニングテーブルに近付く。

　戻ってきた慎一に、高嶋は顔を上げ柔らかい笑みを浮かべる。

「慎一は、朝は何飲みたい？　コーヒーでいいの？」

　コーヒーメーカーのポットには、まだ一人分のコーヒーが残っているけれど。

「何でもいいよ。でも——。今日は近所の喫茶店に行くんじゃなかった？　幸成さん、コーヒー飲んじゃってるけど」

　慎一は冷蔵庫の横のストック棚から、勝手にミネラルウォーターのボトルをとって、開ける。冬だから冷えてなくていい。

「それはそれ、これはこれ。味違うから大丈夫。朝一に淹れるのは、いつもかなり薄めのアメリカンだしね。——着替えたら出ようか。お腹すいただろ？」

　高嶋はそう微笑んだ。





　そのあと二人は、一緒に喫茶店に出掛けた。

　昭和レトロな雰囲気の喫茶店。こじんまりしたその店の客の年齢層はかなり高くて、常連客が占める割合も高そうだった。喫煙率も。

　昔ながらの住宅街にあるからか、年配のご夫婦や、品の良いおじい様方が多くて、落ち着いた雰囲気のお店だ。

　席の間隔はゆったりしてるし、カウンターについている一人客が多いから、慎一たちが座ったテーブル席に煙が流れてくることもなかったし、店内が白く煙るほどでもない。これくらいなら全然平気だった。

　喫茶店と言うより、珈琲専門店という感じ。モーニングサービスのメニューは何種類もあって、トースト＆ゆで卵。という定番をベースに、サラダや、ヨーグルトや、ウインナーなどの付け合せのついたものや、トースト以外にもホットサンドや、ホットドックもあって。

　予想外に種類が豊富で美味しそうなモーニングのメニューに、慎一は真剣に悩み出す。

「どれも美味しかったし、好きなのゆっくり選んで。また次来た時に、違うのも食べればいいし」

　言われて、慎一は取りあえず一番シンプルなＡセットにした。高嶋も同じだ。


Ｅセットまであるんだよね。ここ。また今度来た時に違う奴を頼んでみようっと。と、慎一はメニューを戻す。



　ここのコーヒーはサイフォン方式で、慎一の席から、注文を受けたマスターが二人分のコーヒーを点ててくれているのが見えた。サイフォンって、科学の実験みたいで楽しいよね。と、慎一は、沸騰したお湯が上がってきて、それをくるくる掻き混ぜるヘラの軽快な動きをじっと見つめていた。

　そのまま、火を外して二杯分のコーヒーが下のポットに落ちる間に、焼き上がったトーストにバターを塗って。

　手際がいいな。と眺めていると、

「ここ、マスター一人でやってるんだけど、いつ来ても開いてるんだよね。不定休で定休日ってないんだ。働き者だよな」

　高嶋がそう教えてくれた。

　程なく運ばれてきたモーニングセットは、淹れたての香り高いコーヒーと、食べやすく縦に切られた山型食パンのバタートースト。薄めのトーストは軽く焦げ目がついていて、その隣には、半分にカットされたとろとろの半熟卵が添えられている。

　シンプルだけど。——これ、ぜったい美味しいやつ。毎日食べても飽きないやつだ。と、思わずテンションの上がる慎一の前に、高嶋が自分の分のミルクピッチャーを置いてくれた。

「ここのコーヒー濃いめだから」

　そうなの？　と首を傾けながら、慎一はまず自分の分のミルクと砂糖を入れて飲んでみて、——素直に高嶋の分のミルクを足した。

　二つ入れて、慎一にはちょうどいい感じだった。酸味が少な目で香ばしい深入り。うん、この系統は好きかも。

　その様子を見ていたのか、こっちにやってきたマスターが、黙って高嶋の前にもうひとつミルクピッチャーを置いた。

　どうも、と笑って軽く頭を下げる高嶋は相変わらずの人たらしだ。一見愛想のない固めの雰囲気のマスターが、いいえと微笑んで戻っていく。

「ここのはブラックで飲むより、ミルク入れた方が美味しいんだ。いつもミルクと砂糖入れて飲んでるから」

　そう慎一に肩を竦めてみせる。

　ざわざわと賑やかな話し声に溢れた街中のカフェとは違って、ここでは、みな静かに新聞を読んだり、時折マスターや常連さん同志で言葉を交わしたりして、静かに朝の一時を楽しんでいる。

　コーヒーの匂いと煙草の匂いが馴染んだ、落ち着く空間。モーニングは絶品だし。いいなぁ。と慎一は思う。なんだか大人になった気分。

「——家の近くにこういうお店があるっていうだけで、幸せだよね」

「ああ、ほんとにね」

　ぽそりと呟くように言った慎一に、高嶋が頷く。

　そのとき、一つ向こうのご夫婦のテーブルから、キンっという、小気味よい小さな金属音が響いた。

　モーニングを食べ終わったご主人が、煙草に火をつけようと開けたライターの音だった。ご主人は火をつけた後、軽くライターを振って蓋を閉める。

　その時にもチンとまた小さく音がした。慣れた一連の仕草が凄く様になっている。

（かっこいいな——）

　思わず盗み見てしまっていた慎一に、

「いい音だよな。近頃じゃ、あんまり聴かないけど」

　高嶋がそう言った。

「幸成さんは吸わないの？」

「今日は持ってきてないから」

　今日はってことは、普段は吸っているのだろう。慎一は気を遣われているのかな。と思う。

「吸ってもいいよ。僕の前でも。そういうの、僕あんまり気にしないし。——ずっと一緒にいるなら、我慢してても続かなくない？」

　慎一は当たり前のように煙草を吸う世代に育てられたせいか、喫煙者に対して寛容だ。

　身近に、ヘビースモーカーやチェーンスモーカーがいる環境だったし。

　近所のお爺ちゃんとかは、いつ見ても煙草を咥えていて、もの心つくかつかないかくらいのころには、それはそのお爺ちゃんの口から生えているものだと真剣に思ってたくらいで。

　佳乃さんとこのぼんは、ホンマかいらしなぁ、と、いつも頭を撫でてくれるそのお爺ちゃんの、全身に染みついた煙草の匂いも別に嫌じゃなかった。

　でも、後から聞いた話では、年とってからはさすがに医者に煙草を止められていたらしく、火を付けずにただ咥えてただけだったみたいだけどね。人前では。

「そうなんだ。てっきり煙草なんてやめた方がいいって言われるかと思ってた」

　高嶋が微笑む。ちょっと嬉しそう。

「ＴＰＯを弁えていればいいんじゃない？　健康には良くないのかもしれないけど……。それ言いだしたらキリが無いしね。ストレスとかそっちの方が体に良くない気もするし。程々なら、別に止めないよ。自分でやめようと思うなら、もちろんそれでいいけど。——僕に気を遣って、我慢しなくてもいいから」

「何その、すっげー出来た嫁感。感動のあまり抱きしめたいんだけど」

「嫁って言うな」

　じろりと睨んだけど、高嶋はにやにやしている。

「ふふ、そんなに本数吸う方じゃないし、程々だよ。ちょっとした気分転換っていうか。嗜好品だからね、コーヒー飲んだりする感覚と同じ。無くても生きていけるけど、無ければ、ちょっと寂しいかな。お許しが出て安心した」

　そう言った高嶋に、そんな笑顔でそんなこと言われたら、やめろなんて言えないし、言わない。もし自分がめっちゃ煙草嫌いでも、我慢しちゃうよね。と思う。

　そりゃ、元気で長生きはして欲しいけど、あれもダメこれもダメって言いだして健康オタクみたいにがんばったところで、人の寿命なんていつ何があるかわからない。

　それに、煙草の匂いを纏った高嶋は、嫌いじゃない。

　さっきのご主人みたいに、ううん、多分もっと、煙草を吸う高嶋はかっこいいだろうな。と思う。

　今度会ったときには、ゆったりと寛いで煙草を燻らす、そんな高嶋の姿を、目に出来るかもしれない。そんなふうに、自分の知らない高嶋の姿を、日々の積み重ねの中で少しずつ知ってゆけることを、幸せだと思う。

　慎一は高嶋に、自分と一緒にいるのが一番楽で、一番居心地が良いと思って欲しいし、慎一自身もそうなりたい。

　今はまだ、大好き過ぎて、一緒にいるだけでどきどきして、胸が潰れるくらい幸せで。お互いに空気のような自然体になれるまでには、まだまだ時間はかかると思うけど。

　いつかは——。


彼を包み漂う紫煙のように、自分という存在が、あの家に、彼の身体に、深く染み込んでしまえばいいな。と、慎一は、コーヒーと煙草の匂いに包まれながら、そう思った。








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　煙草の煙と、君と。＊　ｆｉｎ





You are my Valemtine.











中央棟セントラルのエレベーターを降りた慎一は、ちょうど玄関ホールに入ってきた御堂と目が合った。




今日は二月十四日。三年生はもう、卒業式まで自由登校になっているから、すでに家に帰省してしまっている生徒も多い。御堂は三日間の帰省を終え、今戻ってきたところだ。




慎一の方も今日から二泊の外泊届けを出している。理由欄には『帰省』と書いたけれど。




高嶋の車はもういつもの場所で待ってくれているはずだった。通用門を過ぎて少し上がった先のカーブの向こうに。




ニアミスしてるかもしれないな。と少し気まずく思いながらも、慎一はすれ違いざまに声を掛けた。



「おかえり。早かったね。馨はさっき類と食堂に行ったよ」

　バレンタインのスペシャルチョコレートパフェを楽しみにしている二人は、いつもより少し早めに、昼食に出かけた。

「ああ。——出かけるのか？」

　コートとマフラーで完全防備、バックパックを肩に掛けた慎一は、今から食堂へお昼を食べに行くようには見えないだろう。いつも無表情な御堂にしては珍しく、ふっと微かな笑みを浮かべて言った。


慎一が高嶋と付き合っていることは、生徒会メンバーにはバレている。




今日からの外泊も、今更だけれどなんだか気恥ずかしくて、馨にはつい、『おじい様のところに行く』って言ってしまったけれど。——すごく良い笑顔で、いってらっしゃい。と微笑まれた。



「うん」

　御堂にまで同じような反応をされてしまい、そそくさと行き過ぎようとした慎一の背中に、声がかかる。

「水無瀬」

　振り向いた慎一に、

「……あいつのこと、よろしくな」

　御堂はいつもの無表情でそう言った。


唐突な言葉だったけれど、慎一にはそれで伝わると御堂は知っている。微かに震えたその声に、その短い言葉に、隠しきれない彼の思いが透けて見えた。



　冬休みに入ってから、御堂は頻繁に家と寄宿舎とを行き来している。


彼は付属のステファノ大学には進まず、海外へ留学することになったと聞いた。その準備のためなのか、それとも他に何か問題でもあるのか。ここに戻ってきた御堂はいつも、ひどく疲れた顔をしている。



「お前に頼まれる筋合いなんかない。馨は、——僕の大事な友達だから」

「そうだな」

　冷たく言い捨てた慎一に、御堂は馨にしか見せたことのないような、優しい微笑みを浮かべた。

　成績は常にトップ。いばら姫を守る鉄壁の副会長。誰よりも優秀な彼は、妙に大人びていて、何を考えているかわからない。醒めた目をしたこの男の心を動かすのは、馨だけ。

　彼の家の事情は、九条の祖父から聞いていた。彼の立場ならそうするしかないという事も、慎一だってわかっている。


だけど。



「駆け落ちするなら、協力するよ」


驚いた顔の御堂。




思わず口をついて出たその言葉に、驚いたのは慎一も同じだった。



「——御堂の影響力がどこまでのものなのか、正直僕には分からないけど。九条の力もそう捨てたもんじゃないと思うよ？　おじい様が元気なうちなら、留学ついでに行方をくらませる事も、出来なくはない。もちろん資金援助もね」

　勝手に口から出た言葉だったけれど、もしもそうなったら、と考えたことがないわけではない。続いた言葉は適当な思いつきではなく、慎一には実現可能な提案だった。

「九条とは関わり合いになりたくないんじゃなかったのか？」

「関わり合いにはならない。可愛い孫のお願いを聞いてもらうだけだよ。——使えるツールを使うだけで、僕は痛くも痒くもないし。どうせ祖父が亡くなれば消えてしまう権力ちからだ。今のうちに使っておけば？」


慎一の祖父、九条篤伴は、すでに家督を長男に譲り隠居の身だ。だが、彼の個人名義の資産も人脈も、九条の力も、それらはまだ彼の手の中にある。慎一がそれを望めば、彼は喜んでその力を貸してくれるだろう。




祖父が亡くなれば、莫大な遺産を巡ってのいざこざに巻き込まれたくない母は相続放棄するだろうし、九条家の資産はそのまま伯父たちが受け継ぐだろう。けれど篤伴は、『九条翁』の権力まで譲るつもりはないと、そう言っていた。もう、そういう時代でもないし、彼らにはそれを引き継げるほどの器もない。と。



「俺は、水無瀬には嫌われてると思ってたけど」

　御堂はそう苦笑を浮かべた。

「お前のためじゃない」

　この男が、どんなに馨を大切にしてきたかは、知っている。誰にも傷付けさせないように、奪われないように、真綿で包くるむように囲いこんで守ってきたのだ。この六年間ずっと。


それなのに、結局この男は、馨の想いから目を背けて、馨を置いて行ってしまう。



「馨には、あいつを大切に思っている家族やたくさんの友人がいて、明るく幸せな未来がある。それを捨てさせろって？　……あいつを、道連れにすることなんて出来ない」


御堂が一緒に逃げようと言えば、馨はついて行くだろう。




今すぐ駆け落ちは無理でも、海外に留学するならそれに馨を誘うことくらいは出来るはずだ。まだ猶予はあるはずなのに、なぜ御堂は足掻こうとしないのか。



「ここを出たら——。俺はもう、ただあいつの幸せを祈ることしか出来ないんだ」

　誰もいない寄宿舎のロビー。


石造りの階段、ガラス張りのランドリールーム、古びたデザインの照明器具が下がる玄関ホール。それらを愛おしむように眺め、御堂はそう呟いた。




その諦観はどこから来るのだろう。




卒業と同時に、彼は遠い異国に旅立つ。その影と、想い出だけを道連れに。




遅かれ早かれ離れなくてはならないのなら。と、自分の決めたリミットを頑なに守る。そんな彼の、いっそ潔いほどの不器用さに泣きたくなる。



「やっぱり僕は、お前が嫌いだ」

　腹立たしくて、悲しくて、慎一は吐き捨てるようにそう言った。

「俺もだ」

　御堂は、くすりと笑って背を向けた。





「慎一くん！　会いたかったよ〜」

　少し遅れて待ち合わせ場所に現れた慎一を、高嶋はいつもの笑顔で抱きしめてくる。


いつもなら、外だから、学院のすぐそばだから、とすぐさま押し退けるところだけれど。




高嶋の体温は、波立っていた慎一の心を落ち着かせてくれる。離れたくなくて、そのまま抵抗もせずに素直に高嶋の腕の中に収まった慎一に、



「ん？　何かあった？　今日はなんだか大人しいね」

　高嶋はその頬を両手で包んで上向かせ、チュッと額にキスを落とす。それでも無抵抗の慎一に、心配げに顔を覗き込んでくる。

「……熱は、ないよね？」

「何それ」

　ムッとした顔の慎一に、高嶋はやっと安心したように、ふふっと笑った。

「——ないよ。元気。……遅れてごめん」

「全然。慎一を待ってるのは楽しいよ」

　そう言いながら助手席のドアを開けて、暖かい車内に慎一を乗せる。

　年が明けてから、何度かデートはしていた。もう必修授業はないから高嶋が休みの日にはいつでも会える。とはいえ、忙しい高嶋はなかなか連休が取れなかったけれど。

　今日明日の二連休を取るために、高嶋はかなり無理をしたんだろうな。と思う。

　本当は今日も、朝イチで迎えに来てくれる約束だった。


だけど慎一は、昨夜遅くに、『今日はつい夜更かししちゃった。明日の朝起きられそうにないからお昼過ぎに迎えに来て』と、メッセージを送っていた。



「ごめんね。お迎え遅くなって」


時間を遅らせたのは慎一なのに、なぜか申し訳なさそうにいう高嶋。



「先週から始まっているバレンタインイベントでね、今日がバレンタイン本番だってのに、昨夜はいろいろトラブっちゃって。どうにか朝までに収まりがついて良かったけど。——慎一のおかげでよく眠れて疲れも取れたよ。ありがとう」


慎一の夜更かしの本当の理由なんて、高嶋にはとっくにバレているようだった。



「今年のバレンタインは、色々なところでコラボやリンクをさせながら、大々的に展開しててね、消費が落ち込むこの時期に、バレンタインデイをもっと色々なアプローチで盛り上げようっていう、プロジェクトを立ち上げたんだ。チョコレート業界以外も巻き込んで、若い女の子だけじゃなく、もっと老若男女いろんな人が楽しめるように。で、そのプロジェクトの目玉が、昨夜トラブってたホテルでのバレンタインイベントでさ。もちろん準備万端だったはずなんだけど……。まぁ、今年初めての試みだしね。なんだかんだと当日トラブルは付きものだからなー、この仕事は」


聞いてもいないのに、詳しく説明をしてくれる高嶋。




昨夜の高嶋の動きは、スマホのＧＰＳでずっと確認していた。最初は、え、この時間にホテル？って、固まってしまったけれど、そのままずっとその画面を見ていた慎一は、高嶋の現在地マークが都心の高級ホテルを起点にあっちこっち移動していることに気づいた。そうしてやっと、これは仕事なのだと、わかってホッとした。




ホッとした後も、今度は、何かトラブルでもあったのかな？　と、それはそれでまた心配になって。結局朝の四時に高嶋が家に帰ったのを確認するまで、慎一は一晩中ストーキングしていたのだ。



「そうなんだ、大変だったね」

　慎一は内心の後ろめたさを隠し、にっこり微笑む。

「お昼まだだよね？　何か食べたいものある？」

「何でもいい」

「じゃあ、こっちの方に知り合いのビストロがあるんだけど、そこでいい？」

「うん」

「んー、一応予約入れといた方がいいかな」

　運転中の高嶋は、そう言いながらジャケットの内ポケットからスマホを取り出し、慎一に渡す。

「『麻生昴』のトーク画面開いてくれる？」

　パスコードも知っているし、指紋認証も登録しているから、慎一は高嶋のスマホを簡単に開くことが出来る。高嶋は仕事とプライベートのスマホを分けていないから、ここには彼の個人情報が全部詰まっていた。


まだ高校生の恋人にそんなに曝け出して大丈夫なのかと、こちらが心配になるくらい彼は無防備だ。



「三十分後に二名。席取っといて。って送っといて」

　雑だなぁと思いながらも、慎一は言われた通りに送る。一応『よろしくお願いします』のスタンプも添えて。

「送ったよ」

「ありがと」

　そのまま高嶋に返そうとしたタイミングで返信が来た。

「ん？　早いな。もしかして満席かなぁ。平日だし行けるかと思ったんだけど」

　そう言われて、思わず確認した画面には『了解』のスタンプと『おお、例の幼妻おさなづまか!? 』の後にハートマークが踊ってる。

「……予約は取れたけど」

　彼は周囲に自分のことをどんな風に話してるのだろう。と、スマホから目を上げた慎一は、運転する高嶋に胡乱な目を向けた。

「え？　何なに？　なんて言ってきたの？」

　焦った高嶋が手を差し出してきたけれど、

「運転中はスマホ厳禁」

　慎一は差し出された手を避けて、高嶋の上着のサイドポケットにスマホを落とし入れた。

「ちょっ、気になるんだけど！」


叫ぶ高嶋を無視して、慎一は黙って窓の外に目をやった。








郊外のこぢんまりした可愛いビストロ。その裏手にある店の駐車場に車を停めた高嶋は、すぐにスマホを確認して——、ハンドルに突っ伏した。




慎一はそんな高嶋を置いて、さっさと車を降り店の入り口に向かう。覗き窓付きの年代もののアンティークのドア。その扉にはクローズの札が掛かっていた。




あれ？　と首を傾けた慎一の前で、中からその扉が開く。



「ようこそ、お待ちしておりました」

　コックコートを着た大男。丁寧な挨拶に似つかわしくないニヤニヤ笑いを浮かべているが、この男がこのビストロのシェフらしい。彼は遅れて慎一の後ろに立った高嶋に、よう！　と手を上げた。

「待ってたよ、高嶋。やっと連れてきたな」

　短く刈り上げた髪に、無駄に厚みのあるガタイ。開けっぴろげな笑顔に、慎一は柔道部主将だった堀内を思い出す。多分同じような人種だな。と思う。デリカシーとは無縁な、わかりやすい体育会系。

「あー……、慎一。こいつはこの店のオーナーシェフの麻生。学院の同級生だよ。麻生、この子が」

「初めまして。例の幼妻です」

　歯切れの悪い高嶋の言葉を遮り、慎一はにっこり笑って自己紹介する。一瞬の間の後、高嶋は頭を抱え、麻生は腹を抱えて大笑いした。

　ひとしきり笑った麻生は、とりあえず飯だ飯！　と二人を席に案内した。

「悪いな、今日の分のランチはもう完売しちまったから有り合わせの賄い飯だよ。ま、味は一緒だ。量はサービスしといたから」

　そう言って、目の前にドーンとワンプレートランチが置かれた。

「デザートもよろしくな」

　そのボリュームに苦笑しつつも、高嶋が付け足す。

「おう、任せとけ。ちゃんと用意してるよ。んじゃ、ごゆっくり〜」

　ヒラヒラと手を振って、麻生は厨房へ引っ込んだ。


サラダと前菜と、メインの肉やらソーセージだかで溢れんばかりのプレートの横には、ゴロゴロと根菜たっぷりのポトフ。テーブルの真ん中に置かれたカゴにはパンが山盛り。



「多かったら残していいからね。無理しないで」

　高嶋はそう言うけれど。

「大丈夫。美味しいよ？」


いろいろ大雑把だけど、味は申し分ない。ボリュームはあるけれどしつこくない素朴な美味しさに、慎一はパクパクと順調に食べすすむ。



「料理は、美味いんだけどね……。あいつは学院時代からの悪友なんだ。お互い忙しくてしばらく会ってなかったんだけど、うっかり恋人ができたって言ったら連れて食べに来いってうるさくて。ごめんね、変なテンションで絡んでくるかもしれないけど、適当に流してくれていいから」

　そんなことを言いながら、苦笑混じりにため息を吐く。


だらしなく見えない程度にルーズな襟ぐりの薄手のハイネックセーターに、かっちりしすぎないツイードのジャケット。身につけている貴金属は腕時計くらい。




なのに、ゆったり目の襟からぎりぎり見える喉仏だとか、シーマスターのブルーフェイスが映える骨張った手首だとか、ふとした拍子にチラリと見える、誰にでもあるそんなパーツがいちいちエロくて。相変わらず無駄にフェロモン振りまいてるなぁ。と、思いながらも、目の前の高嶋にドキドキする。



　食事をしながら彼がしてくれた話によると、麻生はファミレスや焼き鳥屋から高級レストランまで手がける大手外食チェーンの経営者の息子で、中等部から大学まで高嶋と同じステファノだったのだが、卒業と同時に突然単身ヨーロッパに渡ったらしい。経営より作る方が性に合ってるから。と、武者修行と称してノープランで。

　そのままずっと何年も音信不通で、それが一昨年いきなり帰国して、去年の春このビストロをオープンし、今に至る。らしい。

　素朴な田舎料理を出すビストロを開いたのは、ヨーロッパ中を放浪しながら、旨い料理を出す小さなレストランを見つけてはその街に滞在して雇ってもらう。という生活を繰り返していた彼が、一番長く滞在して働いていたのがフランスの田舎町のビストロだったから。だって。


面白い人だな。と思う。慎一の周囲にはいないタイプだった。類とかは割と突拍子のないタイプだけど、そこまでじゃない。



「ロスを出すのは嫌だからって、昼は日替わりランチのみ、夜はお任せアラカルトだけで、どっちも売り切れたらその時点でクローズだし、場所もこんな辺鄙なとこなのにな。それがいつの間にかすっかり人気店になっててさー。びっくりしたよ」

　そう笑った高嶋に、

「この店を俺に斡旋したのお前だろーが。無責任なこと言ってんじゃねぇよ。お前の腕ならここでも十分やっていける。なーんて調子のいいこと言って、こんなボロ店舗押し付けたくせに」


厨房からガラス瓶を持って、麻生が水の補充にやってくる。



「えー、レトロ可愛いだろ？　お前の地味な料理に合いそうだと思って、わざわざ紹介してやったのに」

　確かに、ログハウス風のこじんまりと可愛いこの店は、意外にも彼の出す素朴な料理にぴったりで、ふんわり温かな雰囲気で居心地が良い。都会の女子にもウケそうな感じだった。


もうお腹いっぱいだけど、もう一個だけ。と、慎一は手に取ったパンを残っていたポトフのスープに浸して頬張る。こういうハード系の茶色いずっしりしたパンは、独特の酸味や重さが苦手だったはずなのに。



「細いのにいい食いっぷりだな。パンとスープはまだあるから、お替わりしていいぞ」

　麻生が破顔して、わしゃわしゃと頭を撫でてくる。

「いや、もう十分だから」

　高嶋の言葉に頷きながら、慎一は頬張ったパンを飲み込む。山盛りだったパンはまだ残っているけど、さすがにもう入らない。

「すごく美味しかったです。このパンも」

　酸味というより柑橘系みたいな少し甘酸っぱい香りと風味があって、一見堅そうに見えるけど中はもちもちで、ポトフとの相性もバッチリだった。

「お、気に入ったか？　うめぇだろー、俺のパンは。おかわり自由だから多めに作ってるのに、意外と残っちゃうんだよなー。まあ、カンパーニュは寝かせといても旨いから、いいんだけど」

「え、このパンも作ってるんですか？」

「おうよ。うちで出すもんは基本自家製だ。パンも腸詰もベーコンも燻製もデザートも全部な。自分で作った方が旨いし、素材にも拘れるからな」

　それでこの価格設定？　メニューボードに貼ってある本日のランチの内容と値段が、ぜんぜん釣り合ってないな。と思う。パンと食後のコーヒーはおかわり自由でデザートまでついてるのに、ちょっと小洒落たカフェのお上品な量のランチよりも余裕で安かった。

「原価計算ちゃんとしてるか？　これじゃ全然儲かってないだろ。充希がこの店に来たら怒られるぞ」

「近藤なら嫁とチビ連れてこの間来たぞ。もうすでに、ガッツリ怒られてる。てか、あいつって大抵怒ってんじゃん。ま、赤字にはなってないし気にすんな」

　悪びれもせずに自慢げに言う。完全に趣味とか道楽でやってる店だなぁと思う。


近藤以外の高嶋の友人に会ったのは初めてだけれど、彼の会社の人も個性的な人が多いみたいだし、こういうクセのある人好きだよね、幸成さん。と、慎一は、ふふっと思わず笑みをこぼしてしまった。



「おお。可愛いな、嫁」

　その笑顔に目尻を下げ覗き込んできた麻生を、高嶋がすかさず押し返す。

「顔近い。下がれ。あと、気安く触るな」

「は、あのドンファンがねぇ。ふーん、実はこういう清楚系がタイプだったんだ。確かに今まで周りにいなかったタイプだよなぁ」

「麻生」

　高嶋の声が一段低くなる。

「んじゃ、そろそろデザート持ってくるわ」


睨まれて肩を竦め、麻生は空いた皿を下げ厨房へ戻っていった。




——ステファノ時代を知ってる悪友だもんね。なんか過去の遊び相手と比べられてそうだな。と、慎一はなんとなくモヤっとした。顔には出さなかったけれど。



「あー、気に入ったなら、もらって帰ろうか。これ。明日の朝ごはんに。無神経なやつだけど、料理に罪はないし」

　高嶋は籠に残っているパンを指差す。

「うん。美味しかった。連れてきてくれてありがとう」

　それでも、やっぱり高嶋の近しい人に合わせてもらえるのは嬉しかった。ちゃんと恋人として紹介してくれたのも。

「ふふ、どう致しまして」

　慎一の言葉に、ふんわりと嬉しそうに微笑む高嶋。

「ほーい、お待たせ！　シェフ特製のスペシャルチョコレートパフェでっす」

　空気を読まずに、どん、と目の前にチョコレートパフェが置かれた。……ビールジョッキに入ってるけど。

「これをパフェと言って良いのか？」

　高嶋は呆れ顔で麻生を見上げる。

「急に食堂のチョコパ作れって言われても、うちにパフェグラスなんてないっての。普通のグラスじゃ安定悪いしな。ジョッキは意外と食べやすいぞ？」

「食堂のチョコパ？」

　首を傾けた慎一に、

「毎年楽しみにしてるって言ってただろ？　バレンタインデーのスペシャルパフェ。今年で最後なのに、今日は食べられなかっただろうから。こう見えて、こいつはスイーツも得意なんだ」

「食堂のチョコパは確かに絶品だったよなー。けど俺のも負けてないぞ」

　胸を張ってそういうだけあって、大雑把に盛り付けられたそれは、めちゃくちゃ美味しかった。

　ジョッキの中で積み重なったチョコとバニラのアイスクリームも、その隙間を埋めるフルーツとナッツのグラノーラも全部手作りで、トッピングは輪切りオレンジのオランジェット。


まさかこれも作ったのかな。と思いながら齧ったオランジェットは、ほろ苦さと甘さのバランスも食感も絶妙で。今まで食べたオランジェットの中で一番好みかもと、自然と頬が緩む。



「バレンタインだし、ランチのデザート用に作っといたオランジェットなんだが……。気に入ったならパンと一緒に持って帰りな。まだあるから」


幸せそうに食べる慎一を眺めていた麻生が、そう笑った。



　そんなにがっついてたかな。と、慎一は何だか恥ずかしくなって。

「……ありがとうございます」


小さな声でお礼を言ったけれど、いつの間にチョコパのオーダーなんてしてたんだろう。と、思う。食堂のチョコパの話をしたのは去年のバレンタインの頃で、その頃は会うのを避けていたから、電話で少し話しただけなのに。




そんな些細なことを覚えていてくれたことが嬉しくて、でも、いつもしてもらうばかりで何も返せていなくて、なんだか気が引ける。




せっかくのバレンタインデートだし、お返しに何かと思うのだけれど、自分で稼いだわけでもないお金で高価なものをプレゼントするのも違う気がするし、かといって麻生さんみたいな料理の腕も、これという特技もない。これ以上手作りのベアを渡すのは、完全に嫌がらせな気がするし。




結局何も思いつかないまま、慎一は今日を迎えてしまった。——一応チョコは持ってきたけれど。




自分だって高嶋を喜ばせたいと思うのに、高嶋の方が年も経験値もずっと上で、悔しいけど全然叶わない。




零れそうになった溜め息をチョコアイスと一緒に飲み込んだ時、低いバイブ音が微かに響きだした。高嶋のスマホだ。



「鳴ってるよ」


素知らぬふりでコーヒーを飲んでいる高嶋に、そう声を掛ける。残念ながら耳は良いのだ。



「仕事の電話だよ」

　バツの悪そうな顔で、彼は着信元が見えるようにテーブルの上に置いた。別に疑っているわけじゃないんだけどな。と、思いながら目をやったスマホの画面には、『office』と表示されている。

「出なくていいの？」

「いいんだ。今日は絶対電話出ないからって宣言しといたから」

　それでも掛かってくるってことは、やっぱり出た方がいいんじゃないだろうか。と慎一は、高嶋の顔を見る。

「気になるでしょ？　いいよ出て」

「……ごめんね」

　スマホを手に取った高嶋は、深いため息とともに立ち上がった。


電話に出ながら外へ出ようとした高嶋に、テーブルの脇に立っていた麻生が、厨房の方を指差して促す。高嶋は素直に従って、話しながらキッチンの方へ回った。




外は寒いしね。意外と気が利くなと、慎一が麻生の方を見ると、



「ふうん、案外聞き分けがいいんだな」

　意外そうに、そう眉を上げる。

「——僕と仕事とどっちが大事なの！　ってタイプに見えます？」

「見えない。……けど、あの仕事大好き人間に、バレンタインデイなんてクソ忙しい日に休み取らせて、あんな山奥まで送り迎えさせて。至れり尽くせりの甘やかされ放題には見えるな。まぁ、あのドンファンが完全に手玉に取られてるのは、笑えるけど」

　彼はニヤりと意地の悪い笑みを浮かべ、空いた向かいの席にすとんと座り込む。

　迎えに来いなんて言ったことないし、クリスマスも、バレンタインも、慎一は一緒に過ごしたい。なんて一言も言っていない。どちらかというと、そういうイベントに拘っているのは高嶋の方だ。


確かに、甘やかされている自覚はあるけど、こっちが甘えてるわけじゃない。悪意のある言い方だな。と思う。



「モテ過ぎた弊害か、あいつの恋愛観って昔からバグっててな。好きになられるのが、ウザいとか、鬱陶しいっつって、恋人は絶対作らなかったんだ。そのくせアッチの方はお盛んでさ。まぁ身体だけの遊びだって明言してても、それでもいいって奴はごまんといたからなー。何年かぶりで俺がこっち帰ってきた時には、イケメン青年実業家としてすっかり有名人になっていて、昔以上のドンファンっぷりでさ」

　そんなこと、わざわざ教えてもらわなくても知っている。一体なにを言いたいんだ。と慎一は苛立つ気持ちを抑えて、冷ややかに彼を見つめる。

「それがこの豹変ぶりだ。あの高嶋が、一回り以上年下の幼妻に夢中だなんてなぁ。……で、一体どうやってあの色男を落としたわけ？」

　彼は、好奇心満々の顔で面白そうに身を乗り出して言う。

「——やっぱり、アレ？　清純そうな顔して、実はよっぽどアッチの具合がいいと……っ！」

　ほとんど反射でグラスの水を彼の顔に浴びせていた。

「冷ってーな！　マジかよ、氷入りだぞ」

「その面の皮の厚さでも、温度くらいはわかるんですね」

　そのまま黙って睨み合っていたところに、高嶋が戻ってくる。

「え？　え、どうしたの？　大丈夫？　慎一くん」


慌てて慎一に駆け寄ってきた高嶋は、濡れている麻生を無視して、心配そうに慎一の顔を覗き込んできた。



「おまえなー、水ぶっかけられたのは俺だっつーの」

「どうせ、掛けられるようなことを言ったんだろ？　もういい大人なんだから、その口の悪さ、いい加減どうにかしろ」

　悪びれない麻生を、高嶋が睨みつける。

「だってさぁ。まさかお前がこんなお上品な嫁連れてくるとは思わねえじゃん！」

　今まで高嶋の周りにはビッチしかいなかったのか？　と突っ込みたいけど。——いなかったんだろうな。と思い直す。


まともな貞操観念の持ち主はセフレになんかならない。そんな連中と同列に扱われたのだから、怒っていいはずだ。と思う。




でも。




普通に考えれば、高嶋みたいな大人の男が自分のようなまだ高校生の男の子を恋人だなんて紹介しても、本気にされなくても仕方がないような気もした。麻生のように、思ったままを口に出しはしなくとも、きっとみな頭の中では似たり寄ったりのことを考えるだろう。こんな子どもで、それも男の子と？って。




麻生を睨みつけていたはずの目線は、いつの間にかテーブルに落ちていた。



「あー、もう！　俺が悪かった、すまん。ごめんなさい！　この通り！」

　ふてぶてしかった麻生がいきなり、思い切り頭を下げてきた。

「そんな顔されたら、すげぇ罪悪感が湧いてくるだろーが。——変なこと言って、悪かった。まさか本当に見た目通りのお姫さんだとは思わなくて……。ホントごめん」

　背中を丸めて急にシュンとなってしまった彼の姿は、身体が大きいだけの子供みたいで。


慎一の方が、こっちこそ大人気なかったかな、と思ってしまった。無神経で失礼で非常識な人だけど、悪意がないのは分かる。思ったまんまが口から出ちゃう人なんだろう。



「慎一、こいつが何言ったか知らないけど、遠慮せずもっとやり返していいよ？　代わりに殴っとこうか？」

　口調は穏やかだけど、高嶋が地味にキレている。

「げ、おまえ黒帯だったじゃん。勘弁して」

「フルコンじゃないから、怪我するほどの重さはない。もうずっとやってないから加減は忘れたけどな」

　高嶋が空手部だったのは知っていたけれど、黒帯だったんだ。と意外に思う。いくら怒ってても、高嶋が人を殴る姿なんて想像できないけど。


慎一は慌てて高嶋の腕を引いた。



「いいよ。別に、そんな大したことじゃないし。——こちらこそ、ごめんなさい。早く、着替えたほうが……」

　まともに水を浴びて、彼はコックコートの胸元までぐっしょり濡れている。

「バカは風邪引かないから、ほっといて大丈夫」

「そうそう。これくらいなんともないよ。風邪なんか引いたことないし。——それより、こんな美人に水ぶっかけられて、冷たい目で見下げられるのって、なんか……ヤバいよな。なんつーか、こう、ゾクゾクするっていうか、新しい扉が」

　言い終わらないうちに、高嶋が自分のグラスを取り、麻生の頭の上にぶちまけた。

「とっとと着替えに行け。もう帰るから」

　高嶋の怒りを押し殺した声に、

「あー、もう！　なんだよお前まで！　パンとチョコ持って帰るんだろ？　着替えてから用意するからちょっと待っとけ」

　びちょびちょの頭を振って、彼は厨房の方へ戻っていった。





　お詫びの印なのか、着替えて戻ってきた麻生は、食べた残りじゃなく丸のままのパン・ド・カンパーニュと、チョコやらなんやかんや詰め合わせたずっしり重たいお土産を、慎一に持たせてくれた。

　二人きりになった帰りの車の中、

「悪い奴じゃないんだけどね。幾つになってもあんなんでさ。料理のセンスと腕だけはあるからどうにかなってるけど、空気読むとか協調性とか、そういう常識は皆無だから。社会人としては完全にアウトなんだよ、あいつは」

　高嶋は溜め息とともにそうこぼす。

「でもまぁ、……面白い人だよね。ものすごい自由っていうか」

「まーね。確かに。あれだけ自由気ままに生きてる人間って、なかなかいないよなぁ」

　海外に行ったまま何年も音沙汰がなかったのに、ある日ふらっと日本に帰ってきた彼は、『店を出したいからどっか適当な店舗を紹介してくれ』と突然高嶋に言ってきたのだと言う。

　とはいえ、都会のど真ん中の貸店舗でお洒落なレストランを経営。なんて普通でも難しいことがあの料理バカにできる訳もなし。と、紹介したのが、あの田舎の一軒家だった。

「もともと大雑把で、金勘定のできない奴だし。ああいう店なら好きにできるし開業資金も少なくて済むからね。そう思ってあそこを薦めたんだけど——。あいつあの店の改装から何から、開業までのあれこれも、段取りは全部俺に丸投げでさ。俺のこと何でも屋だと勘違いしてるんだよ」

　高嶋はそう嫌そうに言うけれど。

「でも、おかげで僕は、すごく美味しい料理を食べさせて貰えたし、ちゃんと今年もスペシャルチョコパが食べられたよ」

　なんだかんだ言いながら友だち思いで面倒見のいい高嶋に、慎一は、ふふっと笑みを浮かべた。

「あいつの無神経な発言で不愉快な思いもさせちゃったけどね」

「仕返しはしたし、お土産もいっぱい貰ったから、差し引きしたら０じゃなくプラスかな。ちゃんと謝ってくれたし」

「……怒ってない？」

　ちょっと心配げに聞いてくる高嶋。

「怒ってないよ。——それより、仕事の電話大丈夫だったの？」

　麻生のせいで忘れていた電話の件を、ふと思い出した。

「あー、うん。それは大丈夫。……もう、面倒だから電源切ったし」

「え。それはさすがにダメなんじゃないの？」

「別に困らないよ。せっかくの慎一くんとのバレンタインデート、誰にも邪魔されたくないし」

　いい歳してそんな拗ねたような言い方しても可愛くなんか、——あるけど。

「いきなり連絡つかなくなると困るだろ？　電話だけじゃなくてメッセージも見れなくなるのに」

「昔はさ、それこそほんの三十年くらい前は、無くて当たり前だったんだよ？　ケータイ電話すら」

「いつの時代の人だよ」

　慎一は呆れ顔で、高嶋の脇ポケットからスマホを抜き取る。

「入れとくから。電源」

「えー」

　往生際の悪い高嶋を無視して、慎一はスマホの電源を入れた。

「電話くらい出ていいし。それくらいで怒んないよ、別に」


本当のことを言えば、二人の時間を仕事の電話に邪魔をされたくないし、一緒にいるときに高嶋の意識が自分以外に向くのは淋しい。淋しいけれど、そんな子供っぽい独占欲を知られたくなくて、慎一は、ついそう強がってしまった。



「……一応ドライブモードにはしといたから」


そう言いながら、彼のポケットへスマホを戻す。



「ありがと」

　前を向いたまま、高嶋はふっと微笑んだ。


確かに麻生の言う通り、高嶋の負担や効率を考えれば、彼の家かその近くで待ち合わせる方が良いに決まっているし、甘えてるなとは思うけれど——。




慎一は、この小さな車の中の二人の時間が好きだった。



　眠い時やぼんやりとしてる時はそっとしておいてくれて、構ってほしい時は取り止めのない話に付き合ってくれて。運転しながらも、高嶋の意識はいつもちゃんと慎一に向けられている。

　こんなふうに静かに車を走らせる彼の横顔を見ながら、前を向いたまま話す彼の優しい声に耳を傾ける、二人だけの小さな空間。慎一しか乗せないと言ってくれた助手席。ここは、慎一にとって何よりも大切で特別な場所だった。

　今はダッシュボードの上にある小さなテディベア。


慎一が乗っていないときはいつも、このベアが助手席にちょこんと収まっている。高嶋が律儀に自分との約束を守ってくれているのも、嬉しくて。



「ちょっと寄りたいところがあるんだけど良いかな。去年の六月ごろ、一緒に行ったブティック覚えてる？　あそこの篠原くんに渡したいものがあって」

「いいよ」

　篠原は、高嶋の友人が経営するセレクトショップで働いている、若くてやり手の販売員だ。明るくてフレンドリーな彼は、ゲイであることをカミングアウトしている。

「そのあとは、どうしよっか。どっか行きたいとこある？　それとも、……家に帰ってイチャイチャする？」

　冗談めかした口調で、でも笑顔の彼がチラリとよこした視線には、どこか艶かしい色香が滲んでいた。


去年のお泊り以来、セックスはしていない。




朝、車で迎えにきてもらって、食事や映画などに出かけ門限までに学院へと送り届けられる、いたって健全なデートしかしていない。車の中でのキスや、流れでそれ以上に及んでしまうことも、……少しはあったけれど。




さすがに真っ昼間から高校生をホテルに連れ込むことは出来ないし、かといって彼は、連れて帰ったら門限までに返してあげられなくなりそうだから。と、家には連れて行ってくれなかった。




もう、一ヶ月以上していない。浮気はしないって、信じてはいるけれど。



「うん。家でイチャイチャしたい」


今夜は帰らなくていい。朝まで一緒にいられる。




だから——。




慎一は、赤くなった顔を隠すように、窓の方へ顔を背けた。







「高嶋さん!! お待ちしておりました〜っ!!」


店に入るや否や、篠原が満面の笑みで駆け寄ってくる。



「熱烈歓迎だなぁ」

　苦笑する高嶋。

「へへ。すみません。慎一くんもいらっしゃいませ。お久しぶり〜。あ、もちろん慎一くんのこともお待ちしてましたよ〜」

　ニコニコと相変わらず調子のいい篠原だったが、今日はさらにテンションが高かった。

「はい、どうぞ。今夜のチケット。ごめんね、ギリギリになって」

　そんな篠原に、高嶋はさっそく細長い封筒を差し出した。

「いえいえ、そんな。諦めてたから、すごく嬉しいです！」

　渡したいものってチケットだったのか。何のチケットだろう？　と思いながら二人のやり取りを眺めていると、

「昨夜トラブってた例のホテルの、バレンタインイベントのチケットだよ。マッチングパーティのね。チケットは早々に完売してたんだけど、ホテル側が用意していた招待券が昨日のゴタゴタの最中に一枚ぽろっと出てきてさ。昨日の今日だけど、もし良かったら。って貰っちゃったから」

　高嶋が慎一の方を向いてそう言った。

「そうなんです！　欲しかったんですけど瞬殺だったんですよ〜。話題のプラチナチケットなんですから！　ほんとにチケット代お支払いしなくて良いんですか？」

「貰い物の招待券だよ？　行ってくれれば逆に助かる。俺には必要ないからさ、人に譲っても構わないって言ってたし。あ、名前と住所を書く欄があるから、そこに記入だけしておいて。あと身分証明書の提示を求められると思うから、免許証かマイナカードか、顔写真入りのやつ持っていってね」

「はい。かしこまりです！」

　へぇ、マッチングパーティの身元確認って、案外しっかりしているんだな。と感心しながら話を聞いていて、ふと思う。

（あれ？　篠原さんてゲイだって言ってたよね。なのに婚活してるの？）

　思わず首を傾げていた慎一の疑問を察したように、

「このパーティの参加条件は二つだけなんだ。お酒も出る立食パーティだから二十歳以上であること。あと、独身であること。それだけ。出会いを提供するバレンタインイベントだけど、年齢の上限もないし、性別、職業、年収、そういうのは一切不問。性的指向もね」

　そう高嶋が説明する。

「そう！　新しいスタイルのマッチングパーティだって、開催前からＳＮＳでも話題になってましたよね。うちの界隈でも興味持ってる人はいっぱいいたんだけど、チケット取れた人はいなくて。僕もダメだったから、もう、めちゃくちゃ嬉しいです！　ちょうど早番で、店長からも早上がりしていいよ。ってお許し頂いたから間に合うし。わざわざ持ってきて下さって、本当にありがとうございます！」

　チケットを抱きしめてそう言った篠原は、本当に嬉しそうだった。

「わざわざじゃないよ。ついでもあるから。慎一くん連れて行くよ。って言っておいたでしょ？」

「そうでした！　もちろん『大学デビュー☆新生活コーデ』、いっぱいご用意してお待ちしてましたよ。さ、慎一くん、こっちこっち〜♪」

「え？」

　笑顔の篠原に腕を取られ、慎一は問答無用で奥の試着室に引っ張られていく。

「ちょっと、幸成さん!?」

　振り返って叫んでも、

「ちょうどこの春の新作アイテムもたくさん入荷してきたしね。ふふ、聞いてるよ〜。この春から同棲するんでしょ〜。きゃー、もうウラヤマ過ぎる！　悔しいからいっぱい買ってもらわないと！」

　気合を入れて仕事モードに突入した篠原の後ろを、高嶋はニコニコとついてくる。

「え、別に服なんて今あるやつで、」

「高校生と大学生のファッションは違います！　そもそも高校は制服だし、慎一くん寮生活だったんでしょ？　そんなにファッションに興味のあるタイプでも無さそうだし、絶対数が足りないって。卒業したら毎日私服だよ？」

　ずけずけと言う篠原の言葉は、確かに当たっている。


だけど、体は一つだし、毎日違う服を着ていかなくちゃいけないわけじゃなし、今ある服にシンプルな定番アイテムを少しずつ足していけばそれで事足りるのに。と、試着室に放り込まれた慎一は、幾つも並べられたセットアップに溜め息をつく。



「取り敢えず、それ全部着てみてね。僕の渾身のコーディネート集だから！」

　カーテンの向こうの張り切った声に、慎一は諦めてさっさと着替えて終わらそう。と覚悟を決めた。





　そうして、また同じように何を着ても可愛いとしか言わない高嶋と、意外と冷静に、着回しやすさや似合う似合わないを見極めてくれる篠原の前で、前回と同様にファッションショーをさせられた。


大学生向けのコーデと言うだけあって、思ったよりシンプルで着回しやすいカジュアルアイテムが中心で、それらは慎一の好みにも合う、悪目立ちしない程度にお洒落で品の良いコーデだった。



　入学式用のスーツまであったけど、それは京都の祖母が買ってくれるから。と断った。『可愛い孫の初めてのスーツや。それ買うのんを楽しみに、長生きしてきたんやさかいな』と気合が入っていたし。

「そっかぁ、優しいおばあちゃんだなぁ。さっきのスーツもすっごく似合ってたけど、おばあちゃんの楽しみを奪っちゃダメだよねー」

　大量の洋服をカウンターに積み上げて、タグを読み取りながらしみじみと言う篠原。それでも結局、並べられたアイテムの半分以上がお買い上げとなった。


篠原のセンスは間違いないし、おかげで春からの私服は一通り揃った。自分で払うなら良い買い物ができたと思えるのだけど……。問題はこの支払いを高嶋がしてしまうことだった。




会計用のタブレット端末は、慎一の方には表示される金額が見えないように置かれていたけれど、いま慎一が持っている現金ではとても足りない金額なのは確かだ。



　財布を出そうとした高嶋を遮って、慎一は少し迷いながらも、九条の祖父から持たされたクレジットカードをトレイに出す。

「自分で出すよ」

「え、慎一くんクレジットカード持ってたの？」

　驚いた顔の高嶋。

「お正月に行った時に、おじい様から貰った。家族用のカード？なんだって。これから物入りだろうし、好きに使っていいからって。だから」

「うわ……、プラチナカード」

　篠原が、驚いた顔でポツリと呟いた。

　その言葉に、高嶋はトレイの上のカードをさっと取り上げて慎一に返す。

「とりあえず今日は、これはしまっておこうか。確かに一人暮らしの大学生ならカードはあった方が便利だけど、——できたら色替えて貰った方がいいね。確か選べるはずだから。グリーンにして貰った方が無難かな。限度額も学生さんならそれで十分だと思うし」

「この色だと使えないの？」

　クレジットカードを持つこと自体初めての慎一は、色の違いの意味がよく分からなかった。


京都の祖父母はクレジットカード自体持っていないし、九条のおじい様と出かけてもたいてい秘書の藤原か、誰かが会計を済ませるから、祖父のカードを目にする機会はほとんどない。高嶋は普段からカードを使っているけれど、それをまじまじと見たりもしないし。




そもそも、そんなのいらないと言ったのに、『大学生になったら急な出費もあるだろうし、もしもの時のためにお守り代わりに持っておきなさい』と押し付けられたカードだ。財布から出したのもこれが初めてだった。



「使えるのは使えるんだけど……」

　言葉を濁した高嶋の後を、篠原が引き取る。

「んー、ちょっと危ないかなぁ。ここが海外なら、慎一くんみたいな子がうっかりこんなの出したら、強盗か誘拐にあいそうだよね。まあ、日本じゃそこまではないだろうけど」

　そう言って篠原は、高嶋の出したカードで決済をしながら、クレジットカードの色やランクについてざっくり説明してくれた。


その話を聞いて一通り理解した慎一は、こんなカードをこれ見よがしに出したら、『金持ちのアホぼん』丸出しってことか。と、居た堪れなくなる。




あのおじい様が用意したカードだ。深く考えずに受け取ったことを、慎一は心から後悔した。




一人暮らしなんて心配だ。ここから大学へ通えばいいのに。としつこく言われて断固として拒否った後だったし、しょんぼりしたおじい様に絆されてつい受け取ってしまったけれど。



「——と言うわけで、ほら、この人でもゴールドレベルだからね」

　最後に篠原は、慎一に高嶋のカードの表を見せてから、彼にカードを返す。


同じマークが付いてるから高嶋のも同じ会社のものみたいだけれど、確かに色が違った。色だけで一概に順位づけられるわけではなく、その発行元によってもランクは変わるらしいけど。二人が出したカードのランクが一番高くて、高嶋のゴールドでも十分なステイタスらしい。



「……プラチナに変えようかな」

　肩を落としてぼそりと零した高嶋に、篠原が、あははと笑う。

「そこ張り合うとこじゃないっしょ。てか、孫にプラチナ持たせるなんて、親カードはブラックかもよ〜？　ま、慎一くん、まだ学生さんなんだし、おじーちゃんに出してもらうのも、恋人に出してもらうのも一緒、一緒〜」

　いや一緒じゃないから。と思わず突っ込みたくなるノリの軽さだけど、ここまで来たらもう断れないのもわかっている。

「……ありがとう」


慎一の、少し口を尖らせ気味でのありがとうに、



「こちらこそ。うちのクローゼットに慎一くんの服があると、嬉しいよ。うちに置いとく服なんだから、俺が買うのが当然だろ」

　謎理屈だけど、嬉しそうに頭を撫でてくる高嶋に、まぁいいか。と、思えてくる。

「もっといろいろ強請って欲しいくらいなんだけどなー。毎日身を粉にして働いてるし、結構稼いでるよ？　俺。おじい様には負けるけど」

「あー、もう！　店でイチャイチャしないで下さいよー。これ、どうします？　かさ張るしご自宅へ送っときましょうか？」

　篠原が洋服の山を指して訊いてきたとき、カウンター上の電話が鳴った。

「あ、店長だ。すみません、ちょっといいですか？」

「どうぞ」

　ディスプレイで相手を確認した篠原に、高嶋が答える。

「お疲れ様でーす。篠原です。————え？　はい。今ちょうどいらっしゃってますよ？　デートの途中で寄って下さったみたいで、ふふ、いっぱいお買い上げいただいちゃいました〜」

　こちらの方を見ながら、ニコニコとそんな会話をしつつ、カウンターに広げられた洋服の山を整理しながら、もう一人のまだ新人らしい店員に、畳んでまとめるように顔と手の動きで指示してる。

　自分とそんなに年も変わらないのに、彼はちゃんとした社会人で、仕事も出来て——。


篠原と我が身を引き比べ、慎一は、もの知らずで買い物ひとつ満足に出来ない自分が何だか情けなくなる。




学院の、同年代の同じような境遇の人間の中では、そんな引け目を感じたことはないけれど。学院から一歩外に出て、高嶋やその周囲の人間と接すると、自分はまだまだ子供なんだと思い知らされる。



「え？　————あ、はい。高嶋さん、綾瀬が代わってって言ってるんですけど」

「俺に？」

　慎一に、ごめんね。と小さく断って高嶋は怪訝な顔で差し出された子機を受け取る。

　この店の店長でオーナーの綾瀬は、ＴＶや雑誌などで活躍している人気スタイリスト、『Ａｙａ』だ。この店がＡｙａの店だと知っている人は少ないらしいけれど。高嶋がテレビの仕事をしていた頃に知り合って、そうした仕事をしなくなった今も、友人としての付き合いは続いていた。

「いーなー。めちゃくちゃ大事にされてるよねぇ」

　電話を代わった篠原は、慎一の隣に立って心底羨ましそうにそう言った。

「……子供扱いされてるだけです」

　ちょっと拗ねたようになってしまったその言い方に、篠原は、うんうん。とわかったような顔で、頷いて見せる。

「まぁ、ね。慎一くん真面目そうだし、気持ちもわかるけどさ。うんと年上の最上級ランクの恋人相手に背伸びしたって仕方ないでしょ。今のうちにいっぱい甘えとけばいいんだよ。イヤでも勝手に年はとっていくし、社会に出ればいつまでも甘えていられなくなるんだからさ。若いうちだけよぉ？　チヤホヤされるのは」

　手首を返してわざとおばちゃんみたいな言い方をした篠原に、難しい顔をしていた慎一も思わず笑ってしまった。

「ふふ、篠原さんだって若いのに」

「だよね〜！　まだイケるよね？　あー、今夜のパーティに年上でお金持ちのスパダリが現れますように！」

　冗談めかしてそうお祈りポーズをする篠原は、可愛いしオシャレだし、楽しい人だ。良い出会いがあればいいね。と、慎一も思う。

「————いや、だから、今日は休みだけど、デート中だってば。————うん。うん、いや、それはわかるけど、え？　……ちょっと待——、ちッ」

　こっちに背を向けて静かに話していた高嶋の声が、不意に大きくなって。……舌打ち？　だよね。今の。


慎一と篠原は思わず顔を見合わせ、二人して高嶋の会話に耳をそば立てる。



「……あー、はい、どーも、お久しぶりです。——いやいやいや、僕なんて、そんな。雑賀教授の代わりなんて僕にはとてもとても……。——ええ、——ええ、————いや、でも急にそんなこと言われてもですね。仕事の話なら、まずは社の方にお話を頂いてから——」

　寄った眉間の皺に、指を当てて渋い顔で話す横顔。そんな仕草も妙に様になっていて、普段見ることのない高嶋の様子をちょっとドキドキしながら見つめていると、

「電話の相手、代わったみたいだね」

　篠原が、声を潜めて聞いてくる。

「うん。……雑賀教授って？」

「さぁ、誰だろ？　店長、今日はテレビ局の仕事でお台場のはずだけど。春から始まる連ドラのスタイリングの仕事が入ってて、最近はずっとそっちにかかりきりなんだよね」


小声で話しながら、高嶋の方を伺っていると、



「今すぐって、そんな……。そもそも間に合うんですか？　————、あー、もう……。わかりましたよ。一応聞いてみますから」

　ため息混じりにそう言って、高嶋は慎一の方を振り向いた。

「慎一くん、もし良かったら、これからちょっとテレビ局見学に行ってみる？　嫌だったら断るけど」

　話は全然見えなかったけど、断れるような雰囲気ではない気がした。高嶋自身が行きたくないのはヒシヒシと伝わってくるけれど。せめてもの抵抗なのか。わざと電話の相手に聞こえるようにそう聞いてくる。行かないって言ったら、そのまま切っちゃいそうな勢いだ。

　本当は、早く高嶋のマンションに帰って、一緒に過ごしたかったけれど。

「——いいよ」

　そう言うしかない。

「……じゃあ、飯島さん、お許しが出たんで行きますけど、これが最初で最後ですからね？　車で行くので迎えは入りません。段取りだけ進めといて下さい。さっさと終わらせて帰りますんで」

　淡々とそう言って、高嶋は電話を切った。






まだ若いＡＤの女性が、スタジオの後ろの方に立つ慎一におずおずと声を掛けてくる。



「すみません、あの、ここで大丈夫ですか？　えっと、向こうに高嶋さんの控え室、ご用意してますし、そこでお待ちいただいても良いですよ？」

　彼女はこの収録現場の監督、飯島ディレクターから慎一の案内をするように申しつかっているらしい。


一般人の子なら、待ってる間にテレビ局の中を見学させてあげれば喜ぶんじゃないか。というご厚意らしいけれど、慎一はそれを断った。



「大丈夫です。お気遣いなく。邪魔にならないように、静かに見てますので」


状況がよくわからないままに、とりあえず急ぐからと乗せられた車の中で受けた説明と、局についた途端飛んできた飯島ディレクターの説明を要約すると、これから収録が始まる今夜の情報番組に高嶋が出演する。ということだった。



「えっと、トイレは、向こう側の扉から出て左に行ってすぐで、あ、今言った控え室はその先にあります。それと……、あ、あちらの壁際に差し入れのお菓子や飲み物も色々あるんで、良かったらどうぞ」


彼女は慎一を壁の方へ案内しようとしたけれど、誰かに呼ばれて、すみません、ちょっと。と慌てて飛んで行った。




スタッフの人はみんな忙しそうだし、彼女ひとりが慎一に付き添ってぼうっと突っ立っているわけにも行かないのだろう。




慎一は、鉄枠剥き出しの高い天井と、セットから離れたこちら側の、薄暗くてだだっ広い空間をぐるりと見回す。




テレビの枠の中に収まっている画面を見ていると小さな空間に見えるけど、撮影スタジオってこんなに広いんだなぁ。とぼんやり思う。




いきなりこんなところに連れてこられて、不安ではあるけれど、見ず知らずの人にずっとそばにくっついていられるよりは一人の方がずっと気楽だった。建物内に入るときに入館パスのようなものを渡されて首から下げているから、一人でいてもここからつまみ出されることはないだろう。




用意された控え室に入る間もなく、高嶋はこのスタジオに連れてこられた。




高嶋が言っていた雑賀教授というのは、よくテレビにも出演している有名な経済学者で、有名私立大学の大学教授らしい。




情報番組なんかにもよく出ていて、今日もその収録に訪れるはずだった。それがスタジオに向かう途中で事故に遭い救急搬送されたのだという。幸い命に別状はなかったらしいが、今病院で治療中のため、当然ここには来られない。




諸事情により、収録日程が遅れまくった挙句の今日の収録だったらしく、放映日が当日の夜というタイトなスケジュールだったためこれ以上収録日を延期することも出来ない。




誰か代役を手配しようにも、一応ビジネス系の情報番組だから、すぐに捕まる若手芸人などで埋めることもできず、業界での経済系の知識人枠のタレント数はそう多くない。残念ながら都合よく当日捕まる人はいなかった。




高嶋への依頼も、まずは会社の方にオファーしたらしいけれど、高嶋は本日休日で連絡も取れないので。とすげなく断られていて、実際に高嶋のスマホはドライブモードのままでずっと繋がらなかった。本来ならそのまま流れてしまうはずの依頼だったのだが——。




今日店に高嶋が来ることを篠原から聞いていたＡｙａが、困り果てた飯島プロデューサーを見かねてダメ元で店に電話を入れたら、運悪く捕まってしまった。という顚末だった。



　打ち合わせをする暇もなく、セットのゲスト席に着かされた高嶋は、ピンマイクを付けられたり、ヘアメイクの人に髪型や肌や衣装をいじられながら台本に目を通している。司会のアナウンサーやディレクターにペコペコ頭を下げられながらも、笑顔で対応している高嶋は、大人だなぁ。と思う。

　テレビ局に向かう車の中で慎一に事情を説明しながら、付き合わせてごめんね。と、高嶋は平謝りだった。


何年か前までは、高嶋がこういう仕事もしていたことは聞いていたけれど。




慎一は、こうしてテレビスタジオのセットの中にいる高嶋を見ても、何だか芸能人みたいだな。と、他人事のような感想しか出てこなかった。同じ空間だけど、幾つもあるテレビカメラを境に、明確にあっち側とこっち側に別れている。




カメラの向こうの高嶋は、なぜだかとても、遠く見えた。



「わ、あれ、高嶋幸成だよね？　久々に見た。え、今日出るの？」

「教授の代役だって。飯島さんが電話で拝み倒してた」

　スタジオには、スタッフ以外の関係者らしき人もチラホラいて、一番端のカメラケーブルの後ろに立つ慎一の耳に、彼らのひそひそと話す声が届く。

　そうこうしているうちに収録は始まり、久しぶりのテレビ出演でぶっつけ本番のはずなのに、特に緊張している様子もない高嶋は、アドリブを交えながら和やかに場を盛り上げている。

「へー、しばらく出てなかったのにね。……やっぱカッコいいなー。もうさぁ、代役じゃなくて、ずっと彼でいいじゃんね？　もう教授見飽きたわ」

「だよな。別に教養番組じゃなし、彼の肩書きで十分だろ？　知識もあるし、話も上手いしカメラ映えもするしなー。おっさんの大学教授よりイケメン実業家の方がぜってぇ需要ありそう」

　小声とはいえ好き勝手なことを言う彼らに、慎一は眉を顰めた。


今回は、頼まれて断れなかったから出ただけだ。ただでさえ忙しいのに、こんな仕事はもうしない。と、慎一は苦々しく思う。




そこへ、



「あれぇ、高嶋チャンじゃない。えー、なんでこんなのに出てんの？」

　収録中なのに、普通のボリュームで話す男の声。——ちゃん付けだけど、絶対親しくないよね。と思う。その短いセンテンスだけで、すでに感じ悪い。

　振り向くと思った通り、絵に描いたようなイケ好かない業界人がそこに立っていた。結構な年なのに、スーツじゃなくて、変にゴテゴテしたデザインのジャケットとカジュアルなインナー。若作りしたいなら、まずその腹をどうにかしろ。と言いたくなる体型。周りの人間の態度から、彼がそこそこ偉い人らしいと言うのはわかったけれど。

　慎一は、関わり合いになりたくないと目を逸らしたが、一瞬遅かった。

「……へぇ、君どこの事務所？」

　ずかずかと近づいてきて、無遠慮に舐め回すように見る。距離も近い。関係者ではなく、ただの付き添いだ。無視したかったけれど、それでも高嶋の知り合いかもしれないから、慎一は仕方なく答える。

「一般見学者です」

　首から下げた入館証を、相手に見せるように持ち上げると、

「今日は一般の観覧は入れてないでしょ？　てかさ、キミこんな地味な番組の収録見てて楽しい？　あっちのスタジオで今、月10の撮影してるからさ。見においでよ。特別に入れてあげるよ」

　上から目線のくせに妙に馴れ馴れしい態度。ニヤけた顔でそんなことを言う。


慎一は、一ミリも興味ないんですけど。と言いたいところをグッと堪えた。



「いえ、付き添いで来てるだけなので。彼の収録が終わったらすぐ帰りますから、お気遣いなく」

　肩に置かれそうになった手を避け、一応いつもの笑顔を貼り付けたまま一歩下がる。

「なんだ高嶋チャンの連れなんだ？　まだ若いよね。いくつ？」

「——この春から大学生です」

　慎一の感覚ではどう考えても失礼な男だけれど、この業界じゃありなのか。と呆れながらも、そう少しぼかして答えた。ベタついた視線が不快で、目を逸らす。

「波Ｐ、それセクハラでしょ。一般人にみだりに声かけちゃダメよ？」

「え、深見ふかみチャン！　やだなぁ、そんなんじゃないよ。えー、どうしたの、撮影どうなってるの？　今から見に行こうと思ってたのにさぁ」

　不意に声を掛けられ驚きに目を見張った男は、すぐにわざとらしく笑って誤魔化した。

　——わ、ウソ、深見詩織だ。　キレーイ。　え、どうしたの？　今日Ｃスタでしょ？　と小さな騒めきが起こる。


いつの間にか、ギャラリーが増えていた。



「坂崎くんがＮＧ連発しすぎで、一旦休憩になったの。——なんか今日、珍しい人が来てるみたいね。みんなこっちに流れてきてるから、私も見に来ちゃった」

　そう言って、ふふっと小首を傾げたその笑顔は、思わず見惚れるくらいの妖艶さで。

　深見詩織は、あまり芸能人に詳しくない慎一でも知っている大女優だ。


今回はそういう役柄なのか、ボーイッシュな黒髪のショートカットに、衣装はありふれたトレーナーとジーンズ。化粧気のない顔だけど、潤んだ大きな瞳と目尻の泣き黒子がひどく色っぽい。もう三十代後半のはずだけど、全然そうは見えなかった。『実物はテレビで見るよりずっと綺麗』という言葉はよく聞くが、それって本当だったんだなと思う。



　えー、ったくこれだから、アイドルは……。とボヤきながら、ごめんねー、ちょっとプレッシャーかけてくるわ。と、彼はそそくさとスタジオを出ていった。


今斜め向かいのスタジオで撮影されているドラマがいわゆる月10と呼ばれる人気ドラマで、あの太鼓腹がそのドラマのプロデューサーなのだろう。とにかく、慎一は彼がいなくなってホッとした。




助けてもらったお礼を言った方がいいのかな。と思いながらも、こちらから話しかけていいものかと逡巡していた慎一に、



「バイなのは知ってたけど……、こんな坊やにまで手を出すなんてねぇ。——悪い大人に騙されちゃダメよ？」

　彼女は小さくそう言って、ふふっと笑った。

　驚きに目を瞠った慎一を残して、彼女はそのまま、高嶋のいるセットの方へと近づいていく。堂々と、並んだカメラの向こう側に。


ちょうどカットの声が掛かって、近づいてくる彼女に気付いた高嶋は一瞬驚いた顔をしたけれど、その顔はすぐにいつもの人懐っこい笑みに変わった。




——え、やっぱりあの噂ほんとだったのかな？




——噂って？




——ほら、何年か前に週刊誌に撮られてたじゃん。二人とも完全否定で、すぐに立ち消えちゃったけど。




こそこそと、聞こえるギャラリーの声は、親しげに話す彼らのところまでは届かない。薄暗いスタジオの隅に立つ慎一の姿も、きっと向こう側からは見えない。




慎一はそっと、スタジオから出ていった。







　収録が終わると、高嶋はスタジオにいなかった慎一を探して控え室にやってきた。


打ち上げがどうこうと言いながら追いかけてきたスタッフを『じゃ、お疲れ様！』と笑顔でバッサリ切り捨て、慎一を連れて、さっさとテレビ局を出る。



　外に出れば、もう日はすっかり暮れていた。

　いつものように高嶋の車に乗って、ようやく二人きりになれたけれど——。


慎一は助手席で身を縮め、ダッシュボードの上のテディベアを手に取った。



「遅くなってごめんね。お腹すいたよね。何食べに行こうか？」

「いい。早く帰りたい」

　ぬいぐるみごと膝を抱えてそう答えた慎一に、高嶋は優しく声を掛ける。

「——疲れた？　じゃあ、マンションに帰ってデリバリーでも取ろうか。麻生が持たせてくれた、惣菜類もあるしね。うちに帰ってゆっくりしようね」

　黙ったままの慎一に、高嶋は放っておかれて拗ねているとでも思っているのか、それ以上何も言わずに車を走らせる。

　あのあと、慎一はひとり控え室で、深見詩織と高嶋の記事を検索していた。

　すぐに上がってきたのは、『深夜の密会!? 今度のお相手は年下のイケメン社長！』というバカみたいな記事だった。


日付は三年前。掲載されていた写真に写っていたのは、この車の助手席から降りてくる深見詩織と、彼女に手を差し伸べる高嶋の姿。




望遠レンズで撮られた荒い白黒写真は、まるで映画のワンシーンのように美しかった。恋多き女、共演者キラーなど、決まり文句の並ぶ低俗なその文章には不似合いなほどに。



　場所は彼女の自宅前。都内のシティホテルでの密会の後、高嶋が彼女を自宅まで送り届けた時の写真。らしい。

　検索で上がってきた二人の記事はそれ一つだけだった。その記事が出た後は、『二人はただの友人で、そうした関係ではないと双方が否定している』というネットニュースくらいしかなかった。

　慎一は高嶋に、慎一しか乗せない車だから。と言われて、この助手席は自分だけの特別な場所だと、勝手に思い込んでいた。


彼は、誰も乗せたことがないとは言っていないのに。勝手に浮かれて、馬鹿みたいだと思う。




あの記事は、まだ高嶋が慎一と出会う以前のことで、彼は嘘をついていたわけじゃない。それでも。




慎一は、あんなに居心地がいいと思えたこの場所が、今は嫌で堪らなかった。



（この車に最初に載せたのは、あの人……？　ここで、キスしたりしたのかな？　——僕にしたように）

　慎一はマンションに着くまでずっと、膝に顔を埋めて息を殺していた。





　マンションの駐車場に着くと、慎一はそのまま高嶋に手を引かれ、テディベアを持ったまま部屋に入る。

　高嶋は適当にデリバリーを頼み、先にゆっくりお風呂に入っておいでと、慎一を浴室に促した。

　浴室の棚にはちゃんと慎一の着替えが置かれていて、バレンタインだからか、浴槽の湯には甘いチョコレートの香りの入浴剤が入っている。泊まりに来る慎一のために、前もって用意しておいてくれたのだろう。


一人で勝手に傷ついて、落ち込んで不機嫌になって。だけど、高嶋はそんな慎一に怒ったり呆れたりせず、いつも通り優しい。こんなんじゃダメだって頭では分かっているのに、心が追いつかなかった。



　それでも、甘い香りの温かい湯に使っているうちに身体の強張りも解けて、気持ちは少しづつ落ち着いてくる。

（お風呂から出たら、ちゃんと機嫌を直そう。笑って、楽しい時間を過ごさないと）


慎一は温まった顔に手をやって、頬をキュッと引っ張った。






　風呂上がりの慎一がリビングに戻ると、もうデリバリーは届いていた。高嶋も先に風呂を済ませてから、届いたお寿司と麻生のフレンチ惣菜を夕食にする。

「もういいの？」

　ダイニングテーブルを挟んだ向かい側、大人しくにぎり鮨を摘んでいた慎一に、麻生の作ったテリーヌやキッシュをつまみにビールを飲んでいた高嶋が訊く。

「うん。……美味しいね。ここのお寿司。赤だしまでついてたし、もうお腹いっぱい」

　そう微笑んだ慎一に、

「チョコ食べるなら、紅茶いれようか？」

　高嶋はそう言いながら、ダイニングテーブルの端に積み上がっているチョコレートの箱を指す。

「うん……、大丈夫。自分でいれるから」

　立ち上がった慎一は、シンク上の棚から慎一用に置かれている紅茶の缶とカップを取る。この家に来たのはまだ三回目だけど、もう普段使うものがどこにあるかはだいたい分かっている。

　積まれているのは、高嶋が昨日までに貰ってきたバレンタインチョコの一部。貰ったチョコレートは毎年会社の女の子たちのおやつになるらしいけれど。ここにあるのは、その子たちに『これ美味しいから、慎一くんにもって帰ってあげて下さい！』とお薦めされた厳選チョコだと言っていた。高嶋が慎一と付き合っていることは既に会社では周知の事実らしい。

　全部仕事関係の義理チョコだよ。と、高嶋は言うけど——、ここにあるのは、小さくても気合いの入った高級チョコばかり。

　マグカップを手にテーブルに戻った慎一は、そのチョコレートには手を伸ばす気になれなくて、

「今日は、パフェも食べたから、もういいかな。麻生さんのオランジェもまだあるし……。それ、やっぱり会社の人たちに持っていってあげたら？」

　にっこり笑って、そう言った。

「そうだね。——なら、話をしようか。お茶でも飲みながらね」

「話……？」


高嶋は、持っていたグラスのビールを飲み干すと、立ち上がって慎一の手を引く。訳がわからないまま連れて行かれた慎一は、ソファに座った高嶋に引かれ、そのまま隣に座らされた。



「局で、何かあった？　何か嫌なことを言われたり、されたりした？」

　高嶋は慎一の頭に手を置いて、優しく問いかける。

「何もないよ。——なんで今さら、そんなこと聞くの？」

　家に着くまでの重い雰囲気は消えて、ちゃんといつものように笑顔で楽しく過ごせていたはずだ。どうして蒸し返したりするのだろう。一生懸命考えないようにしてるのに。と、慎一は唇を噛む。

「でも、無理してるだろ？　あんまり食べてないし、二人きりなのに、上っ面の笑顔しか見せてくれない」

　高嶋はソファの背に肘をついて、困ったような顔で慎一を見つめる。

「江波さんに絡まれてたろ？　ごめんね。収録中にあのおっさんが君の近くにいるのに気が付いて、すごくヤキモキしてたんだけど。動けないし、そっちばかり見てるわけにもいかないし。——彼女が来て、追っ払ってくれたって聞いてホッとして……。でも、収録が終わって君のところへ行こうと思ったら、もう居なくなってたから」

（彼女って、深見詩織のこと？　——嘘ばっかり。終わったあと、彼女と楽しそうに話してて、僕のことなんて見ていなかったくせに）

「ＡＤさんが控え室の場所を教えてくれて、そこで待っててもいいって言ったから」

　言いたいことを呑み込んで、目を伏せたまま早口で言った慎一の顎を、高嶋がぐいと掴む。


顔を上向かせたその手は、痛いくらい強くて、抗えない。



「慎一。ちゃんと俺を見て話して。——言いたいことは全部言うんだ。隠さないで」

　いつもの柔らかい笑みは消え、探るような目が少し怖かった。

「……言ったら、喧嘩になる」

「いいよ。喧嘩しよう？」

「やだ。したくない」

「どうして？」

「……違う。喧嘩にもならない。僕が勝手にしょうもないことを、ぐちゃぐちゃ思ってるだけ。こんな嫌な気持ちを言葉にしたくない」

「言葉にしてくれないと、俺は慎一の嫌だと思ってることがわからないままだよ？」

「知ってどうするの？　言ったって仕方のないことなのに！」

　せっかく押し隠して無かったことにしようとしたのに、それを暴こうとする高嶋に、慎一は思わず声を荒げてしまった。

「付き合ってたの？　深見詩織と」

「……彼女がそう言ってた？」

「周りにいた人が、そんな噂があったって話してたから——。ネットで調べて記事を見つけた」

「あー、あれか……」

　高嶋は額を抑えて、溜め息をついた。

「付き合ってないよ」

「……セフレだったんでしょ？」

「そうだね。恋人ではなかったけど、何度か寝たのは事実だ。でも、記事はまるっきりの出鱈目だよ。彼女とは、恋愛関係じゃない。友達ではあったけど」

　仕事関係の人間や友達とは寝ないって、言っていたのに。

「あんな記事が出ちゃったからね。充希はブチギレるし、彼女の事務所も、大物俳優や公開中の映画の共演者でもない一般人相手じゃ、箔も付かないし宣伝にもならないと御冠で。だから、それ以来会ってないし、連絡も取っていなかった。もうテレビの仕事も受けなくなっていた頃のことだし。今日会ったのは、ただの偶然だよ」

　偶然なんかじゃない。彼女はあそこに高島がいるのを知って、わざわざ会いに来たのだ。

「——何回寝たの？」

「回数までは覚えてないけど……、すぐに週刊誌ネタになっちゃったからね。そんなに長い付き合いじゃないよ」

　淡々と、訊いたことには答えてくれる。隠したり嘘はつかないって、約束したから。

　覚えられない程度の回数は、寝たってことだろう。記事にならなければ、ずっと続いていたかもしれない。と、慎一は思う。あれは、久しぶりに会った元セフレに見せるような笑顔じゃなかった。

「ただのセフレには見えなかった。親しげに話してたし」

「セフレだったのはもうずっと以前のことだし、久しぶりに会った友人。みたいな感覚だよ。彼女が江波を追い払ってくれたらしいから、お礼を言ってたんだ。俺の大事な人を助けてくれてありがとうって。——変われば変わるものね。って呆れられたけど」

　苦笑混じりにそう言った高嶋は、慎一と目を合わせて言う。

「ごめんね。嫌な思いさせて。でも——、信じて。恋人は慎一だけだよ。彼女とは、もう会うこともない。もうお互い連絡先も知らないし」

　慎一はその目を逸らし、リビングテーブルの上にちょこんと座っているテディベアに、目をやる。部屋に来たときに持っていたテディベアは、そこに置いたままだった。

「写真に、——車が写ってた」

「写真？」

「助手席に乗せて、手を差し伸べて、……誰が見ても、お似合いの恋人同士だった」

　一瞬怪訝な顔をした高嶋は、慎一のその言葉に、何が言いたいのかを察した。

「——僕だけのわけないのにね。僕と会うずっと前から乗ってる車なんだから。勝手に勘違いして、バカみたい」

「慎一」

　抱き寄せようと伸ばしてきた手を、思い切り振り払った。

「嫌だった！　あの女を乗せたあの車も、テレビになんか出る幸成さんも！　嫌で嫌でたまらない！　ほら、言ったよ？　言ってどうにかなるの？　僕が、終わった事にいつまでも拘る、どうしようもないやきもち焼きだって知ってるくせに！　どうにも出来ない事なら、呑み込んで、我慢するしかないじゃないか！」


睨みつける慎一の言葉を、高嶋は黙って受け止める。



「……いつまでも、子供扱いしないで。ちゃんと、自分で気持ちの整理くらいできるから」

　荒げた声を抑えようと、慎一は息を整えてからそう言った。

「確かに過去はどうしようもないけど——、嫌なことを呑み込んで、我慢なんてしなくていい。溜め込まずに吐き出した方が、スッキリするだろ？　そんなの大人でも一緒だよ。子供扱いなんてしてない。何を言っても何をしても可愛いって、言っただろ？　俺の前で無理して笑う必要なんかない」

「それを、子供扱いって言うんだ」

　不満げにキュッと口を引き結んだ慎一に、高嶋は、ふっと頬を緩める。

「可愛いものは可愛いんだから、しょうがない。子どもとか大人とか、そういうことじゃないんだ」

　そう優しく抱きしめられてしまえば、それだけで胸の中で燻っていた嫌な気持ちは、小さくなってゆく。高嶋の言う通り、溜まって澱んでいたものを吐き出したら、楽にはなったけれど。

「幸成さん……」

「ん？」

　あやす様に背中を撫でてくれていた幸成を見上げて、慎一から口付けた。


ぎごちなくただ押しつけただけのキスを、高嶋は大人しく受け止める。焦れた慎一がちろりと舌を出して唇に差し入れようとして、ようやく高嶋はその舌を捉え深く口付けてくれた。だけど、唇を離しても、高嶋はただ抱きしめて撫でてくれるだけで、それ以上求めてこない。



「ねぇ、——しようよ」

　はっきりと口にした慎一に、ようやく高嶋の方からキスをくれた。情欲に満ちた官能的なキスと、本気を出した高嶋の愛撫に、あとはもう、慎一はただ身を任せればよかった。








　いつものように、小さな車に軽く凭れるようにして立つ高嶋の姿。

　こちらを向いた彼に駆け寄って行くけれど、高嶋の視線は慎一をすり抜ける。振り向けば、彼の視線の先には、彼女が立っていた。泣きぼくろのある艶かしい目元をふわりと緩め、微笑む。

（幸成さん——！）

　叫んだ言葉は、音にならなくて、伸ばした手は届かない。差し出された彼の手は、慎一ではなく彼女の手を取った。

（嫌だ！　どうして——）

　声にならない慎一の叫びに、微笑んだ彼の唇は。


ごめんね。——そう動いた。




彼女の肩を抱いて、高嶋は慎一に背を向けた。









　——ヒュっと、自らの息を飲む音で、目が覚めた。どくどくと波打つ鼓動。絞られるように痛む胸を抑えて、慎一は詰まっていた息を、ゆっくりと吐く。


部屋の隅にある小さなルームランプの仄暗い灯り。ここは高嶋の部屋のベッドの中。事後の身体はきちんと清められ、寝間着も身につけている。暖かい布団の中、寄り添う様に眠る高嶋の、規則正しい呼吸。




今のは、ただの夢だ。高嶋はここにいる。自分を置いてどこにも行かない。




もうすぐ、自分はこの家で彼と暮し始めるのだ。そうしたら、ずっとずっと一緒にいられる。




慎一は、じっとりと汗をかいた掌を握りしめ、そう自分に言い聞かせる。




そう。卒業して、あの学院を出さえすれば——。






　『ここを出たら——。俺はもう、ただあいつの幸せを祈ることしか出来ないんだ』




　ふと、慎一の中で、夢の中で背を向けた高嶋の背中と、今朝の御堂の背中が重なった。

　馨と御堂が結ばれることはないのだと、知っていた。好きだという気持ちだけでは、ずっと一緒にいられないことくらい、わかっていた。

　それでも慎一は、もしかしたら御堂は、最後の最後には馨を選ぶんじゃないかって、選んでほしいと、きっと心のどこかで願っていたのだろう。


だけど結局、御堂は馨を置いていく——。




それがこんなに悲しくて、辛いのは、自分に重ねてしまうからだ。




慎一は、家の呪縛から逃れることのできない御堂より、馨にはもっと相応しい相手がいると、ずっとそう思ってきた。彼じゃなくても、馨を愛して大切にしてくれる人が、一生そばに居てくれる人が、きっと現れるのにと。




でも、今なら、馨の気持ちが分かる。他の誰かじゃ、ダメなんだって。




一度手にした幸せを失うのは、怖い。




手に入れることを諦めて、幸せな思い出だけを連れていく御堂は、正しいのかも知れない。高嶋と結ばれた自分は、もう、彼を知らなかった頃には戻れない。




もし彼が、自分の手を離してしまったら——。




自分を包むように抱いて眠る高嶋。慎一は、彼を起こさないようにそっと身を離し、その腕から抜け出た。足音を忍ばせて、キッチンカウンターの裏に回って蹲る。




そうしてようやく、慎一は堪えていた涙を零した。声を殺し、息を顰めて。




人に恋着されることを、面倒だと、鬱陶しいと嫌っていた高嶋。




深見詩織のような魅力的な女性ですら、過去のセフレの一人に過ぎない。いくら慎一は特別だと、恋人は君だけだと言われても、その気持ちが冷めてしまわない保証なんて、どこにもない。




高嶋の過去を、昔のことだと、もう終わったことだと割り切れないのは、怖いからだ。いつか自分も、その過去になってしまうかも知れないって。




慎一は、自分が悲観的な方だという自覚はあるが、それは別に悪いことだとは思っていなかった。常に最悪の場合を想定しておけば、ダメだった時のダメージも少ないし、そうならないように早めに対処することができる。やるべきことをやってダメなら仕方がないと、諦めも良い方だった。




なのに、彼に関してだけは、ダメならダメで仕方ないと、割り切ることが出来ない。ほんの小さな不安の種を自分でどんどん育てて膨らませてしまう。




高嶋は、何ものにも縛られず、自分の思うように生きていけるだけの強さも能力も持っている。




けれど、慎一は学生でまだ親の庇護下にある。同棲するとは言っても、それは親には内緒の話だ。高嶋は、両親に挨拶に行こうとまで言ってくれたのに、慎一には、彼を自分の恋人だと紹介する勇気はなかった。




九条のおじい様にバレるのも、怖かった。祖父がその気になれば、きっと簡単に引き離されてしまうだろう。昔気質のおじい様が、二人のことをすんなりと受け入れられるとはとても思えない。




それでも慎一は、もし両親やおじい様に反対されても、高嶋から離れることなんてできない。




もし、どうしようもなくなったら——、高嶋は何もかも捨てて、自分を連れて逃げてくれるだろうか。



　そんなことまで、考えてしまう。


優しい高嶋にどんどん依存して、自分の思いを押し付けて。自分のこの恋着が重いと、高嶋に思われるのが怖かった。



（いくらでもさせてあげるから。だなんて……。自惚れもいいとこだ）

　何の手練手管も持ってない面倒なバックバージンで、なかなか挿れてもらえなかった。どうすれば高嶋を喜ばせられるかもわからなくて、口とか手で、って思っても、そのうち追々にね。って、自分ばかり気持ち良くされて、訳が分からなくなって。高嶋が自分の身体で満足できているかどうかすら、わからないのに。

　こんな自分とのセックスに、彼が今まで得てきた快楽以上の価値があるとでも、いうつもりだったのか。

　今夜だって、慎一からはっきり誘うまで、高嶋からは求めてこなかった。一ヶ月以上していないのに。まだ三度目なのに。何度も果てたのは自分だけで、高嶋は一度だけ。


大切にしてくれるけれど、優しいけれど、経験豊富な彼は、自分では物足りないのかも知れない。




麻生の言うように、本当に『よっぽどアッチの具合がイイ』身体なら、良かったのに。と、慎一は、膝を抱えた腕に額を押し付ける。




——それとも、もう、飽きられちゃったのかな？



「う、っふ……」


堪えきれずに、震える唇から呻きが漏れる。俯いた瞳から涙がこぼれ落ち、ポタポタと冷たい床に散らばった。どんどん悲観的な方へと思考が流れていくのを、止められない。




真夜中のキッチン。冷え切った空気にぶるりと身を震わせた慎一の肩に、ふわりと温かいものが被せられた。




思わず顔を上げた慎一の頬を、高嶋の大きな手が包む。



「なんでこんなとこにいるの？　風邪ひくよ」

　彼はそう言いながら、濡れた頬を拭う。

　肩に掛けられたのは、ソファーに置かれていたフワフワのブランケットだった。寒がりの慎一のために、高嶋が用意しておいてくれたものだ。

「おいで。ここじゃ冷えるから」

　高嶋は固まっている慎一を抱え上げ、ソファまで運ぶと、毛布に包んだ慎一を抱いたまま座った。

　黙って泣いている慎一を抱きしめて、高嶋は困ったように小さく溜め息を吐く。

「ごめっ、なさい。……ごめんなさい」

　泣き止まないと、と焦るほど涙が溢れてきて、どうしていいか、わからなくなる。

「なんで謝るの？」

「だっ……て、泣くな、て……。泣かないで、怒れ……って」

　前にこの家に来たときに、高嶋が言ったのだ。泣かないで、怒ればいいって。

　人前で泣くのは女々しくて、卑怯な気がした。泣きながら子供扱いするな。なんて、矛盾してる。だけど慎一は涙腺が弱くて、すぐに涙が溢れてしまうから。

　だから、我慢してたのに。高嶋を困らせたくなくて、見つからないように抜け出したのに。

「——いいよ。泣いていいんだ。……ごめんね。その言葉、訂正していいかな？」

「訂正……？」

「泣きたかったら、泣いてもいい。だけど、一人で泣かないって約束して？　お願いだから、俺の知らないところで泣かないでくれ」

　高嶋の方が泣きそうな顔で、懇願した。

「一人で泣かれたら、抱きしめて慰めることも出来ないだろ？　大丈夫だって、背中を撫でることも。……何が悲しいのかも、不安なのかも、わからない」

「幸成さん……」

「うん」

　高嶋の腕に包まれて、その温かさは心まで沁みてくる。高嶋の胸に凭れた頬に伝わる鼓動が心地よくて、思ったことがそのまま口をついて出た。

「——僕じゃ、気持ちよくない？」

「え？」

「もう、飽きた？」

　ぐずぐずと鼻を鳴らしながら、泣き疲れた慎一がボソりと、呟く、

「……どうしてそうなるんだ」

　がっくりと項垂れた高嶋。

「だって、ずっとしてなかったのに、僕ばっかりで……。幸成さんは一回だけしか」

「毎回、抱き潰すまでがっつくのは、カッコ悪いだろ？　いい大人がさ。久しぶりだし、まだ慣れてない慎一の体に負担をかけたくないし。これでも、必死でセーブしてたって言うのに……」

　決まり悪そうに零した高嶋に、

「好きにしていいのに。幸成さんとするの、好きだよ。愛されてるって、安心できる」

　慎一はふわりと微笑んだ。

「愛してるよ。絶対に離さないから、覚悟して」

　まだ涙の残る目元にキスをして、高嶋は慎一を抱えたまま立ち上がる。慎一は、その首にしがみ付くように腕を回し、高嶋の胸に顔を埋めた。

「……絶対に？」


その、消え入りそうに震えた呟きに、



「離さないよ。たとえ君が逃げようとしても、ね」

　高嶋は優しい声でそう答えた。





　文字通り、抱き潰された朝。

　目が覚めても、怠くて腕を上げるのも億劫で。目の前にあるうっすらと髭の浮いた高嶋の寝顔を、慎一は寝ぼけ眼でぼんやり見つめる。

　裸のままだけど、身体は綺麗にしてくれてるし、ちゃんとゴムをつけてくれてたみたいだからお腹も痛くない。お尻の違和感は半端ないけど、そこはもう覚悟の上の行為だしいいんだけど。


空っぽになるまでイカされて、出なくなっても訳わかんなくなるくらい、気持ちよくて。あれは中イキとかいう奴だろうか？と考えて、一人赤面してしまう。まだ初心者なのに、もう後ろだけでイケるようになっちゃったし。本当にとんでもないな、この人。と、慎一はそのエロ魔人の顔に手を伸ばし、髭の生えているあたりをそっと指でなぞった。




後半はほとんど記憶にないし、とんでもない痴態を晒していそうで、あんまり思い出したくない気もするけれど。好きにしていい。と言ったのは慎一だ。




自分を見下ろす高嶋の、情欲に歪んだ顔。回した腕の中で揺れる、汗に濡れた背中の感触。荒い息遣いと激しい突き上げで、何度も自分の中で放った高嶋の熱い身体。熱に浮かされた様な曖昧な記憶の中の、そんな彼の何もかもを、愛しいと思う。




自分の名を呼びながら果てる高嶋の掠れた声も、息遣いも、自分の中で膨れ上がる分身も、堪らなく気持ちが良かった。こんなのを知ってしまったら、もう他の人と出来る気がしない。——する気なんてカケラもないけれど。



　少しちくちくザラザラした感触が面白くて、何度もなぞってしまう。


そんなに髭の濃い方じゃないのに、ちゃんと朝には生えるんだなぁ。と、不思議な感じがした。慎一も一応髭は生えるけれど、こんなに固くないし、産毛っぽい感じで一週間くらい経つとなんとなく目立つかな。という程度。毎朝剃る必要はなかった。剃るの面倒だし、髭の似合う顔じゃないのはわかってるから、楽でいいけれど。



　高嶋は、このまま髭を伸ばしてもカッコいいだろうな。と思う。きっと放ったらかしの無精髭でも、汚らしくもくたびれても見えない。ワイルドでかっこいいかも。

　そう思いながらなぞっていた指先を、不意に笑み崩れた高嶋に捉えられた。

「だめ、もう限界。くすぐった過ぎる。——髭、気に入ったの？」

　そう間近で甘く微笑まれて、腰が抜けそうになる。この寝起きのエロさは犯罪だと思う。

「慎一は、生えないね」

　そう言って抱きしめ、頬擦りしてくる。

「痛いってば！」

　ちくちくした硬い髭に擦られると、結構痛い。

「こっちは柔らかくて気持ちいいけどね」

　言いながら、チュッと頬に口付けて身を起こすと、枕元にあったリモコンで、エアコンのスイッチを入れた。

「もう起きる？　昨日あんまり食べてなかったからお腹すいたんじゃない？」

　まだひんやりした室内。布団の中に戻ってきた高嶋が、慎一の身体を抱き寄せる。同じく全裸だから、二人の間に遮るものは何もない。朝だからか、兆している高嶋のものが内股に触れた。昨夜さんざん搾り取られた慎一の方は、大人しいままなのに。さすがにもうそんな元気はないけれど、高嶋の体温と肌と匂いが心地良くて、背中に手を回して身体を密着させた。この人肌の暖かさは毒だなぁ。と思う。離れたくなくなる。

「はぁ……。どうしよ。可愛過ぎる。そんなに抱きついてこられたら、またしたくなるんだけど」

　——うん。だよね。太腿の付け根に熱くて硬いのが当たってる。慎一はそこに柔らかいままの自分を押し付け、内腿でその熱さを感じる。つい、後ろがひくついてしまうけれど。

「もう勃たないよ。このままくっついてるだけでいい」

　高嶋の胸に頬を擦り寄せて甘えると、当たっている彼の昂りが一層脈打つ。

「生殺しか」


唸りながら、彼の大きな手が慎一の尻に伸びて、片手でも掴めてしまう小ぶりな弾力のある肉を揉んでくる。マッサージにしてはエロいけど、柔らく包むように揉んでくる力加減が気持ちいい。触れた肌と高嶋の手のひらの温かさにうっとりしていると、つと指の先が、ひくついていた穴に触れた。



「……っん」

　まだ柔らかいそこに入り込んだ指先に、思わず声が漏れた。そのまま入り込んでこようとする指を拒むように絞めて、

「や、……抜いて」

　慎一は慌てて離れようと、胸を押して見上げる。恥ずかしさに顔を赤らめて。

「っ、それ、煽ってるよね？」

　伸し掛かるように、身体を持ち上げた高嶋は、欲望に濡れた目で慎一を捉えて見下ろす。入ったままの指先は拒もうとする窄まりを宥めるように捏ねて進んでこようとするけれど。

「や、違……、もう起きる！　しつこい！」


トイレも行きたいし、シャワーも浴びたいし、お腹もすいた。現実問題として、生理現象も食欲も無視出来ない。慎一は逃れようとずり上がって、高嶋を睨んだ。



「……はい」

　調子に乗って叱られた高嶋は、しおしおと身体を引いた。





　貰い物だと言う冷凍のスープを温めて、麻生が持たせてくれたパンドカンパーニュで、遅めの朝食にする。トリュフ入りのレバーパテと、ナッツやドライフルーツの蜂蜜漬けも入っていて、載せて食べたら絶品だった。

　高嶋は、美味しそうに朝からもりもり食べる慎一を、嬉しそうに見てる。

「トースター、買ったの？」

　前に来た時は無かった気がする。電子レンジはあったけど。炊飯器もなんか新しくなってる？　とキッチンの方を眺めて首を傾げた慎一に、

「うん。いるかなと思って。炊飯器も、伯父夫婦が置いていったやつがあったけど、全然使ってなかったし、新しく買ったんだ。慎一、ご飯好きでしょ？」

　にっこりとそう答えた高嶋。

「好き、っていうか、日本人の主食だからね？」

　前回来たとき、お米すら無かったよね。と呆れる。

「慎一が引っ越してきたとき困らないように、他に必要なものあったら言って。買っておくから」

「忙しいのに、そんなことまでいいよ。必要なものは来てから揃えるから」

「えー、色々準備するのが楽しいのに」

「まだ、借りるつもりのワンルームマンションも決まってないのに、気が早いよ。大学指定の学生マンションがいくつかあるから、そこから選ぶつもりだけど。馨も部屋借りるって言ってたから、同じマンションにしようかと思ってるんだ。とりあえず先にそっちに引っ越してから、必要なものだけこっちに持ってこようかな。って」

　親とおじい様の手前、ダミーで借りるつもりだったワンルームマンションだけど、一人暮らしを始める馨が心配だから、どうせ借りるなら同じところにしようと、慎一はそう考えていた。


不眠症の症状もまた重くなってきている気がするし、いつでも様子を見に行けるように。多分べったりこっちじゃなくて、行ったり来たりの生活になるだろうなと思う。



「へぇ、馨くんも一人暮らしするんだ。都内だろ？　家遠いの？」

「距離的にはそうでもないけど。駅が遠くて、通いにくい」

　都内でも有数の高級住宅街の地名を出すと、高嶋は納得したように頷いた。

「ああ、確かにね。あそこじゃバスもないか。——そっか、ご近所なんだな。慎一のおじい様の家と」

「……そんな話したっけ？」

　慎一は怪訝な顔を高嶋に向ける。


九条のおじい様のところへ行くときに何度か送ってもらったことはあるけれど、家まで送ってもらうのはマズいからと、その時は最寄りの駅で下ろして貰い、駅前からはタクシーを使った。おじい様には迎えをやるから電話をしなさいと怒られたけれど。




そうは見えないが高嶋は、清輝会に名を連ねるステファノの元生徒会長で、分家とはいえ渕上家の一員でもある。彼が『九条翁』を知っている可能性は高い。だからわざわざ慎一は、念のために離れた場所で下ろして貰ったのだ。慎一が九条篤伴の孫だと知られないように。おじい様の話をするときも、九条の名前は一度も出していない。



「え、だってブラックカード持ってるようなお金持ちなんだろ？　あの辺りでそんな資産家が住んでるような地域って、そこしかないし。あれ？　違った？」

「違わないけど……」

　なんとなく釈然としないが、その話を掘り下げたく無かった慎一は、それ以上は何も言わなかった。

「身体、大丈夫そうだったら、用意して出掛けようか。今日は慎一を連れて行きたいところがあるんだ」

「うん。大丈夫」

　起き抜けはぐったりで身体のあちこちに不具合もあったけれど、起きてシャワーを浴びてご飯を食べて、元気になってきた。基本的な体力は高嶋に負けているけれど、若いから回復力はある。

「じゃあ、先ずはディーラーからね。慎一の好きな車に買い替えよう。好きなメーカーとか、車種ある？」

「……は？　何言ってるの、幸成さん」

　訳がわからない。ニコニコとそんなことを言い出した高嶋に、慎一は間の抜けた声を出してしまった。

「過去は塗り替えられないけど、車は替えられるからね」

「車のせいじゃないし」

　車が嫌なわけじゃない。伝わっているようで、伝わってなかったのか。と、微妙な気持ちになったけれど。

「でも、あの車に乗ると思い出すし、本当は乗りたくないんでしょ？　慎一ベアも置いておきたくないくらい」

　高嶋は、ちゃんと分かっていた。

「う、それは……。もう終わったことだし、そのうち忘れるよ。そんなことくらいで買い替えるなんて」

「そんなことくらいじゃないよ。我慢しなくていいって言ったろ。——まぁ、もうあの車も五年以上乗ってるしね、ちょうどいい頃合いだよ」

　高嶋は、人にも物にもあまり執着や拘りはないけれど、一度手にしたものはずっと大切にするタイプだ。飽きたから、とか新しいものが欲しいからとか、そんな理由で今あるものを簡単に捨てたりはしない。あの車だって気に入って大切に乗っていたのに。

「替えなくていいってば。——あの車、好きだったし。可愛いし、乗り心地も良かったし」

　過去形になっていることの自覚もなく、そう言い募る慎一に、

「じゃあ、おんなじ車種で色だけ変える？——あ、でも、車ってお持ち帰りできないんだよなぁ。……今日はレンタカー借りようか。そのまま送っていけるし」

「だから、車あるのになんでレンタカー借りるんだよ。勿体無い。ていうか、——今日戻らなくてもいいから。外泊届は二泊で出してる」

　必要以上に気を使われて、ついつっけんどんな言い方になる。

「え？」

　驚いた顔の高嶋に、

「……都合が悪いなら、帰るけど」

　ふいっと、目を逸らしながら言った言葉は尻すぼみに、小さくなった。


慎一は、高嶋には黙って二泊分の外出届を出していた。翌日仕事なのはわかっているけれど、朝までで良いから、ギリギリまで一緒にいたくて。昨日言おうと思いながら、言いそびれてしまった。




言ってから、迷惑だったろうか。と、慎一は勝手に先走ってしまったことを後悔した。



「悪くない！　悪くないけど、明日は朝早く出ちゃうよ？　ああ、もう、何でこんな時に限って、朝イチで横浜なんだ……」

　高嶋が、もの凄くわかりやすく悲嘆に暮れた。ハムレットばりに。

「仕事なのはわかってるってば。朝一緒に出て、そのまま帰ればいいかな。ってそう思っただけだから」

「でも、駅までくらいしか、送ってあげられないよ？」

　そこまで悲しそうに言うことじゃないと思う。

「それもいらない。駅まで徒歩五分くらいって言ってたよね。道覚えたいし。下見がてら、歩いて駅まで行きたいから」

　春になったら、ここから大学に通う事になるのだ。


ここに来る時も出かける時もいつも高嶋の車だったから、このマンションのご近所のことは、まだほとんど知らない。最寄り駅周辺も。慎一はせっかくだからこの街を少し散策してみようかと、そう思っていた。



「じゃあ、俺も明日は電車で行こうかな」

「過保護すぎ。一人で探検したいからほっといて」

　半分照れ隠しで、慎一はそう冷たく言った。嬉しいけど、朝から二人で駅までの道を歩くとか、なんか無理。徐々に慣れないと心臓が持たない。と目を逸らす。

「あああ、可愛いが過ぎる」

　横並びで座っていた高嶋が、急に抱きついてきた。今の言い方のどこが可愛いポイントなのか、慎一には皆目わからなかったけれど。





　出かける前に一悶着あって、まだ少し不機嫌な顔の慎一を連れて、高嶋は郊外のディーラーに向かう。

　ディーラーも、そのあと行こうと思っているところも電車で行くには不便な場所だからと、タクシーを呼ぼうとする高嶋に、そこまで心狭くない！　平気だって言ってるのに！　とキレてしまった。結局、いつもの車に乗って家を出たのだけれど。

　それでなくても、言いがかりみたいな嫉妬心で車を買い替えさせるとか、どんだけだよ。って思うのに。

　高嶋には前科があるから、それに対しての罪滅ぼしとか引け目のようなものがあって、こんなに気を使うのかな。と、慎一はそんなふうに考えていた。


昨日もブチギレて、夜中にボロ泣きしちゃったし。——冷静に、客観的に見ても、自分は相当面倒くさい恋人に思えてきた。




こんなんじゃ彼だって、そのうち疲れて面倒になってしまうんじゃないかと、不安になる。なんでこんなに面倒くさい性格なんだろうと、自分でも嫌になるけれど。



「着いたよ」

　ぼんやりと外を見ていた慎一に、高嶋が声を掛ける。

「へぇ、広い！　——いろんな種類があるんだね」

　奥に車を停めて降り立った慎一は、思わず声を上げていた。外からもガラス張りのショールームの中が見渡せる。


そこには、今高嶋の乗っている車と少しずつデザインの違う車が、ゆったりと並んでいた。別の車種もいくつかあって、広々としたお洒落なショールームだった。




慎一は、こういう場所に来るのは初めてだったけれど、何台ものピカピカの車が展示されているこの空間には、やっぱりテンションが上がる。そこは男の子だし。



「はい。今のお乗りいただいているモデルの限定カラーや、スポーツタイプのニューモデルも、コンパーチブルもございますよ」

　迎えに出てきた担当者らしい男性が、早速案二人を案内してくれる。

　名刺をくれた彼の名は、今井聡司さん。肩書きはフロアチーフ。車を買うのは高嶋なのに、彼はただ付いてきただけの慎一にもすごく丁重に対応してくれる。


思わず畏まってしまった慎一に、高嶋が笑って言う。



「こいつは、大学んときの同級生だから、気を使わなくていいよ。こいつの顧客第一号が俺なんだ」

「そうなんです。それ以来ずっとご愛顧頂いているんですよ。お客さまも大勢ご紹介いただいてますし、高嶋様には本当にお世話になっております」


にっこり微笑んだ彼は、いかにも欧州車のセールスマンらしく、洗練された物腰の爽やかなイケメンだった。



「え、ずっとそのスタンスで行くのか？」

「当たり前だろ。じゃない。もちろんです。仕事中ですから」


交わされる軽妙な会話から、二人の親密さが伝わってくる。本当に、この人はどこにでも知り合いがいるな。と感心しながら、慎一は展示されている車の方へ目を向けた。



「どれでもいいよ。気に入った車があったら言って」

　いつの間にか機嫌の直っていた慎一に、高嶋が請け負う。

「せっかくだし、一通り乗ってみて下さい。ぜひ運転席に」

　言われて、ついお言葉に甘えてしまった。慎一は運転席に乗ったのは初めてで、ハンドルや機器に触らせてもらって、思わずテンションが上がる。今井の説明は分かり易くて、楽しくて、自分まで早く免許が欲しくなってしまう。

　そうして、一通りいろいろ乗せてもらったけれど。

「やっぱり今乗ってるのと同じ型がいいかな」

「色は？」

　聞かれて、慎一は無意識に一番奥に展示されていた車に目が行った。

「あちらの限定カラーにされますか？」

　すかさず今井はその淡いペールブルーの車体を指し示す。

「日本限定の特別仕様車で、まだ発売されたばかりの限定カラーです。台数も限られているので、今買い替えるのなら、断然おすすめのカラーですね」

　絶妙の間合いでにっこりお薦めされた。さすがトップセールスマン。買うのは自分じゃないし、とオススメされた慎一が思わず高嶋の顔を見上げると、

「じゃあ、それにする」

　即決された。

「うん。良い色だよね、慎一ぽくて」

　そんなことを言う高嶋に、僕が選びそうな色ってこと？　と慎一が首を傾げると、

「慎一は青系のイメージなんだけど、淡くて少し温かみのある、こういうペールブルーが一番近いかな。品が良くて、優しい色だね」


にっこり笑ってそう言われた。







　そのまま奥のソファ席で、高嶋たちは契約書類を交わしている、することのない慎一は隣で大人しく出されたオレンジジュースを飲んでいた。


車に積んでいる必要書類を取りに高嶋が席を外すと、



「いやぁいつもはお任せなんで、実はこんなふうにショールームに足を運んだこともないんですよ。あいつ」

　今井が気安く話しかけてくる。すらっとして身長もあるどちらかというと男っぽいタイプだけれど、大柄な高嶋と並ぶと、絵になるというか、バランスが良い。


仲良さげな二人を見て一瞬もやっとしたけれど、彼の薬指の指輪を見てなんとなくホッとしてしまった。



「うちの車は気に入ってくれてるみたいなんで良いんですけど、おまえのお薦めでいいよ。って丸投げで、結局こっちが売りたい車を買ってくれるんですよねー、奴は」

　そう言って苦笑する。

「前回の買い替えも、俺の昇進査定時期で、成績があともうちょいあれば。っていう時で」

　高嶋らしいな。と思って聞いていると、

「だから、こんなふうに恋人を連れて自分から買いに来てくれると、こっちもつい熱が入ってしまって」

　今井は書類を整えながらそう言った。

「恋人……に、見えますか？」

　思わずそう訊いてしまった慎一に、

「男が自分の車を選ばせるなんて、嫁か恋人くらいでしょう？」

　とニヤリと笑う。

　高嶋の友人にそんなふうに言ってもらえたことが嬉しくて、慎一の頬は無意識に緩んでいた。

　そこへ戻ってきた高嶋は、隣の席に戻るなり、慎一の顔を顎クイで自分の方へ向けさせる。

「だめだよ、慎一。そんな可愛い顔、俺以外に見せちゃ」


甘い声でそう囁き、真っ赤な顔で固まった慎一に、にっこり微笑む。



「うっわ、やべーな。恋人にはそんななんだ、おまえ」

　友達モードの口調になった今井が、とんでもないものを見た。という顔をして、笑った。






次に連れて行かれたのは、郊外にある普通のマンションの一室だった。どこに行くの？と訊いても、それは着いてからのお楽しみ。と高嶋は教えてくれなかった。



「ここ？」

「そう」

　そこはごく普通の住宅街にある何の変哲もない、いや、かなり古いマンションだった。エレベーターではなく階段を登った先の二階の部屋。重そうな玄関ドアには、『 rigel 』と書かれたプレートが下がっている。

　高嶋がインターホンを鳴らすと、

「ようこそ〜。お待ちしてました」


まだ若い女性がにこやかな笑顔で現れた。



　靴を脱いで上がってすぐの部屋に通されて、慎一にもここが何かわかった。

「……アクセサリーの、お店？」

　四畳半ほどの小さな部屋いっぱいにアクセサリーが並んでいる。一つ一つは小ぶりでシンプルなものばかりだけど、それぞれが映えるような統一感のある品の良いディスプレイと照明。部屋全体が宝石箱みたいで、可愛い。

　可愛いけれど、——男二人で来るようなところでは無い気がする。と、慎一は怪訝な目で高嶋を見上げる。

「ふふ。ネットショップの撮影用の部屋だから、ちょっとキラキラしいですけどね。うちのメインはこれです」

　そう言って彼女が示したのは、中央のアンティークテーブルに並んだシンプルなリング。対のデザインで二つづつ並んでいる。

「アクセサリーは付けないって言われたけど、刻印入りの指輪なら、受け取ってくれるんだよね？」

　確かに、そう言われたことがある。その時は、いつもの軽口だと素っ気なく流してしまったけれど。——本当はすごく嬉しかった。いつかそれが本当になればいいな。って、慎一は心のどこかで期待していた。

「でも、これって……」

　どう見ても、マリッジリングだと思う。

「プロミスリングです」

　店主らしい女性がそう答える。

「マリッジやエンゲージリングはもちろんですけど、恋人同士が愛を誓って身に着ける、大切な人に送る約束の指輪のことをそう呼ぶんですよ。うちではマリッジに限定せずに、サイズも付ける指も自由なプロミスリングとしてお作りしています。男性同士、女性同士のカップルのオーダーも多いんですよ」

　彼女は、リングのディスプレイケースをヨイショと持ち上げると、

「こちらへどうぞ〜、奥でゆっくりご覧になってください。お茶お淹れしますから。コーヒーと紅茶と、あ、ノンカフェインのルイボスティーもありますよ〜」

　言いながら、その部屋を出て奥へと進んで行く。


案内された奥のリビングルームは、綺麗に整えられてはいるけれど、完全に普通のお家だった。




彼女は、雑貨店やアクセサリーショップでの委託、ネットショップ、クラフト系イベントでの販売がメインの、フリーのジュエリー職人で、ここは彼女の自宅兼ショールームなのだそう。実店舗を出すほどの甲斐性がないので〜。と笑いながら、実物を見て選びたい、オーダーしたい。という人向けに予約制で開いているんですと、彼女はキッチンに立ってそう話す。



「特に指輪はサイズもありますし。それに、プロミスリングは一生ものですから、やっぱり自分の目で見てしっかり選びたいですよね。——そちらはサンプルなので、お客様が選ばれたデザインと同じものを一からお作りするんです。もちろん、イニシャル、メッセージ、日付、好きな言葉でも何でも刻印できますし、石を埋め込んだり、カスタマイズも出来ます。もちろんオリジナルのフルオーダーも可能ですよ」

　言いながら、高嶋にはコーヒー、慎一にはルイボスティーを持ってきてくれた。

　高嶋の会社の企画するイベントにもよく参加しているという彼女は、昨日もそうしたバレンタインイベントに出店していたのだと言う。

「澤田さんにＳＮＳで紹介していただいてから、売上もすごく伸びて、うちの商品を置きたいって言ってきてくださるショップさんも一気に増えたんです。エルフさん様様ですよ〜」

　と、慎一に可愛いマグカップを渡す。

　高嶋の会社『bird elf』の公式フォロワー数は、人気芸能人や大手企業の公式ＳＮＳのフォロワー数を軽く超えている。それはひとえに、一般事務兼ＳＮＳ担当でもある澤田の発信力のおかげだった。彼女が仕事の片手間に、空いた時間で発信している好き勝手な呟きや、個人的なお気に入りの紹介——たまに会社の手がけたイベントの告知等——が、なぜか受けていて、ちょっとしたインフルエンサーなのだという。

「よろしかったら嵌めてみて下さいね。サンプルなんで号数は少し大きめになってるんで……、逆に大きすぎるかもしれませんけど」


慎一の手に視線をやって、彼女がそう微笑んだ。




決して小さく華奢な手ではないと思うのだけれど、確かに指は細い方だろう。




そっと自分の指に目を落としてから、ようやく慎一は陳列された指輪を見る。けれど、キラキラと光を放つペアリングに気後れしてしまって、なかなか手が伸びなかった。



「これとかは？　慎一に似合いそう」

　高嶋はプラチナではなくゴールドの細く繊細な模様の入ったリングを手に取って、ごく自然に慎一の指に嵌めた。左手の薬指に。

　慎一の手を取ったまま微笑む高嶋から、慎一はぎごちなく目を逸らす。


こんな店員いたら、ヤバすぎる。絶対買っちゃうよ。と顔を赤くして。



「ふふ、それ可愛いでしょ〜。プラチナリングを抑えて一番人気のデザインなんです。同じデザインでプラチナでもお作りできますけど、ゴールド地の方が可愛いんですよね〜」


ドンファンモードの高嶋にも動じず、彼女は慎一の手元を見て満足そうにそう言った。



「……ちょっと可愛すぎない？」

　男の自分には可愛すぎるし、高嶋の男らしい骨張った手にこれは似合わない気がした。

　そう呟いた慎一に、

「お相手は同じ形で柄なしにして、さりげなくお揃い。とかもできますよ〜。私のパートナーは女性なんですけど、シンプルな方がいいって、これのプラチナ石なしバージョンなんです〜」

　彼女はそう言って左手を見せる。その人差し指には、ダイヤが不規則に散りばめられた幅広のゴールドリングが煌めいていた。嵌める指は自由なところが、マリッジではなくプロミスリングという事なのだろうけれど。

「あ、そういうちょっとゴツい感じの方がいいです」

「じゃあ、この辺とかですかね〜」

　彼女は少し幅広のタイプを出していくつか並べてくれた。そのうちの一つを手に取り、慎一は高嶋の指に嵌めてみる。同じく左手の薬指に。

　その中で、一番厚みも幅もあるタイプのプラチナリングは、高嶋の大きな手でもしっかり存在感があった。

「確かに、高嶋さんにはそれすごく似合いますけど〜」

　慎一の指にはきっとゴツすぎるだろうそのリングに、彼女は少し口を尖らせた。

「俺は何でもいいから。慎一の好きなのを選んで？」

　そう高嶋は苦笑したけれど。

　慎一は指輪が欲しいわけではない。自分とお揃いの指輪を高嶋に嵌めてほしいのだ。その左手の薬指に。一目でそれとわかる存在感のプロミスリングを。

「これがいい」

　高嶋の手に収まった指輪を見てはっきりとそう言うと、高嶋は同じように、慎一の指にそれと対のリングを嵌めてくれた。

「まぁ、——これはこれで可愛いか。ちょっと大き過ぎて、よくわからんけど」

　確かにブカブカすぎて、フィット感は全くなかった。

「あ、ほんとだ。意外といい感じ。細くても男の子の手だし、カッコ可愛いかも。でもこのままサイズを縮めるだけだとちょっとイカついっていうか……、彼のイメージ的にはもっと——。うーん、でも存在感とかインパクトは無くさない方向で——」

　彼女はぶつぶつ言いながら、少し考えて、

「うん、もうちょっと品良くシンプルにしたら、絶対似合うのができそうです！　あの、よければフルオーダーで作らせてもらってもいいですか」

　と、顔を上げた。さっきまでのホワホワした雰囲気と違う、キリッとした職人の顔で。

「それはもちろん。慎一は？　それでいいの？」

「うん」

　頷いた慎一に、彼女はさらに色々な提案を投げかけてきて、最終的には、『お互いの誕生石を縁ふちに小さく一粒だけ埋め込んで、裏にはお互いのイニシャルを刻印する』というオプションで落ち着いた。最後に指のサイズを測ってもらって終了。


納期は一ヶ月くらいかかるらしく、彼女は申し訳なさそうな顔をしたけれど、高嶋は、慎一がうちに引っ越してくるまでには出来上がりそうだね。と、甘く微笑んだ。




そうして、自分自身に同性のパートナーがいるとサラリと告げた彼女は、男同士で指輪を買いに来た二人のラブラブぶりにも全く動じることなく、ニコニコと見送ってくれた。







　それから二人は、家でまったりしたいという慎一の希望で、二人でスーパーへ行き、サラダ用の野菜と、ちょっと高級なレトルトカレーを何種類も買って帰った。

　新しい炊飯器で炊いたご飯はふっくらと美味しくて、レトルトとは思えないお値段のカレーはレトルトとは思えないくらい美味しかった。違う味のカレーをいくつか温めて、二人で少しずつ食べ比べたり、今度はチーズやナンも買ってこようね。と言いながら、残っていたパンドカンパーニュにつけて食べてみたり。


楽だし、美味いし、これいいな。米とレトルトカレーは常時ストックしとこう。と、しみじみ言った高嶋に、野菜もちゃんと食べてよ？　と慎一が釘を刺す。



　二人で食べれば何でも美味しくて、一緒に居られればそれだけで楽しい。

　すっかり機嫌の直った慎一は、いらないと言っていた高級チョコをあれこれと食べ比べて、美味しいけど、やっぱり麻生さんのオランジェが一番好きかも。と、笑う。

　リビングテーブルに置きっぱなしの、スマホが震えた。


二つ並べて置かれた、同じ機種同じカバーのスマホ。慎一は、どちらのものかはわからないまま、画面が明るくなった方に手を伸ばした。



「ちょ、……いつの間に」

　通知が来ていたのは高嶋のスマホで、そのロック画面は指輪を嵌めた慎一の手の画像になっていた。『rigel』で、サイトのサンプル画像にしたいから撮らせて欲しいとお願いされて、指輪を嵌めた二人の手を何カットか撮られたけれど。なぜそれが、高嶋のスマホの待受画像になっているのか。

「慎一は手まで可愛いから」

　目を細めて嬉しそうに、言う。

「顔写ってるやつを待受にしたら、慎一怒るしさ〜。これくらいなら別にいいだろ？」

　何枚か撮ったうちの、それは高嶋の手が慎一の手をとっている画像で、彼の手にそっと乗せられた慎一の左手のアップ。その薬指には、高嶋がはめてくれたあのリングが煌めいている。ブカブカのその指輪は彼シャツならぬ彼リングのようで、すごく雰囲気のある写真になっていた。

「今日撮った画像、彼女が全部送ってきてくれたんだ。慎一にも送っておくね」

　すぐに送られてきた二人の手の画像。その中には高嶋の手だけの画像もある。待受にする勇気はないけれど。いつでも見られるように持っておきたい画像だった。

「あ、やべ。充希だった」

　うっかりメッセージを開いてしまったらしい。

「うわ、めっちゃ怒ってる……」

「なんで？」

「勝手にテレビの仕事受けたから。こっちで断っておいたのに、なんで受けたんだ！って、……明日出社するの、やだなぁ」

　眉を下げて、慎一の肩にがっくりと頭を落とした高嶋。朝から雷を落とそうと待ち構える近藤の姿は、慎一の目にも容易に浮かぶ。

「ふふ。それはしょうがないね。思いきり怒られて」

　良い気味だって、ちょっと笑ってしまった。

「そうだね。きっちり怒られて反省する。……今回は断りきれなくて出ちゃったけど、もう絶対、何があっても金輪際テレビには出ないから、嫌わないでね？」

　並んでソファに座っていた高嶋は、慎一の手を取って神妙な顔でお願いをする。

「うん。——約束してくれたらね」

　そう念を押した慎一の手を取り、高嶋はお互いの小指を絡め、唇を押し当てる。——これ以上不特定多数の人の目に、このフェロモンだだ漏れ男を晒したくないし。と思う。


それに、また偶然あの人に遭ってしまったりしないように。



「約束する」

　言いながら、高嶋が首筋に顔を埋める。触れるか触れないかという微かな唇の感触と、温かく湿った息。ぞくりと背筋に走る甘い痺れ。

　頬にチュッとキスをされて、鼻先が触れた。——唇に欲しいのに。と焦らされている気がして目を上げると、高嶋が甘く微笑む。

「慎一から、キスが欲しいな。——昨夜くれたキス、すごく感じた」

　あんな拙いキスで、そんなわけない。と。軽く睨んだ慎一に、

「ほんとだよ？　慎一も俺に、気持ちいいことしてあげ……」

「わかった。あげるから黙って」


唇ではなく手で高嶋の口を塞いで、慎一は早口でそう言った。




——たいって言っただろ？　までは言わせない。ベットの上での睦言を、素面の時に持ち出すのは反則だと思う。



「じゃあ、——目を瞑つむって」

　そう言った慎一に、高嶋は素直に目を閉じた。


慎一はそっと立ち上がり、部屋の隅に置いてあった自分のバッグから、チョコレートを取り出す。特に甘いもの好きでもない高嶋にチョコなんて。とは思ったけれど、他に何をあげていいか判らなくて一応買っておいたものだ。




戻った慎一は大人しく目を瞑った高嶋の手をとって、ラッピングもしていないチョコの袋を乗せた。



「何？」

　思わず目を開けて、手に置かれたものを確認する高嶋。


輸入食品店で買ったその小さな袋には、ＫＩＳＳｅＳの大きな文字と、独特の雫型というかスライムみたいな形のチョコの絵が描かれている。



　気合の入ったいかにもなチョコレートを渡すのが気恥ずかしくて、何となく、デザインと名前だけで選んだチョコだけど——。

「欲しかったんなら、ちょうど良かった」

　そう澄ました顔で言った慎一に、

「ははっ、サイコーだね、慎一は」

　楽しそうに、笑顔で抱きしめてくる。


外国製のこのチョコの味は、正直言ってあんまり好みじゃないけれど。




甘ったるくて乳臭くて、好き嫌いの分かれるこの味は、なんだか少し、まだ大人になりきれない自分と重なるな。と思う。



「ありがとう。嬉しいよ」


そう頭を撫でてくる恋人に、今度は、チョコじゃない本物のキスを贈った。高嶋は嬉しそうにそのキスを受け取り、堪能する。



　モテすぎる恋人に、もやもやイライラすることは、これからもきっといっぱいいっぱいあるだろうけど。


泣きたくなる夜も、あるだろうけど。



　それでも彼は、きっとその度に、申し訳なさそうに眉を下げて、ごめんねって。大丈夫だよ。って、抱きしめてくれるに違いない。





　　　　　　　　　　　  　　　　　 　　　You are my Valentine. ＊ fin





 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水のない川２　＊　完


[image: 奥付]


やきもち焼きの恋人




著者　　　冬木 真魚

＊本書は（株）ボイジャーのRomancerで作成されました。
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